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１ ＩＴＵ－Ｔ部会審議状況報告 



 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ部会審議状況報告 

 

１ 任 務 

ＩＴＵ－Ｔ部会は、「国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）の活動への

対処について」（情報通信審議会に引き継がれた電気通信技術審議会諮問第２号）の審議

を任務としており、世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ）、ＩＴＵ－Ｔの各研究委員会（Ｓ

Ｇ）及び電気通信標準化アドバイザリグループ（ＴＳＡＧ）等の会合に提出される寄書、

勧告案及び研究課題案に対する評価、対処方針等について調査審議を行っている。 

 

２ 審議状況 

(1) 審議体制 

平成１６年１０月に開催された世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ－０４）において、

ＩＴＵ－Ｔの今研究会期（平成１７年～平成２０年）における構成及び研究対象等が決

定された。今研究会期における研究体制は、別紙１のとおりである。 

ＩＴＵ－Ｔ部会では、ＩＴＵ－ＴのＳＧ、ＴＳＡＧ等の会合（以下「ＳＧ等会合」）に

対して、我が国から提出する寄書、対処方針並びに承認手続きに付される勧告案及び研

究課題案に対する評価等についての調査を適切かつ効率的に行うため、ＩＴＵ－Ｔの組

織構成に対応し、１０の委員会を設置している。さらに委員会は必要に応じてワーキン

ググループを設置して調査を行っている。ＩＴＵ－Ｔ部会の構成員を別紙２、ＩＴＵ－

Ｔ部会の構成を別紙３に示す。 

 

(2) 審議概要 

 ア 会合の開催状況 

  ＩＴＵ－Ｔ部会は、平成１７年度に次のとおり２回の会合を開催した。 

 ・第７回会合 平成１７年１２月１２日

   ＩＴＵ－Ｔでの最近の動向を踏まえて、次世代ネットワーク（ＮＧＮ）の標準化動

向、ネットワークベースのＩＣタグ（ＲＦＩＤ）システムの標準化動向及びホームネ

ットワークの標準化動向並びにこれらに対する今後の取り組みについて審議を行った。 

 ・第８回会合 平成１８年３月１０日

   ＷＴＳＡ－０４以降のＩＴＵ－Ｔ部会各委員会における活動状況報告、ＩＴＵ－Ｔ

部会審議状況報告（案）等についての審議を行った。 

 

   また、ＩＴＵ－Ｔ部会の下に設置されている１０の委員会は、ＷＴＳＡ－０４以降、

平成１７年末までに合計で４６回の会合を開催し、ＳＧ等会合への対処等について審

 



 

議を行った。 

 

イ 勧告案の審議 

ＩＴＵ－Ｔにおける標準化作業に対して、我が国は勧告作成に向けて多数の寄書を

提出し、ＳＧ会合等に多数の専門家が出席するとともに、２名のＳＧ議長及び８名の

ＳＧ副議長をはじめ数多くの役職を引き受けるなど積極的に貢献している。これらの

状況を各々別紙４、５及び６に示す。 

ＩＴＵ－Ｔにおいて平成１６年１０月から平成１７年１２月までに承認された勧告

の状況を別紙７に示す。 

 

ウ 委員会における審議状況 

   ＩＴＵ－Ｔ部会では、委員会毎に担当するＩＴＵ－Ｔの各ＳＧへの対処等について

審議を行い、我が国として積極的に貢献を行っている。各委員会の審議状況について

以下に示す。 

 

（ア） サービス・ネットワーク運用委員会（担当：ＳＧ２） 

ＳＧ２は、「サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面」に関する課題を研究

対象とし、番号の越境利用、国際公衆電気通信番号計画、ＥＮＵＭ関連などについて

検討を行っている。 

移動体通信用国番号の越境利用については事例を募り、関係国間で整理を図るべく

検討が行われている。（別紙８－１） 

 

（イ）網管理システム・保守委員会（担当：ＳＧ４） 

ＳＧ４は、「電気通信管理」に関する課題を研究対象とし、TMNフレームワークを

用いた設備およびネットワーク等の管理、保守・運用手続き及び試験・測定技術につ

いて検討を行っている。 

最近の主な検討事項としては、一般管理機能の標準化の検討、次世代ネットワーク

（ＮＧＮ）の管理仕様の検討などが行われており、後者についてはＮＧＮＭフォーカ

スグループを設置して、ＮＧＮ管理仕様ロードマップが作成されている。 

 

（ウ）電磁防護・屋外設備委員会（担当：ＳＧ５、ＳＧ６） 

  ＳＧ５は、「電磁的環境影響に対する防護」を研究対象とし、通信施設の電磁防護

に関する検討を行っており、雷防護、電力線誘導、エミッション、イミュニティ及

び人体安全に及ぶ幅広いＥＭＣ（電磁的両立性）の問題を扱っている。 

最近の主な検討項目として、ホームネットワークにおけるＥＭＣの検討、電磁波

セキュリティの検討などが行われている。（別紙８－２） 

 



 

  ＳＧ６は、「屋外設備及び関連屋内装置」を研究対象とし、光ファイバケーブル、

メタリックケーブル及び関連構造物の建設、設置、接続、終端、損傷防護に関する

屋外設備の研究を行っている。また、これらの設備の環境への影響に関しても検討

を行っている。 

最近の主な検討項目としては、光ファイバケーブル網の保守、光ファイバケーブ

ルの構造など、光サービスの増大に伴う課題の検討が進められている。 

 

（エ）ケーブル網・番組伝送委員会（担当：ＳＧ９） 

ＳＧ９は、「統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送」に関する課

題を研究対象とし、ケーブルテレビ網における映像・音声番組配信からＩＰを用い

たサービスや、映像・音声番組の素材伝送等、幅広い標準化作業を行っている。そ

の成果は勧告Ｊシリーズ（映像及び音声番組その他マルチメディア信号の伝送）、勧

告Ｎシリーズ（音声番組及び映像の国際伝送回線の管理）及び P.900 シリーズ（会話

品質のマルチメディアサービスの評価方法）としてまとめられている。検討にあた

っては、無線による放送の標準化を担当するＩＴＵ－Ｒ ＳＧ６や、ＩＰに関係する

ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１、１３、１６等とも互いに連携して活動を進めている。 

  最近の主な検討項目としては、ケーブルモデム、ＩＰベースのネットワーク伝送、

超高解像度大画面映像の伝送方式などの検討が行われている。（別紙８－３） 

 

（オ） 次世代ネットワーク委員会（担当：ＳＧ１１、ＳＧ１３） 

  ＳＧ１１は、「信号要件及びプロトコル」に関する課題を研究対象とし、インテリ

ジェントネットワーク（ＩＮ）、ベアラ非依存呼制御（ＢＩＣＣ）等について検討を

行っている。最近の主な検討項目としては、ＮＧＮのサービス制御アーキテクチャ

に関する検討、セッション制御等の検討などが行われている。 

ＳＧ１３は、「ＮＧＮ－アーキテクチャ、展開及び融合」に関する課題を研究対象

とし、次世代ネットワーク（ＮＧＮ）に関するアーキテクチャ、既存網からの移行、

将来の統合の観点から、フレームワーク、機能アーキテクチャ、信号要求条件等の

検討を行っている。ＮＧＮの検討には、ＳＧを超えた枠組みでの検討も不可欠であ

ることから、ＳＧ１３を中心にＳＧ１１など関連ＳＧが同時期に会合を開催するこ

とにより、連携して検討を行うこととしており、この体制はＮＧＮ－ＧＳＩ(Global 

Standard Initiative)と呼ばれている。（別紙８－４） 

 

（カ） 伝達網・品質委員会（担当：ＳＧ１２、ＳＧ１５） 

  ＳＧ１２は、「性能及びサービス品質」に関する課題を研究対象とし、サービス品

質検討に関するリードＳＧとして、広帯域音声の品質評価、自動車ハンズフリー通

信の端末特性、ＩＰネットワーク上でのマルチメディア通信サービス品質の検討な

 



 

どを行っている。 

  ＳＧ１５は、「光及びその他の伝達網」に関する課題を研究対象とし、アクセス網

及び光技術のリードＳＧとして、光その他の伝送網、システム及び設備に関する研

究を行っている。最近の主な検討事項としては、Ｂ－ＰＯＮとＧ－ＰＯＮを中心と

する光アクセスシステムの検討、ＡＤＳＬ及びＶＤＳＬを中心とするメタリックア

ク セ ス シ ス テ ム の 検 討 、 広 域 イ ー サ ネ ッ ト 網 を 構 築 す る 上 で 重 要 な

10GbE-LANPHY 信号の光伝達網収容方式の検討などが行われている。（別紙８－

５） 
 

（キ） マルチメディア委員会（担当：ＳＧ１６） 

  ＳＧ１６は、「マルチメディア端末、システム及びアプリケーション」に関する課

題を研究対象とし、ＩＴＵ－Ｔにおける「マルチメディア端末、システム及びアプ

リケーション」及び「ユビキタスアプリケーション」の審議に関するリードＳＧで

もある。 

  最近の主な検討項目としては、電気通信アクセシビリティのガイドラインの検討、

カラーファクシミリにデジタルカメラで使用されている色空間を追加するための検

討、高度映像符号化方式として H.264 の拡張と H.264 を超える次世代規格に向けた

検討などが行われている。（別紙８－６） 

 

（ク） セキュリティ・言語委員会（担当：ＳＧ１７） 

 ＳＧ１７は、「セキュリティ・言語及び電気通信ソフトウェア」に関する課題を研究

対象とし、電気通信セキュリティ並びに言語及び記述技術に関する課題について検討

を行っている。 

現在、主な検討項目として、通信事業者用のセキュリティマネジメントシステムの

検討、ＳＧ１３と連携したＮＧＮのセキュリティに関する検討、サイバーセキュリテ

ィやスパム対策等に関する検討を行っている。また、新たな課題として国際化された

ドメイン名の検討も開始されている。（別紙８－７） 

 

（ケ） 移動通信ネットワーク委員会（担当：ＳＧ１９） 

ＳＧ１９は、「移動通信ネットワーク」に関する課題を研究対象とし、ＩＴＵ－Ｔ

においてＩＭＴ-２０００及び将来の移動通信並びにＦＭＣ及びモビリティに関する

検討を行っている。 

 

（コ）作業計画委員会（担当：ＴＳＡＧ） 

ＴＳＡＧは、ＩＴＵ－Ｔにおける標準化活動の優先事項、計画、運営、財政及び戦

略について検討し、ＩＴＵ電気通信標準化局長に助言を行うグループである。 

 



 

ＴＳＡＧには課題は設置されていないが、作業方法、作業計画、電子的作業方法及

び外部機関との標準化協力の４分野のテーマについて検討を行っているほか、必要に

応じ様々な新たな課題について審議を行っている。 

最近では、ＳＧ間の連携を十分なものにするためのＩＴＵ－Ｔ内部の調整方法、主

要な研究課題であるＮＧＮの検討体制、新たな課題であるホームネットワークやネッ

トワークＲＦＩＤシステムへの取り組み方策などの検討が行われている。（別紙８－

８） 

また、ＴＳＢ局長主催のＩＰＲ（知的財産権）アドホックグループにおいて、Ｔ

ＳＡＧ会合に先立ち、標準化における特許、ソフトウェア著作権等の取扱い等につ

いて検討が行われている。 

 

３ 今後の対応 

(1) ＩＴＵ－Ｔの標準化活動に関わる課題への対応 

ＩＴＵ－Ｔがグローバルな標準化機関として中核的な役割を果たし続けるために、ま

た産業界にとって標準化活動を行うのに有効な場であり続けるために、ＩＴＵ－Ｔでは

民間セクターの参加促進、勧告作成の迅速化等、様々な取組みを行ってきた。 

我が国からも、これまでに、プロジェクトに即した作業方法の提案等、作業方法の改

善に係る提案等を行ってきており、今後ともＩＴＵの効率化・活性化がさらに進められ

るよう、作業方法の改善や新たな標準化課題の提案など、積極的に寄与していく予定で

ある。 

 

(2) ＳＧ、ＷＰ等への対応 

ユビキタスネット社会の基盤となるＮＧＮ、光伝達網、セキュリティ等、様々な標準

化課題について、ＩＴＵ－Ｔ部会各委員会における調査を通して、今後も引き続き各Ｓ

Ｇ、ＷＰ等における審議に積極的に寄与していく予定である。 

 

(3) その他 

  本年１１月に開催されるＩＴＵ全権委員会議では、事務総局長他の選挙が行われる。

我が国からは、ＩＴＵ－Ｔ局長選挙に井上友二氏が立候補し、我が国としてＩＴＵ－Ｔ

における標準化活動になお一層の貢献を行うことを目指しており、ＳＧ、ＷＰ等におけ

る標準化活動へのなお一層の積極的な参画を通じて支持獲得に協力していく予定である。 

 

 



ＩＴＵ-Ｔの2005年-2008年研究会期の体制

全権委員会議ＰＰ
最高意思決定機関 ４年毎に開催

世界電気通信標準化総会 WTSA
研究課題設定、勧告の承認 ４年毎に開催

TSAG 電気通信標準化アドバイザリグループ

ITU-Tの活動の作業方法、優先事項、計画について審議･検討

SG2 サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面

サービス定義、ナンバリング、ルーティング関連

SG4 電気通信管理

ＴＭＮ（電気通信管理網）関連

SG5 電磁的環境影響に対する防護

電磁環境の影響に対する防護関連

SG6 屋外設備及び関連屋内装置

腐蝕及び他の破損からの防護等の屋外設備及び屋内装置関連

SG9 統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送

ケーブルテレビ網による放送・通信サービス並びに有線によるテレビ・音声番組の素材伝
送及び分配関連

SG17 セキュリティ、言語及び電気通信ソフトウェア

電気通信セキュリティ並びに言語及び記述技術関連

SG11 信号要件及びプロトコル

信号及びプロトコル、ＩＮ(インテリジェント・ネットワーク)関連

SG12 性能及びサービス品質

性能及びサービス品質関連

SG13 ＮＧＮ アーキテクチャ、展開及び融合

ＮＧＮ及び衛星関連

SG15 光及びその他の伝達網

アクセス網及び光技術関連

SG19 移動通信ネットワーク

ＩＭＴ－２０００を含む将来の移動通信及びモビリティ研究関連

SG16 マルチメディア端末、システム及びアプリケーション

マルチメディア端末、システム、プロトコル及び信号処理を含むマルチメディア・サービ
ス及びアプリケーション関連

研究委員会 ＳＧ

SG3 電気通信の経済的及び政策的事項を含む料金と会計原則

計算料金制度改革、清算原則関連

別紙１



別紙２
 

 

 

情報通信審議会情報通信技術分科会ＩＴＵ－Ｔ部会名簿 

１．ＩＴＵ－Ｔ部会構成員（順不同･敬称略） 

部会長 委  員 酒井 善則 東京工業大学 大学院 理工学研究科 教授 

部会長代理 委  員 坂内 正夫 国立情報学研究所 所長 

 委  員 荒川 薫 明治大学 理工学部 情報科学科 教授 

 委  員 後藤 滋樹 早稲田大学 理工学部 教授 

 委  員 関根 千佳 ㈱ユーディット 代表取締役社長 

 委  員 土井 美和子 ㈱東芝 研究開発センターヒューマンセントリックラボラトリー 技監 

 委  員 御手洗 顕 シャープ㈱ 代表取締役専務 

 専門委員 秋山 正樹 松下電器産業㈱取締役 パナソニックシステムソリューションズ社 社長 

 専門委員 池田 茂 情報通信ネットワーク産業協会 専務理事 

 専門委員 伊東 晋 東京理科大学 理工学部 電気電子情報工学科 教授 

 専門委員 岩田 秀行 日本電信電話㈱第三部門 Ｒ＆Ｄ推進担当 担当部長 

 専門委員 浦野 義頼 早稲田大学大学院 国際情報通信研究科 教授 

 専門委員 榎並 和雅 日本放送協会 放送技術研究所長 

 専門委員 遠藤 静夫 三菱電機㈱ 電子システム事業本部顧問（技師長待遇） 

 専門委員 大塚 隆史 (社)日本ＣＡＴＶ技術協会 常任副理事長 

 専門委員 大森 愼吾 (独)情報通信研究機構 理事 

 専門委員 津田 俊隆 ㈱富士通研究所 常務取締役 

 専門委員 棟上 昭男 東京工科大学 メディア学部 教授（情報処理学会情報規格調査会顧問） 

 専門委員 廣岡 明 通信電線線材協会 専務理事 

 専門委員 堀崎 修宏 (社)情報通信技術委員会 専務理事 

 専門委員 真鍋 尚 日本電気㈱ 政策調査部 シニアエキスパート 

 専門委員 村上 仁己 ＫＤＤＩ㈱執行役員 

 専門委員 村田 敏則 ㈱日立製作所 ユビキタスプラットフォームグループ ＣＴＯ 

兼ユビキタスプラットフォーム開発研究所長 

 専門委員 森 忠久 (社)日本民間放送連盟 常務理事兼研究所長 

 専門委員 山下 孚 (財)日本ＩＴＵ協会 専務理事 

 専門委員 山本 浩治 ㈱NTT ドコモ 研究開発本部 ＩＰコアネットワーク開発部長 

 専門委員 若尾 正義 (社)電波産業会専務理事 

 
 
 

 

 

 

 



 
 

 

情報通信審議会情報通信技術分科会ＩＴＵ－Ｔ部会名簿 

２．ＩＴＵ－Ｔ部会委員会主査（順不同・敬称略）

サービス･ネットワーク運用委員会主査 相田 仁 東京大学大学院 新領域創成科学研究科 教授 

網管理システム･保守委員会主査 加藤 聰彦 電気通信大学 大学院情報システム学研究科 助教授 

電磁防護･屋外設備委員会主査 日髙 邦彦 東京大学大学院 工学系研究科 電気工学専攻教授 

ケーブル網・番組伝送委員会主査 松本 修一 ㈱ＫＤＤＩ研究所 取締役 

次世代ネットワーク委員会主査 淺谷 耕一 工学院大学 工学部 電子工学科 教授 

伝達網･品質委員会主査 三谷 政昭 東京電機大学 工学部 情報通信工学科 教授 

マルチメディア委員会主査 相澤 清晴 東京大学大学院 新領域創成科学研究科 教授 

セキュリティ・言語委員会主査 小松 尚久 早稲田大学 理工学部 コンピュータ・ネットワーク工学科 

教授 

移動通信ネットワーク委員会主査 竹中 豊文 日本大学 工学部 教授 

作業計画委員会主査 平松 幸男 大阪工業大学大学院 知的財産研究科 教授 
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2005 年-2008 年研究会期に対するＩＴＵ－Ｔ部会の構成 

（平成１８年３月２７日現在） 
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網管理システム・保守委員会 

電磁防護・屋外設備委員会 

伝達網・品質委員会 

マルチメディア委員会 

セキュリティ・言語委員会 

移動通信ネットワーク委員会 

作業計画委員会 

相田 仁（東京大学教授） 

加藤 聰彦（電気通信大学助教授）

日髙 邦彦（東京大学教授） 

三谷 政昭（東京電機大学教授）

淺谷 耕一（工学院大学教授）

小松 尚久（早稲田大学教授） 

平松 幸男（大阪工業大学教授） 

竹中 豊文（日本大学教授） 

担当：ＳＧ２ 

担当：ＳＧ４ 

担当：ＳＧ５、ＳＧ６ 

ケーブル網・番組伝送委員会 松本 修一（㈱ＫＤＤＩ研究所取締役）

担当：ＳＧ９ 

担当：ＳＧ１２、ＳＧ１５ 

担当：ＳＧ１６ 

担当：ＳＧ１７ 

担当：ＳＧ１９ 

担当：ＴＳＡＧ、ＩＰＲアドホック

通信方式ＷＧ 

番組伝送ＷＧ 

次世代ネットワーク委員会 

相澤 清晴（東京大学教授） 

担当：ＳＧ１１、ＳＧ１３ 
ＮＧＮ ＷＧ 

カラードキュメントＷＧ 

セキュリティＷＧ 

作業計画ＷＧ 



寄書提出状況（H16.10～H17.12）

　研究委員会 ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ ＳＧ
TSAG 合計

　（ＳＧ） 2 4 5 6 9 11 12 13 15 16 17 19

日本寄書 1 13 8 1 3 6 4 36

ＲＯＡ提出寄書

寄 イーアクセス※ 2 2

ＫＤＤＩ 3 1 1 5

書 ｱｯｶ･ﾈｯﾄﾜｰｸｽ※ 2 2

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸＢＢ 1 1

の 日本テレコム 1 1

NTTドコモ 1 1

ＳＩＯ提出寄書

件 ＮＴＴ 9 8 18 7 29 2 73

日本電気 1 3 4

数 松下電器 5 5

日立製作所 11 4 1 16

（

富士通 6 7 13

富士ｾﾞﾛｯｸｽ※ 1 1

提 ＣＩＡＪ 3 4 7

住友電工 2 2

出 NTTコムウェア 1 1

ＮＩＣＴ 1 1 2

元 三菱電機 2 6 8

リコー 4 4

）

早稲田大学※ 2 2

電線線材協会 8 8

提出寄書数 1 3 10 8 16 1 26 28 42 17 6 1 7 166

全寄書数 96 59 62 14 76 71 142 311 472 229 153 30 43 1758
全寄書数に対する日
本の提出寄書の割合 1.0 5.1 16.1 57.1 21.1 1.4 18.3 9.0 8.9 7.4 3.9 3.3 16.3 9.4

注１　※は、アソシエートとして参加

注２　複数社の連名により提出した寄書があるため、縦の欄の合計と提出寄書数は一致しない

注３　全寄書数は、各国全てのContributionとDelayed Contributionを合計したもの
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ＳＧ会合等出席者数

（今研究会期、平成17年12月末現在）

全体 日本 全体 日本 全体 日本 全体 日本

ＳＧ２
116 3 88 5 204 8 3.9

ＳＧ４
57 4 62 5 119 9 7.6

ＳＧ５
45 4 59 6 46 3 150 13 8.7

ＳＧ６
29 4 32 4 61 8 13.1

ＳＧ９
52 10 69 13 121 23 19.0

ＳＧ11
75 7 70 8 70 7 215 22 10.2

ＳＧ12
79 4 82 6 161 10 6.2

ＳＧ13
149 13 185 20 202 19 536 52 9.7

ＳＧ15
222 35 259 38 481 73 15.2

ＳＧ16
125 10 155 17 280 27 9.6

ＳＧ17
90 9 114 8 204 17 8.3

ＳＧ19
40 5 40 5 41 4 121 14 11.6

ＴＳＡＧ
126 12 135 15 261 27 10.3

計
1205 120 1350 150 359 33 2914 303 10.4

日本
の

比率

第３回
ＳＧ会合

第１回
ＳＧ会合

第２回
ＳＧ会合

計
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ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ等における日本からの役職者（敬称略） 

 

ＳＧ 
日本からの 

ＳＧ議長/副議長

全役 

職数 

日本からの 

ＷＰ議長/副議長

全役 

職数 

日本からのラポータ/ 

アソシエイトラポータ 

全役

職数

ＳＧ２ 
－－ 議長 ：1 

副議長：5 

－－ 議長 ：2 

副議長：1 

－－ 11

ＳＧ４ 
副：藤井 

（ＮＴＴ） 

議長 ：1 

副議長：4 

WP3議長：藤井 

（ＮＴＴ）

議長 ：3 

副議長：0 

－－ 11

ＳＧ５ 

－－ 議長 ：1 

副議長：2 

WP2議長：服部 

（ＮＴＴ） 

議長 ：2 

副議長：1 

Q.1：小林（ＮＴＴ） 

Q.8：小林（ＮＴＴ） 

Q.10：馬杉（ＮＴＴ） 

Q.15:富永（ＮＴＴ） 

17

 

 

 

ＳＧ６ 

－－ 議長 ：1 

副議長：2 

－－ 議長 ：2 

副議長：2 

Q.6：泉田（ＮＴＴ） 

Q.7：冨田（ＮＴＴ） 

Q.8：保苅（ＮＴＴ） 

9 

 

 

ＳＧ９ 

副：松本 

（ＫＤＤＩ） 

議長 ：1 

副議長：3 

－－ 議長  ：0 

副議長：0 

Q.1：川田（ＫＤＤＩ） 

Q.9：松本（ＮＥＣ） 

Q.7：松本（ＫＤＤＩ） 

Q.10：中村（ＮＨＫ:ｱｿｼｴｲﾄ）

Q.11：宮地（ＫＤＤＩ） 

Q.12：後藤（ＮＴＴ） 

Q.13：宮地（ＫＤＤＩ:ｱｿｼｴｲﾄ）

Q.15：松本（ＫＤＤＩ） 

27

ＳＧ１１ 
議長：平松 

（ＮＴＴ） 

議長 ：1 

副議長：6 

－－ 議長 ：3 

副議長：3 

－－ 12

 

ＳＧ１２ 
－－ 議長 ：1 

副議長：4 

－－ 議長 ：3 

副議長：0 

Q.13：高橋（ＮＴＴ） 27

ＳＧ１３ 
副：森田 

(ＮＴＴ) 

議長  ：1 

副議長：8 

WP3議長：森田 

(ＮＴＴ) 

議長 ：4 

副議長：0 

－－ 25

ＳＧ１５ 
議長：前田 

（ＮＴＴ） 

議長 ：1 

副議長：4 

－－ 議長 ：3 

副議長：0 

Q.3：太田（ＮＴＴ） 

Q.8:大橋（ＮＴＴ） 

14

 

ＳＧ１６ 

副：内藤 

（三菱電機） 

議長 ：1 

副議長：4 

WP1議長：内藤 

(三菱電機)

WP2議長：大久保 

(早大） 

議長 ：5 

副議長：0 

Q.4：大久保（早稲田大） 

Q.14：田村（リコー） 

Q.15：内藤（三菱電機） 

Q.27：大野（ＮＩＣＴ） 

25

ＳＧ１７ 

副：渡辺 

 （ＫＤＤＩ） 

議長 ：1 

副議長：6 

WP2議長：渡辺 

   （ＫＤＤＩ）

議長 ：3 

副議長：0 

Q.6：武智（横河電機：ｱｿｼｴｲﾄ）

Q.7：中尾（ＫＤＤＩ） 

Q.8:磯部（日立：ｱｿｼｴｲﾄ） 

23

ＳＧ１９ 
副：田村 

（NTTドコモ） 

議長 ：１ 

副議長：8 

－－ 議長 ：0 

副議長：0 

－－ 5 

ＴＳＡＧ 
副：岡村 

 （ＳＣＡＴ） 

議長 ：１ 

副議長：6 

WP2議長：岡村 

   （ＳＣＡＴ）

議長 ：5 

副議長：0 

－－ 0 

合計 
議長 ：2 

副議長：7 

議長 ：13 

副議長：62 

議長 ：7 

副議長：0 

議長 ：35 

副議長：7 

ラポータ           ：21 

アソシエートラポータ：4 

206

平成１８年３月２７日現在 

 



勧告化の状況

(H16.10～H17.12)

区分 ＳＧ会合等により承認された勧告数
削除された

勧告数

 ＳＧ 新規 （AAP） 改訂 （AAP） 合計 （AAP） 削除

ＳＧ２ 1 (0) 5 (0) 6 (0) 0

ＳＧ４ 8 (8) 7 (7) 15 (15) 1

ＳＧ５ 2 (2) 4 (4) 6 (6) 0

ＳＧ６ 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0

ＳＧ９ 9 (8) 17 (17) 26 (25) 0

ＳＧ１１ 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0

ＳＧ１２ 7 (7) 4 (4) 11 (11) 0

ＳＧ１３ 2 (1) 2 (2) 4 (3) 0

ＳＧ１５ 37 (37) 27 (27) 64 (64) 0

ＳＧ１６ 46 (46) 40 (40) 86 (86) 0

ＳＧ１７ 2 (2) 17 (17) 19 (19) 0

ＳＧ１９ 2 (2) 0 (0) 2 (2) 0

ＴＳＡＧ 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0

合　計 116 (113) 123 (118) 239 (231) 1

別紙７



別紙８-１ 
 

 

  番号の越境利用関連（ＳＧ２） 

 

（１） 概 要 

番号の越境利用については、当初カリブ諸国の一部でサービスが提供されている国と異な

る国のＭＣＣが使用されていることが問題視されたが、従来よりモナコ等の一部地域で他国

のＥ．１６４地理識別番号が利用されている等の様々な問題を抱えている。 

 

（２） 審議状況 

・平成１７年２月 『ＳＧ２第１回会合』 

番号の越境利用に関する具体的な事例が報告された。特にカリブ諸国の一部においてサー

ビスが提供されている国と異なるＭＣＣ＋ＭＮＣが使用されている問題については、アドホ

ックグループを構成し、ＭＣＣ＋ＭＮＣを他国で利用する場合の原則等を勧告Ｅ．２１２に

追記したたたき台文書を作成した。 

・平成１７年６月 『Ｑ１ラポータ会合』 

 ＭＣＣ＋ＭＮＣの越境利用について、実際に越境利用を行っているオペレータの意見を求

め、その必要性についての議論を行った。最終的に合意には至らなかったため、作業を進展

させるために、番号の越境利用について、勧告Ｅ．２１２へ反映するために以下の５つのオ

プション案を提示することとなった。 

オプション１：越境利用を認めない 

オプション２：越境利用を認める 

オプション３：Ｅ．２１２はそのままとし、Ｅ．２１２のアネックスとして、越境利用を

可能としたＥ．２１２リソースを将来的にインプリメントする。その時点

で新たに行われている追加の越境利用は考慮する。 

オプション４：現状の越境利用のみ認める。他は認めない。 

オプション５：新しい型の共有Ｅ．２１２リソースをインプリメントする。 

・平成１７年１２月 『ＳＧ２第２回会合』 

  ラポータ会合でのオプション案を踏まえて、両極端な案であるオプション１とオプション

２を除く、オプション３～５について議論が行われ、オプション３がオプション５に含まれ

るとの意見から、オプション５の可能性のある案を複数明記することが確認された。 

 

（３） 今後予定 

ＭＣＣ＋ＭＮＣの越境利用については、関係国以外からも寄書を募り、次回引き続き議論

を行うこととなった。また、ＭＣＣ＋ＭＮＣの越境利用の事例を募集する回章を配布し、次

回、第３回会合までに一定の整理を図る予定。  



別紙８-２ 
 

ホームネットワークにおけるＥＭＣ関連（ＳＧ５） 

 
（１）概 要 

通信技術の急速な進歩に伴い、無線ＬＡＮや携帯電話、ＲＦＩＤなどの各種無線装置や、

ＡＤＳＬ、ＶＤＳＬ等の新たな伝送方式が実用化されてきており、また、ＰＬＣなどの新た

な伝送方式についても研究開発が進められている。ユビキタス社会を迎えるにあたっては、

これらの新たな方式を、相互の干渉を防止しながら狭い空間に多数設置し、維持管理してい

く必要がある。 
ユビキタス社会の実現にあたり、重要な課題であるホームネットワークについて、今会期

ＳＧ５は、ホームネットワークシステムにおいてＥＭＣ問題による誤作動がないような規定

やその対策、他のシステムへの妨害を発生しないような装置への適切なエミッション規定や

その対策について審議を行うこととしている。 
 
（２）審議状況 

２００４年１０月のＷＴＳＡ－０４において、ホームネットワークが重要課題として決定

されたことを受けて、ＳＧ５においては、新規研究課題「ホームネットワーク」が設置され、

ホームネットワークにおけるＥＭＣの検討が開始されている。ＳＧ５第２回全体会合におい

ては、ホームネットワークのテクニカルセッションが開催されるなど、積極的な審議を行っ

ている。 
 

（３）今後の審議予定 
今後は、高速な通信機器が家電品をはじめ多くの機器に組み込まれることにより、多数の

妨害源と多数の影響を受ける装置が非常に近接した状態に設置されるという特徴を持つホー

ムネットワークのＥＭＣを検討するため、以下の点を検討の中心として議論されていくこと

となっている。 

 ①住宅における電磁環境についてのデータの収集  

 ②ＥＭＣ規定の適用方法  

 ③ＥＭＣ問題が発生した場合の責任範囲と管理方法 

また、本検討により予定されている勧告は次のとおりであり、ホームネットワークに関係

性の深いＩＴＵ－Ｔ ＳＧ９と協力して勧告化に向けて検討を進める。 

 

   表 ホームネットワークのＥＭＣで予定されている勧告 

勧告仮番号 予定勧告名 予定時期 

Ｋ．ｈｅｎｖ ホームネットワークの伝導・放射電磁環境 ２００６年 

Ｋ．ｎｎｍ ホーム電磁環境によるネットワークノイズモデル ２００６年 

Ｋ．ｈｎｗ ホームネットワークにおける、ＥＭＣ、耐力および安全に関す

る要求条件と対応手順 

２００７年 
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超高解像度大画面映像の伝送方式（ＳＧ９） 

 

（１） 概 要 

HDTV（1920x1080）を超える解像度の超高解像度大画面映像（拡張 LSDI: Extended Large 

Screen Digital Imagery）に関して、ITU-R TG6/9 において信号フォーマットの検討が行われてお

り、ITU-T SG9 ではこれを伝送するための圧縮方式、伝送フォーマットを規定した勧告案（J.601; 

exlsdi）の検討が行われてきた。 

J.601 は、既存の国際標準をベースに、圧縮方式に H.264 High Profile、JPEG2000 及び MPEG-2 

Video を、伝送フォーマットには H.222.0（MPEG-2 TS）及び RTP をそれぞれ用いて、IP／非

IP の両者を視野に入れた伝送方式を規定するものである。 

 

（２） 審議状況 

本勧告案は，前会期である 2004 年 5 月の SG9 会合で日本から提案したものである。2004/5

当時、ITU-R TG6/9 や DCI（Digital Cinema Initiative）において、HDTV を超える解像度の画像

フォーマットの審議が完了していなかったという理由により、このような拡張解像度の符号化伝

送に関する技術については、画像フォーマットの規定をその研究所掌としていない SG9 におい

ては、検討を凍結せざるを得ない状況に余儀なくされた。 

その後新会期に移行する際に本勧告案を持ち越しとしたが、2005 年 1 月の今会期第 1 回 SG9

会合では特に進捗は無く ITU-R 等での進捗を待っているという状況であった。 

この状況は、続く 2005 年 10 月の第 2 回 SG9 で一変し、直前に開催されていた ITU-R TG6/9

において、拡張解像度 LSDI（4Kx2K, 8Kx4K）が承認されたことから、J.601 の審議を急遽再開

する運びとなった。同会合での課題別作業グループ（WG）では、J.601 テキストの見直しを行

い、圧縮方式の詳細について最新規格を反映するよう修正すると共に複数 MPEG-2 コーデック

による超高解像度大画面映像の符号化スキームを追加するなどの作業を行い、同会合にて勧告化

に合意し、同年１１月には AAP 承認されるに至った。 

なお，ITU-R TG6/9 で承認された拡張解像度の画像フォーマットについては、その後上位 SG

である ITU-R SG6 において承認には至らなかったため、２００６年３月の TG6/9 で再度審議の

結果、関係者の合意が得られ、次回 SG6 会合で承認される見通しとなっている。 

 

（３）今後の審議予定 

J.601 の AAP 承認後、特に新しい勧告案ならびに審議案件は存在していないが、引き続き

ITU-R SG6 の動向に注意する必要がある。 
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次世代ネットワーク（ＮＧＮ）の標準化（ＳＧ１３等） 

 
（１）概 要 

現在の電話網に代わる次世代のオールＩＰ型ネットワークである次世代ネットワーク（Ｎ

ＧＮ）は、平成１６年に開催された WTSA-04 において、ＩＴＵ－Ｔの今研究会期（2005 年

～2008 年）における最も重要な標準化課題とされ、ＮＧＮの標準化の中核となるＳＧ１３の

設置並びにＳＧ１１等の関連するＳＧと連携して標準化を推進する体制が合意され、ＮＧＮ

標準化の検討が進められている。 

 
（２）審議状況 

平成１６年５月にＮＧＮ検討の加速化を目的にＩＴＵ－ＴにＮＧＮフォーカスグループ

（ＦＧ－ＮＧＮ）が設置され、ＮＧＮのリリース１勧告群の検討が進められた。平成１７年

１１月のＦＧ－ＮＧＮ最終会合において、ＮＧＮリリース１のスコープ（標準化対象範囲）、

要求条件、アーキテクチャ、セキュリティ要求条件、移行シナリオ等の主要文書について合

意された。この検討結果を受けて、平成１８年１月に開催されたＳＧ１３第４回会合におい

て、FG－NGN 主要文書の勧告化が期待されたが、ＩＴＵ－Ｔ全体のリリース規定の観点か

ら文書の位置付けが明確にされるとともに、内容の再精査が行われ、平成１８年７月に開催

予定のＳＧ１３第５回会合において勧告化が行われる見込みとなっている。 
 

（３）今後の審議予定 
ＮＧＮの検討は、ＳＧ１３を中心にＮＧＮに関連する課題を扱うＳＧが同時期同場所で会

合を開催することにより、関係ＳＧが連携して進めることとしており、平成１８年当初から

はＮＧＮ－ＧＳＩ(NGN Global Standards Initiative)と呼ぶ体制により検討が進められること

となった。 

ＮＧＮに関する検討は、ＮＧＮリリース１のアーキテクチャ・要求条件がほぼ固まり平成

１８年７月に勧告化が予定されており、その後はＮＧＮに関してプロトコルの検討に重点が

移行するとともに、リリース２の課題抽出が行われる予定。 

 

 

 

  

NGN 
リリース3 

 NGN
リリース2 

(*)

対象とするサービス

NGN リリース1 
End of 2005 

 IMS(IP Multimedia 
Subsystem) 
の技術をﾍﾞｰｽとする 
→3GPPで標準化さ

れた第３世代移動通

信システム（UMTS）

のコア 
網制御技術 

具備する能力
（機能） 

End of 2006 (TBD) 

(*) リリース１の対象サービス 
・インタラクティブ（リアルタイム音声、映像、マルチメディア会議、データ通信 等） 
・非インタラクティブ（遠隔操作、ブロードキャスト／マルチキャスト 等） 
・その他（ＶＰＮ、緊急通信（ＥＴＳ） 等） 
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10GbE-LANPHY転送方式（ＳＧ１５） 
 

（１）概 要 

10Gb イーサネットサービスの普及が進展しており、これによる広域転送を要求するカス

タマが増加してきているが、キャリア間での接続性を確保するためには、国際標準化が必須

であり、10GbE-LANPHY 信号を OTN(Optical Transport Network)に直接収容する転送方式が

標準化されていないことから、ＳＧ１５においては、今後広域イーサネット網を構築する上

で重要な方式となる 10GbE-LANPHY 転送方式の早期勧告化を目指している。 

 

（２）審議状況 

 平成１６年１１月に開催されたＳＧ１５第１回会合において、10GbE-LANPHY の OTN 収

容に向けた標準化の提案と、提案に向けた要求事項等の提案を日本から行い、継続して検討

することとなった。 

平成１７年５月に開催されたＳＧ１５第２回会合において、プリアンブル、IFGを含んだ全

てのビットをトランスペアレントに転送する要求があることが合意され、IEEEに対してOTN

にマッピング可能な10Gbイーサネットのインタフェースの検討についてリエゾンが送付され

たが、IEEEでは10Gbイーサネットの広域転送方式はWANPHYとの結論が出ているため議論

がなされなかった。 

平成１８年２月に開催されたＳＧ１５第３回会合において、10GbE-LANPHY の広域転送方

式について、ＩＴＵ－Ｔにおいて議論し、G.709等既存勧告とは別に新勧告化することを日本

より提案した。 

その結果、日本からの新規勧告化案は、新規ビットレートの勧告化に抵抗感を持つMarconi、

Lucentの反対があり合意に至らなかったが、一方でトランスペアレント転送を重要視するMCI、

FT、Ciscoから賛同があり、議論を前進させる方針として、それぞれの提案をニュートラルな

視点で継続検討していくことで合意されている。 

 

（３）今後の審議予定 

10GbE-LANPHYに関して議論の場をＩＴＵ－ＴのFTPサーバ上に設けることが提案され、

G.709 Appendixとして記載することを含めて、今後の中間会合等で議論を進める予定。 
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電気通信アクセシビリティガイドライン（ＳＧ１６） 

 
 
（１）概 要 

情報通信技術の発展普及により、全ての人々がその生活、仕事の面において日常的に電気

通信を利用する機会はますます増大するとともに、高齢者・障害者によるＩＴ利用機会も急

速に増えてきており、このような利用者が障害や心身の機能の状態にかかわらず電気通信機

器及びサービスを円滑に利用できるようにしていくことが重要な課題となっている。 

こうした状況を受け、平成１６年１１月に開催されたＳＧ１６第１回会合に、電気通信機

器及びサービスに関する高齢者・障害者等へのアクセシビリティ配慮設計ガイドラインの検

討・作成を可能な限り早い時期に実施すること及び盛り込まれる事項について日本より提案

を行い、この日本提案に基づき電気通信アクセシビリティガイドラインの検討が進められた。 
 

（２）審議状況 
ＳＧ１６第１回会合に提出した日本寄書「電気通信機器及びサービスに関する高齢者・障

害者等へのアクセシビリティ配慮設計ガイドラインの検討・作成についての提案」に基づき、

電気通信アクセシビリティに関するガイドラインの作成が合意され、平成１８年の完成を目

指して議論が開始された。 

平成１７年４月には、本課題の緊急性からＱ２６／１６中間会合がロンドンで開催され、

日本寄書をベースにガイドラインの内容充実が図られ改訂版が作成された。 

平成１７年７月に開催されたＳＧ１６第２回会合において、日本から更にガイドライン案

の内容の充実等を図るための日本寄書「高齢者・障害者に対する電気通信アクセシビリティ

ガイドライン案の修正提案」を提出し、これに基づき審議が行われた結果、日本提案のガイ

ドライン文書はハンドブックではなく、勧告としてＳＧ１６第３回会合で完成させることが

合意された。 

一方、他の関連標準化機関等との連携の重要性が認識され、ＩＳＯにリエゾンが送付され、

ＩＴＵ－Ｔでの活動紹介が行われたほか、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１３のＮＧＮフォーカスグルー

プにアクセシビリティの導入を図るための提案が行われることとなった。 

 
（３）今後の審議予定 

平成１８年４月に開催されるＳＧ１６第３回会合において、電気通信アクセシビリティガ

イドラインの勧告化が予定されている。 
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ネットワークセキュリティ（ＳＧ１７） 

 

（１）概 要 

セキュリティについては、ＳＧ１７がリードＳＧとなって、各ＳＧにまたがるセキュリテ

ィ関連課題の取りまとめやＳＧ間の調整を行いつつ検討を進めている。今会期からセキュリ

ティの課題を扱うワーキングパーティが新設され、研究内容が拡充され、セキュリティに関

する検討の重要性が高まってきている現状に対処している。日本からは、ＷＰ２の議長をは

じめ、課題７のラポータ、課題６及び課題８のアソシエートラポータを務め、積極的に参画

しているとともに、積極的に寄書を提出し、勧告の策定に向けて取り組んでいる。 

 

（２）審議状況 

セキュリティに関しては、今会期の当初においてはＷＰ２の下に６つの課題が設立された。

そのうち新規課題は課題６で、近年のインターネットにおける新たな脅威から通信システム

を保護するための具体的な技術対策を研究することを目的としている。また、第２回ＳＧ１

７会合において、新たにスパム対策を研究することを目的とする課題１７の設立が承認され

た。ＷＰ２下の各課題の検討内容は以下のとおりである。 

課題４：通信システムセキュリティ 

課題５：セキュリティ体系及びフレームワーク 

課題６：サイバーセキュリティ 

課題７：セキュリティマネジメント 

課題８：テレバイオメトリクス 

課題９：セキュア通信サービス 

課題１７：スパム対策 

 

このうち特に、課題７では、前会期に勧告化した X.1051（通信事業者用の情報セキュリテ

ィマネジメントシステム(ISMS-T)）の改訂作業を行っている。情報セキュリティマネジメン

トに関する電気通信事業者に特有の事項をより一層充実させる必要があり、その方向で審議

が継続されている。 

 

（３）今後の審議予定 

   セキュリティのリードＳＧとして、ＮＧＮのセキュリティ等、他ＳＧと連携をとりつつ、

諸課題の勧告化に向けて引き続き検討を行っていく予定である。 
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新たな技術検討体制の審議（ＴＳＡＧ） 

 

（１）概要 

ＴＳＡＧでは、新たな技術項目についての標準化検討体制及び計画の策定や検討体制の管

理を行っている。具体的には、次世代ネットワーク（ＮＧＮ）標準化活動強化のための体制

の検討や、ホームネットワーク及びネットワークＲＦＩＤの標準化検討体制の確立に向けた

検討が進められた。 

 

（２）審議状況 

  ＮＧＮ標準化検討体制については、ＷＴＳＡ－０４においてＳＧ１３がＩＴＵ－Ｔ全体の

ＮＧＮ関連標準化の総合調整を担当することになり、ＳＧ１３の下にフォーカスグループ（Ｆ

Ｇ－ＮＧＮ）が位置づけられた。また、ＴＳＡＧがこの検討体制について２００６年までに

見直すこととされていることと、ＦＧ－ＮＧＮが２００５年１１月で活動を終了するのを受

けて、第２回ＴＳＡＧ会合において、今後の体制について議論された。その結果、日本、英

国の主張のとおり、現状のＳＧ体制を維持して、ＮＧＮ－ＧＳＩ（Global Standards 

Initiative）として、関係ＳＧが同時期に会合を開催することにより、密接に連携して審議

を継続・強化することで合意された。 

ＷＴＳＡ－０４により新たな課題として提案されたホームネットワークの標準化体制につ

いては、第１回ＴＳＡＧ会合において、ＳＧ１５のＷＰ議長を中心としたホームネットワー

クＪＣＡ（Joint Coordination Activity）が結成され、検討が進められてきた。２００５年

１０月にはホームネットワークワークショップが開催され、ＩＴＵが取り組むべき標準化課

題についての明確化が図られた。第２回ＴＳＡＧ会合においては、従来の調整活動を継続す

ること、外部に向けての活動を強化することが合意された。また、「ホームネットワーク・ア

ーキテクチャ」及び「ＱｏＳ及び Terminology」の二つのタスクグループを設置するとともに、

外部アピールのため、ホームネットワークＪＣＡの活動の呼称を「ホームネットワーク・イ

ニシアチブ」（ＨＮＩ）とすることとなった。 

   ネットワークＲＦＩＤについては、２００５年２月にＳＧ議長会合にてＩＴＵ－Ｔで取り

組むことが合意され、第１回ＴＳＡＧ会合で韓国が中心となってコレスポンデンスグループ

が設置された。その後第２回ＴＳＡＧ会合では、日本が提出した寄書をきっかけにＩＴＵに

おける標準化の必要性が更に認識され、標準化項目を具体化するべく、日本と韓国がとりま

とめ役となって、審議を継続することとなった。 

 

（３）今後の審議予定 

   ホームネットワーク及びネットワークＲＦＩＤについては、引き続きＴＳＡＧにおいて検

討体制の審議が続けられる予定。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

２ ＩＴＵ－Ｔ部会各委員会活動状況報告 



 

 

 

サービス・ネットワーク運用委員会の活動状況報告 

 

１ サービス・ネットワーク運用委員会の活動状況 

(1)  はじめに 

サービス・ネットワーク運用委員会は、ＳＧ２（サービス提供、ネットワーク及び性能の

運用側面）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

サービス・ネットワーク運用委員会は、ＷＴＳＡ－０４（２００４年１０月）以降、次の

とおり３回の会合を開催した。 

・第１３回会合  平成１７年１月２１日

ＷＴＳＡ－０４において、ＳＧ２は新会期も現状維持とすることと、従来複数のＳＧ

にて検討していたＴＤＲ（Telecommunication Disaster Relief）について主体として検討

を進めていくこととが決定されたこと等が報告された。第１回ＳＧ２全体会合（平成１

７年 ２月１６日～２月２４日）への対処方針案についての検討が行われた。 

・第１４回会合  平成１７年４月２７日

第１回全体会合についての結果報告が行われた。ドメインの登録手続きに関する新規

勧告案（E.910）が凍結され投票にかかることが情報提供された。 

・第１５回会合  平成１７年１１月１６日 

第２回ＳＧ２全体会合（平成１７年１２月 ６日～１２月１５日）への対処方針案に

ついての検討が行われた。ＴＳＢ回章４３（新規勧告案 E.910 に係る郵便投票）につい

て、国際化トップレベルドメインに関する記述８．２項の削除または適切な修正を求め

ることとし、遅延寄書を提出することとなった。 

 

２ ＳＧ２会合の状況 

(1)  はじめに 

ＳＧ２は、サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面に関する課題を研究対象とし、

検討を行っている。 

ＳＧ２には、現在７つの課題が設定され、これらの関連課題を総合的に審議するため、２

つのＷＰが設置されている。ＳＧ２における検討体制を図１－１に示す。 

(2)  会合の開催状況 

・第１回全体会合  平成１７年２月１６日～２月２４日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：３９か国、４機関、１１６名（うち日本から３名）  

・第２回全体会合  平成１７年１２月６日～１２月１５日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

 



 

出席国及び出席者数：３３か国、２機関、８８名（うち日本から５名）   

 

(3)  検討状況 

    平成１６年１０月から１２月までに、承認された勧告は表１－１に示すとおり、新規１件、

改訂５件となっている。 

    なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア 勧告 E.164（国際公衆電気通信番号計画）関連 

① 勧告 E.164 改訂について 

スウェーデンの寄書を基に文言の修正を施した後、第１回会合で勧告化が承認された。 

② 勧告 E.164.1（共用国番号＋識別子の付与基準・手続き）の改訂について 

ネットワーク識別国番号（+881、+882）の関連識別子（ＩＣ）の桁数に関する記述を

勧告 E.164 と平仄を合わせる修正をした後、第１回会合で勧告化が承認された。 

 

イ ＥＮＵＭ関連 

① ＥＮＵＭ暫定手順について 

共有国番号及び共有ネットワークコードで、その一部の国が単独でＥＮＵＭ国番号ド

メイン名の払い出しを受ける手順が追加された。また、ＥＮＵＭ暫定手順によるドメイ

ン登録に関して、ＩＡＢからＲＩＰＥ－ＮＣＣへの指示文書に、E.164 国番号への登録

の際、必ずＩＴＵ－ＴＳＢに確認する規定が追加された。 

② ＥＮＵＭ関連勧告について 

E.A-ENUM（ＤＮＳに登録する E.164 国番号管理のための原則と手続き）については

第１回会合で若干の文言の修正が行われた。 

 

ウ 番号の越境利用について 

   第１回会合ではＩＭＳＩや国番号等が越境利用されている事例が報告され、アドホッ

クグループで、まずはＩＭＳＩを他国で利用する場合の原則を勧告 E.212 に追記するため

のたたき台となる文書が作成された。また、第２回会合ではラポータ会合で作成されたオ

プション案について検討が行われ、越境利用について妥協案を探ることとし、関係国以外

からも寄書を募ることとなった。 

 

エ E.910 について 

インターネットトップレベルドメイン”.int”の管理手順について規定した勧告案E.910

については、第1回会合でICANNからのリエゾンを基に修正が行われた。また、第２回会

合では日本から寄書を提出し、アラビア語・中国語・ロシア語によるトップレベルド

メインの国際化（IDN TLD）を認める8.2項に関し、IDN TLDに関する基本的な運用方

針の確立等、未解決の課題が存在することから、現段階における現実的な対応策とし

て当該項の削除もしくは適切な修正を求める提案を行った。各国から特に異論はなく、

 



 

当該項においては適切な修正を行うことで合意された。一方、スウェーデンからも寄

書が提出され、エディトリアルな修正が提案された。 
8.2項においては、「.int」でのIDNの使用にあたってはTLD全体でIDNを使用するた

めの運用方針が確立されていることを条件とし、その表記に関しては上記3言語以外

の非アルファベット言語でも可能とする旨の修文で合意された。 

 



 

表１－１ ＳＧ２会合等において承認（削除）された勧告一覧 

   （平成１６年１０月～平成１７年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

E.164 国際公衆電気通信番号計画 
WP1 

Q.1 
改訂 

第１回 

郵便投票 

E.164.1 
E.164 番号の確保、割当、再利用に関す

る基準および手順 
WP1 

Q.1 
改訂 

第１回 

郵便投票 

E.168.1 
国際 UPT サービスにおける UPT 番号の

割当手順 
WP1 

Q.1 
改訂 

第１回 

郵便投票 

E.214 
信号制御接続部(SCCP)の陸上移動グロ

ーバルタイトルの構成 
WP1 

Q.1 
改訂 

第１回 

郵便投票 

E.417 
IP ネットワークにおけるネットワーク管

理の枠組み 
WP2 

Q.5 
改訂 

第１回 

郵便投票 

E.470 
(旧 E.QoS-VoIP) 

PSTN-IP-PSTN アーキテクチャにおける

IP ネットワーク上の音声通信の QoS に

関する運用上の考慮事項 

WP2 

Q.4 
新規 

第１回 

郵便投票 

 

 



議　長 ：Ms.Marie-Thérèse Alajouanine(仏)
副議長 ：Ms.Gihane Belhoussain(ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ)

：Mr.Sherif Guinena(ｴｼﾞﾌﾟﾄ)
：Mr.Les Homan(英)
：Mr.Hong-Lim Lee(韓)
：Mr.Mark T. Neibert(米)

ＷＰ１：番号、ネーム、アドレス、ルーチング及びサービスの定義
議　長 ：Mr.Steven D. Lind(米)
副議長 ：Mr.Les Homan(英)

課題１ 電気通信のための番号、ネーム及びアドレス計画の応
用、番号に関するサービス及び運用の側面、サービス

Mr.Gary Richenaker(米)

Mr.P Fouquart(仏）Associate
Mr. Les Homan(英）Associate

課題２ 固定網及び移動体網のルーチングと相互接続 （未定）

課題３ （未定）

ＷＰ２：網サービスと評価及びトラヒック工学
議　長 ：Mr.Mark T. Neibert(米)

課題４ 電気通信網のサービス品質の運用側面 Mr.Eric Yam(ｲｽﾗｴﾙ)
Mr. I. S. Lee(韓）Associate

課題５ 網及びサービスの運用 Mr.Milael Ahman(ｽｳｪｰﾃﾞﾝ)
Mr. M. Dadas(仏）Associate
Mr. H. Choi(韓）Associate

課題６ 移動体通信のためのトラヒック工学 （未定）

課題７ トラヒック工学 （未定）

図１－１　ＳＧ２の構成

ＳＧ２：サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面

国際電気通信を通じた生活向上のためのヒューマン
ファクター関連課題



 

 

 

網管理システム・保守委員会の活動状況報告 

 

１ 網管理システム・保守委員会の活動状況 

(1) はじめに 

  網管理システム・保守委員会はＳＧ４（電気通信管理）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

網管理システム・保守委員会は、ＷＴＳＡ－０４（２００４年１０月）以降、次のとおり

４回の会合を開催した。 

・第１２回会合  平成１７年１月２６日 

第１回ＳＧ４会合への対処について検討を行った。審議の結果、セクターメンバから

の寄書１件をＳＧ４会合に提出することになった。 

・第１３回会合  平成１７年４月２７日 

第１回ＳＧ４会合の結果について報告が行われた。勧告案 O.otn 等に関する検討状況

等について質疑応答が行われた。 

・第１４回会合  平成１７年９月５日

第２回ＳＧ４会合への対処について検討を行った。審議の結果、セクターメンバから

の寄書２件をＳＧ４会合に提出することになった。 

・第１５回会合  平成１７年１１月２２日

第２回ＳＧ４会合の結果について報告が行われた。ＮＧＮＭＦＧ等に関する質疑応答

が行われた。 

 

２ ＳＧ４会合の状況 

(1) はじめに 

ＳＧ４は、TMNフレームワークを用いた設備およびネットワーク等の管理、保守・運用手

続き及び試験・測定技術について検討を行っている。 

ＳＧ４には、現在、１２の課題が設定され、これらの関連課題を総合的に審議するため３

つのＷＰが設置されている。ＳＧ４における検討体制を図２－１に示す。 

 

 (2) 会合の開催状況 

・第１回全体会合  平成１７年２月１５日～２５日 

開催地：ジュネーブ（スイス）  

出席国及び出席者数：１５か国、５７名（うち日本から４名） 

・第２回全体会合  平成１７年９月２０日～９月３０日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：１８か国、６２名（うち日本から５名） 

 



 

 

(3) 検討状況 

平成１６年１０月から平成１７年１２月までに、決議１及び勧告 A.8 の適用により郵便投

票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて承認された勧告は、表２－１に示すとおり、新規８件、

改訂７件、削除１件となっている。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア 一般管理機能の標準化の検討 

     第１回ＳＧ４会合では、一般管理機能の標準化（プロコトル非依存の管理機能と情報モ

デル）を進めるため、既存勧告 Q.827.1、Q.820、M.3120 の整合性を確認した。 

     第２回ＳＧ４会合では、一般管理機能のＳＧ４内、他標準化団体との仕様作成の協調の

ため、M.3020 を改訂する必要性が確認され、作業が開始された。３ＧＰＰのメソドロジＩ

ＲＰ(Integration Reference Point)で使用しているテンプレートが採用されることなどが特

徴である。また、一般管理機能として、警報管理、通知管理、ログ管理、状態管理を優先

的に検討することとなった。 

 

イ  ＮＧＮＭ（次世代ネットワーク管理）フォーカスグループの継続 

     第１回ＮＧＮフォーカスグループの要請を受けて、２００４年９月にＮＧＮＭフォーカ

スグループが設置された。フォーカスグループでは、各標準化機関が検討しているドキュ

メント間のオーバーラップやギャップを明確化するための、ＮＧＮ管理仕様ロードマップ

を作成している。ロードマップは、第２回ＳＧ４会合で v1.0 がホームページに掲載される

ことが承認された。また、v2.0 を作成するために、ＮＧＮＭフォーカスグループを２００

６年５月まで継続することが確認された。 

 

ウ eTOM（テレコム事業者の業務プロセスマップ拡張版）フォーカスグループとＨＭＩ（ヒ

ューマン・マシーン・インターフェース） フォーカスグループの終結 

課題６（管理のための原理とアーキテクチャ）に関する新規勧告、Ｚ.371（テレコム管

理オブジェクトのためのグラフィック情報）とＺ.372（テレコムＨＭＩのためのテンプレ

ート）が第１回ＳＧ４会合でコンセントされた（2005.5.13 にＡＡＰで承認された）。これ

に伴い、これらを検討していたＨＭＩフォーカスグループは終結した。 

同じく課題６に関する、前会期にコンセントされた M.3050 に関する検討を行っていた

eTOM フォーカスグループは、第１回ＳＧ４会合で M.3050.3 の修正事項提案が了承され、

M.3010Amd2 がコンセントされた（2005.11.12 にＡＡＰで承認された）ため、終結した。

 



 

表２－１ ＳＧ４会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１６年１０月～平成１７年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

Q.834.2 ATM PON の要求条件と網構成部品図の管

理機器 

WP3 

Q.10 

削除  

2004.10.25 

M.1401 回線呼称の形式記述 WP1 

Q.2 

改訂 AAP 

2005.5.13 

O.172 SDH 用ジッタワンダ測定器 WP1 

Q.5 

改訂 AAP 

2005.4.12 

Z.371 テレコム管理オブジェクトのためのグラ

フィック情報 

WP2 

Q.6 

新規 AAP 

2005.4.12 

Z.372 テレコム HMI のためのテンプレート WP2 

Q.6 

新規 AAP 

2005.4.12 

M.3017 

Amd1 

回線網、パケット網の混在網における統合

管理フレームワーク 

WP2 

Q.8 

新規 AAP 

2005.4.12 

M.3100 一般管理情報モデル WP3 

Q.9 

改訂 AAP 

2005.4.28 

M.3016.0 管理プレーンにおけるセキュリティ：概要 WP3 

Q.11 

改訂 

(M.3016

の改訂) 

AAP 

2005.5.21 

M.3016.1 

 

管理プレーンにおけるセキュリティ：セキ

ュリティの要求条件 

WP3 

Q.11 

新規 AAP 

2005.4.12 

M.3016.2 

 

管理プレーンにおけるセキュリティ：セキ

ュリティサービス 

 

WP3 

Q.11 

新規 
AAP 

2005.4.12 

M.3016.3 

 

管理プレーンにおけるセキュリティ：セキ

ュリティメカニズム 

 

WP3 

Q.11 

新規 
AAP 

2005.4.12 

 



 

M.3016.4 

 

管理プレーンにおけるセキュリティ：プロ

ファイルプロフォルマ 

 

WP3 

Q.11 

新規 
AAP 

2005.4.12 

M.3010  

Amd. 2 

TMN の原則 

 

WP2 

Q.6 

新規 AAP 

2005.11.12 

M.3031  

Corr. 1 

tML スキーマの実装適合性記述プロフォル

マのためのガイドライン 

WP2 

Q.7 

改訂 AAP 

2005.11.12 

M.3016.1 

Corr. 1 

管理プレーンにおけるセキュリティ：セキ

ュリティの要求条件 

WP3 

Q.11 

改訂 AAP 

2005.11.12 

M.3100 

Corr. 1 

汎用ネットワーク情報モデル WP3 

Q.9 

改訂 AAP 

2005.11.12 

 

 



議　長 ：Mr. Dave Sidor(米）
副議長 ：Mr. Baker Baker(ｼﾘｱ)

：Mr. Dmitry Cherkesov（露)
：藤井　伸朗氏(NTT)
：Mr. Qi Feng (中)

課題１ 用語と定義 Mr. Qi Feng（中）

ＷＰ１：回線呼称、性能及び試験装置
議　長 :Mr. Leen Mak(ｵﾗﾝﾀﾞ)

課題２ ネットワークオペレータ間接続における呼称 Mr. Paul Levine（米)

課題３ 性能･故障管理のための伝送網及びサービス運用手順 Mr. Leen Mak(ｵﾗﾝﾀﾞ)

課題４ Mr. Emile Stephan（仏）

課題５ (不在)

ＷＰ２：テレコミュニケーション管理共通機能
議　長 ：Mr. Geoff Caryer(英)

課題６ 管理の原理及びアーキテクチャ Mr. Petre Dini(米）

課題７ B-B及びC-B管理インタフェースの要求条件 Mr. Ken Smith （米)

課題８ Ms. Sharon Chisholm(ｶﾅﾀﾞ)

課題12 電気通信管理とOAMのプロジェクト Mr. Dmitry Cherkesov（露)

ＷＰ３：テレコミュニケーション管理情報モデルとプロトコル
議　長 ：藤井　伸朗氏(NTT)

課題９ 管理インターフェース方法論と基盤管理情報モデル Mr. Knut Johannessen（ﾉﾙｳｪｰ）

課題10 アプリケーション特化管理情報モデル Mr. Zhili Wang（中）（暫定）

課題11 管理インターフェースのためのプロトコル Mr. Martin Soukup（ｶﾅﾀﾞ）
（暫定）

図２－１　ＳＧ４の構成

ＳＧ４：TMN及びネットワーク保守

通信システム及びその構成部品で使用する試験及び
測定のための技術と装置

通信システム及びその構成部品で使用するジッタ･
ワンダ試験、測定の技術及び装置

有線及び無線のための音声、データ、マルチメディア
の融合を含むNGNの管理フレームワーク



  
 

 

 
電磁防護・屋外設備委員会の活動状況報告 

 
１ 電磁防護・屋外設備委員会の活動状況 

(1) はじめに 

電磁防護・屋外設備委員会は、ＳＧ５（電磁的環境影響に対する防護）及びＳＧ６（屋外

設備及び関連屋内装置）を担当している。 

 

(2)  委員会の開催状況 

    電磁防護・屋外設備委員会は、ＷＴＳＡ－０４（２００４年１０月）以降、次のとおり３

回の委員会を開催した。 

    ・第１５回会合 平成１６年１２月８日

      ＷＴＳＡ－０４の結果及び第６回ＩＴＵ－Ｔ部会の結果について報告が行われた。ま

た、第１回ＳＧ５全体会合の結果について報告が行われるとともに、第１回ＳＧ６会合

の対処について検討が行われた。 

    ・第１６回会合 平成１７年５月１８日

      第１回ＳＧ６全体会合の結果について報告が行われるとともに、第２回ＳＧ５全体会

合の対処について検討が行われた。 

    ・第１７回会合 平成１７年１１月１５日

      第２回ＳＧ５全体会合の結果について報告が行われ、さらに第３回ＳＧ５全体会合の

対処及び第２回ＳＧ６全体会合の対処について検討が行われた。 

 

２ ＳＧ５の状況 

(1)  はじめに 

ＳＧ５は、「電磁的環境影響に対する防護」を研究対象とし、通信施設の電磁防護に関する

検討を行っている。 

ＳＧ５で扱うＥＭＣ（電磁的両立性）の問題は幅広く、雷防護（試験、対策及びリスクア

セスメント）、電力線誘導（誘導危険電圧等）、エミッション（伝導・放射妨害波）、イミュニ

ティ（電磁波に対する耐力）及び人体安全（電磁暴露、動作電圧等）に及んでいる。 

現在１６の課題が設定されており、これらの関連課題を総合的に審議するため２つのＷＰ

を設置して活動を行っている。ただし、課題１４については、ＷＰではなく全体会合で審議

を行っている。 

   ＳＧ５における検討体制を図３－１に示す。 

 

(2)  会合の開催状況 

・第１回全体会合 平成１６年１１月８日～１１月１２日 



  
 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：１９か国、４５名（うち日本から４名） 

・第２回全体会合 平成１７年６月１３日～６月１７日 

    開催地：ジュネーブ（スイス） 

    出席国及び出席者数：１９か国、２機関、５９名（うち日本から６名） 

・第３回全体会合 平成１７年１２月１２日～１２月１６日 

    開催地：ジュネーブ（スイス） 

    出席国及び出席者数：１９か国、４６名（うち日本から３名） 

 

(3)  検討状況 

平成１６年１０月から平成１７年１２月までに、勧告Ａ．８の適用により代替承認手続き

（ＡＡＰ）にて承認された勧告は、表３－１に示すとおり、新規２件、改訂４件となってい

る。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア ＥＭＣ（電磁的両立性）（課題２、８、１２関連） 

現在、通信技術の急速な進歩に伴い、無線ＬＡＮや携帯電話、ＲＦＩＤなどの各種無線

装置や、ＡＤＳＬ、ＶＤＳＬ等の新たな伝送方式が実用化されつつあり、また、ＰＬＣな

どの新たな伝送方式についても研究開発が進められている。ユビキタス社会を迎えるにあ

たっては、これらの新たな方式を狭い空間に多数設置して、かつ相互の干渉を防止しなが

ら通信システムを設置、維持管理していく必要がある。そのため、ＥＭＣに関する測定方

法や判断基準そして、それらの対策手順やガイドラインの勧告化が重要となっている。 

本ＳＧでは、前会期において策定された、各種の通信装置の個別のイミュニティ試験方

法を定める勧告Ｋ．４８について、ＡＤＳＬやＶＤＳＬ等の装置に関する試験時の動作条

件と性能判定基準の追加等、既存ＥＭＣ勧告の見直しが行われている。さらに、ＰＬＣに

よる漏えい電磁波の無線に対する影響についても議論が開始されている。 

また、ＷＴＳＡ－０４において、ＩＴＵ－Ｔの主要課題としてホームネットワークが設

置されたことを受けて、本ＳＧにおいては、ホームネットワークのＥＭＣの検討が開始さ

れている。本課題の検討は、①住宅における電磁環境についてのデータの収集 ②ＥＭＣ

規定の適用方法 ③ＥＭＣ問題が発生した場合の責任範囲と管理方法等について検討が進

められていくこととなっている。なお、ＳＧ５第２回全体会合においては、ホームネット

ワークのテクニカルセッションが開催されるなど、積極的な審議が行われている。 

 

   イ 電磁波セキュリティ（課題１５関連） 

情報通信に関するセキュリティは、コンピュータウィルスやネットワークを通じたＤｏ

Ｓ攻撃等のアタックへの対応の他に、電磁波によるアタックや意図しない電波の放射によ

る情報漏えいというリスクへの対応が必要となっている。 



  
 

本ＳＧでは、今会期に新たに電磁波セキュリティに関する課題が設置され検討が開始さ

れている。日本からの参加者より、電磁波セキュリティ規定の規定方法に関するガイドラ

イン案が提案され、本案を元にした K.sec の勧告化作業が進められている。また、意図し

ない電磁放射による情報漏えいに関する勧告として、Ｋ.leakage の審議が開始され、漏え

い情報を検出できる限界の信号強度や、漏えい電磁波への情報漏えい検出技術、その測定

方法等が検討される予定であり、日本からの参加者により漏えい電磁波による情報漏えい

に関する情報提供が行われた。 

 

 

 

３ ＳＧ６の状況 

(1) はじめに 

ＳＧ６は、「屋外設備及び関連屋内装置」を研究対象とし、光ファイバケーブル、メタリッ

クケーブル及び関連構造物の建設、設置、接続、終端、損傷防護に関する屋外設備の研究を

行っている。また、これらの設備の環境への影響（電磁的プロセスを除く）に関しても検討

を行っている。 

現在、９の課題が設定されており、これらの関連課題を総合的に審議するため２つのＷＰ

を設置して活動を行っている。 

ＳＧ６における検討体制を図３－２に示す。 

 

(2)  会合の開催状況 

   ・第１回全体会合 平成１７年１月３１日～２月４日 

    開催地：ジュネーブ（スイス） 

    出席国及び出席者数：１５か国、２機関、２９名（うち日本から４名） 

   ・第２回全体会合 平成１７年１２月１２日～１２月１６日 

    開催地：ジュネーブ（スイス） 

    出席国及び出席者数：１３か国、１機関、３２名（うち日本から４名） 

 

(3) 検討状況 

平成１６年１０月から平成１７年１２月までに、決議１及び勧告Ａ．８の適用により郵便投

票（ＴＡＰ）又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて承認された勧告はない。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア 光ファイバケーブル網の保守（課題５関連） 

光サービスの増大に伴い、光ファイバケーブルにかかわる保守や運用の効率化は重要な

問題となっている。今会期においては、保守や運用の一層の効率化のため、光ファイバ網

を保守する際に通信回線に影響を与えずに試験（インサービス試験）等を行うための要求



  
 

条件等の検討を開始するとともに、ハイパワー通信路保守のための安全ガイドラインの策

定を開始することとなった。第２回全体会合においては、日本からの参加者により、イン

サービス試験基準に関する勧告草案Ｌ．ｏｍｉｆが提出され、試験波長、試験光遮断フィ

ルタ及び測定器の要求条件等について審議が行われ、日本主導での勧告化に向けた検討が

進められた。 

 

イ 光ファイバケーブルの構造（課題８関連） 

新しい機能や構造を持つ光ファイバケーブルの情報収集及び勧告化と、既存勧告の改訂

を行うこととなった。また宅内・構内系光ファイバケーブルについては、ＳＧ１５及びＩ

ＥＣと密接な情報交換を行いながら検討を進めていくこととなった。 

 

ウ 基盤設備とネットワーク構成品の管理支援システム（課題４関連） 

ネットワークの保守管理支援システムにおいて、木柱やキャビネット等の屋外設備にＲ

ＦＩＤやＱＲコード等を付した効率的な管理システムについて勧告化が提案され、検討を

開始した。 

 



  
 

表３－１ ＳＧ５会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１６年１０月～平成１７年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

K.30 正温度係数セミスター WP1 

Q.13  

改訂 AAP 

2004.12.13 
K.52 電磁暴露制限への適合に関するガイダンス WP2 

Q.3 

改訂 AAP 
2004.12.13 

K.54 基本電力周波数に対する伝導イミュニティ WP1 

Q.9 

改訂 AAP 

2004.12.13 
K.65 

(K.hold) 

サージ防護ユニットや試験ポートに接続され

る終端ユニットの過電圧要求 
WP1 

Q.13 

新規 AAP 
2004.12.13 

K.66 

(K.pcp) 

ユーザー環境の過電圧防護 WP1 

Q.6 

新規 AAP 

2004.12.13 

K.49 デジタル携帯端末による音声端末のイミュニ

ティ試験条件と性能判定基準 
WP2 

Q.12 

改訂 AAP 

2005.12.16 
 



ＳＧ５：電磁的環境影響に対する防護
議　長 ：Mr. R. Pomponi(伊)
副議長 ：Mr. A. Zeddam(仏)
副議長 ：Mr. G. Varju(ﾊﾝｶﾞﾘｰ)

課題１４ 用語の定義（全体会合において審議） Mr. M. MAYTUM(英)

ＷＰ１：被害防止と安全
議　長 ：Mr. A. Zeddam(仏)

課題４ 通信装置の過電圧耐力 Mr. P. Day(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

課題５ 通信システムの雷防護 Mr. C. F. Barbosa(ﾌﾞﾗｼﾞﾙ)
　

課題６ グローバルな環境における電気通信システムの Mr. L. ZUCCHELLI（伊）
アースとボンディング

課題９ 電気通信網に対する電力及び電鉄からの妨害 Mr. H. G. Ohlin（ｽｳｪｰﾃﾞﾝ）

課題１０ 電気通信設備における電磁問題の解決方法論 馬杉　正男氏(NTT)

課題１１ 電気通信網における安全 Mr. J. BOKSINER（米）

課題１３ 防護素子とアセンブリ Mr. G. ACKERMANN（独）

ＷＰ２：エミッション、イミュニティ及び電磁分野
議　長 ：服部　光男氏(NTT)
副議長 ：Mr. D. CARPENTER（英）

課題１ 電気通信網のコロケーション、アンバンドリング 小林　隆一氏(ＮＴＴ)
及び相互接続

課題２ 広帯域アクセスシステムに関するＥＭＣ Mr. C. Monney(ｽｲｽ)
　

課題３ 移動体通信及び無線システムに関する無線周波の Mr. F. LEWICKI(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ）
電磁環境の分類と健康への影響

課題７ 数学的モデルによるＥＭＣ予測 Mr. D CARPENTER（英）
　 　

課題８ ホームネットワーク 小林　隆一氏(NTT)

課題１２ 既存ＥＭＣ勧告の見直しと改定 Mr. P. Gemma(伊)

課題１５ 電磁環境に関する情報通信装置のセキュリティ Mr.B BARLAUD（仏）
富永 哲欣（ＮＴＴ）

課題１６ 情報社会のＥＭＣ規定 Mr. Li XIAO (中)

図３－１　ＳＧ５の構成



ＳＧ６：屋外設備及び関連屋内装置屋外設備
議　長 ：Mr. F. Montalti(伊)
副議長 ：Mr. C. LAURIA(ブラジル)
副議長 ：Mr. A. TSYM(ロシア)

ＷＰ１：インフラと環境問題
議　長 ：Mr. A. TSYM(ロシア)
副議長 ：Mr. S. METTLER（米国）

課題１ 電気通信設備の環境・安全手順 Mr. R. Arruda(ブラジル)

課題２ 電気通信設備とケーブル装置の建設 Mr J. L. N. LOZANO(スペイン)

課題３ メタル・光網における屋外設備のアンバンドル及び Mr C. LAURIA（ブラジル）
共有に関する技術的見地

課題４ ＮＥ管理のための支援システム Mr E. COTTINO(伊)

ＷＰ２：製品の適用
議　長 ：Mr. A. Reggiani(ブラジル)
副議長 ：Mr. Viktor KATOK（ウクライナ）

課題５ ブロードバンドアクセスにおけるメタルケーブル Mr Ho-Seok OH(韓)
／網及び光接続機器

課題６ 光ファイバケーブル網の保守 泉田　史氏(ＮＴＴ)

課題７ 光ファイバケーブルの構造 冨田　茂氏(ＮＴＴ)

課題８ アクセス系光ファイバ網の設計 保苅　和男氏(ＮＴＴ)

課題９ クロージャ、成端、配線架、屋外設置受動部品 Mr C Radelet(ベルギー)

図３－２　ＳＧ６の構成



 

 

 

ケーブル網・番組伝送委員会の活動状況報告

 

１ ケーブル網・番組伝送委員会の活動状況

(1) はじめに

ケーブル網・番組伝送委員会は、ＳＧ９（統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・

音声伝送）を担当している。

 

会合の開催状況(2) 

ケーブル網・番組伝送委員会は、ＷＴＳＡ－０４（２００４年１０月）以降、次のとおり

５回の会合を開催した。

・第１７回会合  平成１６年１２月１０日

  第１回ＳＧ９全体会合（平成１７年１月１７日～２１日開催）に向けた対処方針と提

出する寄与文書について検討を行った。 

・第１８回会合  平成１７年２月１７日

第１回ＳＧ９全体会合（平成１７年１月１７日～２１日開催）の結果について報告が

行われた。また、本委員会で今後検討すべき課題、今後の進め方について議論された。

・第１９回会合  平成１７年６月１０日

主要課題について、今後どのような方向性で検討をすすめていくか審議を行った。

・第２０回会合  平成１７年９月２７日

平成１７年８月に開催された日米戦略会議及びラポータ会合の結果について報告が行

われた。また、第２回ＳＧ９全体会合（平成１７年１０月１７日～２１日開催）に向け

た対処方針と提出する寄与文書について検討を行った。

・第２１回会合  平成１７年１２月７日

第２回ＳＧ９全体会合（平成１７年１０月１７日～２１日開催）の結果について報告

が行われた。また、会合の結果を基に今後の作業プランについて審議を行った。

 

２ ＳＧ９の状況

(1) はじめに

ＳＧ９は、「統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送」に関する課題を研

究対象として検討を行っている。

ＳＧ９の研究対象は、ケーブルテレビ網における映像・音声番組配信からＩＰを用いたサ

ービスや、映像・音声番組の素材伝送等、幅広い標準化作業を行っており、その成果は勧告

Ｊシリーズ（映像及び音声番組その他マルチメディア信号の伝送）、勧告Ｎシリーズ（音声

番組及び映像の国際伝送回線の管理）及びP.900シリーズ（会話品質のマルチメディアサービ

スの評価方法）としてまとめられている。なお、無線による放送の標準化を担当するＩＴＵ

－Ｒ ＳＧ６や、ＩＰに関係するＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１、１３、１６等とも互いに連携して

 



 

ＳＧ９における審議体制を図４－１に示す。

 

会合の開催状況(2) 

・第１回全体会合  平成１７年１月１７日～１月２１日

開催地：ジュネーブ（スイス）

出席国及び出席者数：１４か国、５２名（うち日本から１０名）

   ・第２回全体会合  平成１７年１０月１７日～１０月２１日

    開催地：ジュネーブ（スイス）

    出席国及び出席日数：１５か国、６９名（うち日本から１３名）

 

検討状況(3) 

平成１６年１０月から平成１７年１２月までに郵便投票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）に

て承認された勧告は、表４－１に示すとおり、新規９件、改訂１７件となっている。

 

IPCablecom ア 

1 TAP J.260 WTSA2004 Y.1271第 回会合では、 手続き中であった が で承認された に連動

した修正の後、SG J.260 J.prefにて承認。 の技術仕様に関する勧告案（ ）は継続検討中。

第2 IPCablecom1 J.161回会合では、 関連の一連の改訂勧告案が 改定案を除きコンセント

され、AAP J.bb（手続きにより承認。新規勧告案 バッテリーバックアップ）及びJ.ipc2arch
（IPCablecom2 のアーキテクチャ枠組）は継続検討中。

 
イ ケーブルモデム

2 J.dsg DOCSIS Set-top Gateway J.126第 回会合では、 （ ）及び インプレメンターズガイ

ドがAAP AAP J.dtiコンセントされ、 手続きにより承認。また、新勧告案 （DOCSIS timing 
interface）が米国より提案されたが、継続検討中。

 
ウ ネットワーク伝送

1 J.281 J.mcvif AAP 2第 回会合では、 （ ）がコンセントされ、 により承認。第 回会合では、

日本寄書の新勧告案J.resil-ipmulti IP IP（ マルチキャスト映像伝送のための 層経路二重化ア

ーキテクチャ）、J.mcvif-arch IP（ ベース網での多チャンネル映像信号配信アーキテクチャ）

及びJ.moni-tv（テレビ伝送チェーンの運用監視要求条件）について、継続審議が承認。ま

た、米国提案のJ.280 改訂 AAP案（ビットストリーム上の番組挿入）がコンセントされ、

手続きにより承認。

 
エ 条件付きアクセスとウェブキャスティング

1 J.241 J.ipqos 2 J.rtav第 回会合では、 （ ）が承認。第 回会合では、日本寄書の の継続検

討が承認。

 
API オ 

J.201 Amendment J.201 Rev.1 AAP日本寄書の勧告 への 発行は としてコンセントされ、

2 J.202rev1 AAP手続きにより承認。第 回会合では、 がコンセントされ、 手続きにより承

 



 

J.ccdvr（デジタルビデオレコーダーのプラットフォームのためのコモ

ンコア）が作成され、継続審議中。

 
LSDIカ （ディジタルシネマ伝送）

LSDI） ITU-R SG-6（放送業務）で確定さディジタルシネマ（拡張 の仕様が れるまで審

議延期となっていた日本提案のディジタルシネマ伝送方式の勧告J.601がコンセントされ、

AAP手続きにより承認。

 
STBキ 、ホームネットワーク

2 J.drm AAP第 回会合では、 がコンセントされ、 手続きにかけられたが、英・仏等より

修正のコメントが出され、TA Approved with typographic corrections（ ：印刷上の修正の後、

承認）となった。また、 J.192 AAPの 改訂 案がコンセントされ、 手続により承認。

J.stb-core-a J.stb-mi-a J.stb-cable-a AAP、 及び については、次回 コンセントを目標として

継続検討中。

 



 

表４－１ ＳＧ９会合等において承認（削除）された勧告一覧

（平成１６年１０月～平成１７年１２月）

新規/
関連研究

課題
改訂/勧告番号 勧告名

削除

備考

第１回 ＩＰケーブルコムネットワークにおける優先通信

のための要求条件
J.260 Q.6,9 新規

郵便投票 
J.201 
rev. 1 

AAP 双方向テレビアプリケーションのための宣言型

コンテンツフォーマットの統一
Q.4 改訂 2005.2.28 

J.281 
(J.mcvif) 

AAP ＩＰベースのファイバー網での多チャンネル映

像信号伝送のための要求条件
Q.1,7,12 新規 2005.2.28 

J.241 
(J.ipqos) 

AAP ブロードバンドＩＰ網で配信されるデジタル映

像サービスＱｏＳランキング及び測定法
Q.3,11 新規 2005.4.5 

J.128  
(J.dsg) 

AAP 双方向ケーブルテレビジョンサービスの送信シ

ステムに関するセットトップゲートウェイの仕様
Q.8 新規 2005.11.28 

ケーブルモデムを用いたケーブルテレビ網での

時間制限サービスの配信のためのアーキテクチ

ャ構成

J.160 
rev. 1 

AAP Q.6,9 改訂 2005.11.28 

ケーブルモデムを用いたケーブルテレビ網での

時間制限サービスの配信のためのネットワーク

呼出信号プロトコル

J.162 
rev. 1 

AAP Q.6,9 改訂 2005.11.28 

J.163 
rev.1 

AAP ケーブルモデムを用いたケーブルテレビ網での

リアルタイムサービス供給のためのDQoS 
Q.6,9 改訂 2005.11.28 

ケーブルモデムを用いたケーブルテレビ網での

リアルタイムサービス支援のためのイベントメッ

セージ要求条件

J.164 
rev. 1 

AAP Q.6,9 改訂 2005.11.28 

J.166 
rev. 1 

AAP Q.6,9 ＩＰケーブルコム管理情報ベース構成 改訂 2005.11.28 
ケーブルモデムを用いたケーブルテレビ網での

リアルタイムサービスの配信のための要求条件

を規定するＭＴＡデバイス

J.167 
rev. 1 

AAP Q.6,9 改訂 2005.11.28 

J.170 
rev. 1 

AAP Q.6,9 ＩＰケーブルコム：セキュリティ仕様 改訂 2005.11.28 
AAP J.171.0 Q.6,9 ＩＰケーブルコム：ＴＧＣＰ 新規 2005.11.28 
AAP J.171.1 Q.6,9 ＩＰケーブルコム：ＴＧＣＰプロファイル１ 新規 2005.11.28 
AAP J.171.2 Q.6,9 ＩＰケーブルコム：ＴＧＣＰプロファイル２ 新規 2005.11.28 

J.172 
rev. 1 

AAP Q.6,9 ＩＰケーブルコム：管理イベントメカニズム 改訂 2005.11.28 
J.173 
rev. 1 

AAP Q.6,9 ＩＰケーブルコム：埋め込みＭＴＡ段階サポート 改訂 2005.11.28 
J.175 
rev. 1 

AAP Q.6,9 音声サービスプロトコル 改訂 2005.11.28 
J.177 
rev. 1 

AAP ＩＰケーブルコム：ＣＭＳ加入者プロビジョニング

仕様
Q.6,9 改訂 2005.11.28 

J.178 
rev. 1 

AAP Q.6,9 ＩＰケーブルコム：ＣＭＳ to ＣＭＳ信号 改訂 2005.11.28 

 



 

J.179 
rev. 1 

AAP Q.6,9 ＩＰケーブルコム：マルチメディアへのサポート 改訂 2005.11.28 
J.192 
rev. 1 

AAP ケーブルデータサービスの配信をサポートする

宅内ゲートウェイ
Q.5,10 改訂 2005.11.28 

J.197 
(J.drm) 

AAP ホームネットワークへのＤＲＭブリッジのための

ハイレベル要求条件
Q.5,10 新規 2005.11.28 

J.202 
rev. 1 

AAP 双方向テレビアプリケーションのための手続型

コンテンツフォーマットの統一
Q.4 改訂 2005.11.28 

J.601 
(J.exlsdi) 

AAP 拡張階層のためのＬＳＤＩ（大画面映像伝送）ア

プリケーション伝送
Q.15 新規 2005.11.28 

J.280 
Amd 1 

AAP デジタル番組挿入：スプライシングAPI（アプリケ

ーションプログラムインターフェイス）
Q1,7,12 改訂 2005.12.13 

 

 

 

 

 

 

 



ＳＧ９：統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送
   議　長：Mr.Richard Green(米)
   副議長：松本　修一氏(KDDI)
   副議長：Mr.Charles Sandbank(英)
   副議長：Mr.Yuriy D. Shavdiya(露)

課題１ デジタルテレビ、音声番組の素材伝送・一次分配・
二次分配

Mr.Yuriy Shavdiya(露)

川田　亮一氏(KDDI)

課題２ テレビジョン素材伝送・分配網でのＱｏＳの測定と
制御

Ms.Alina Karwowska-Lamparska

(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ)
Mr.Andrea Lasagna(伊) Associate

課題３ デジタルケーブルテレビでの視聴制限方法 Mr.Richard Prodan(米)

課題４ ケーブルテレビでの番組インターフェース（ＡＰ
Ｉ）

Mr.Charles Sandbank(英)

課題５ ケーブルテレビでのＳＴＢの機能要求条件 松本　檀氏(NEC)

課題６ 公衆網等とケーブル網との相互接続の機能特性 Mr.Edward Miller(米)

課題７ ストリームでの番組挿入 松本　修一氏(KDDI)

課題８ ケーブルテレビでのＩＰ／パケットを用いた配信 Mr.Greg White(米)
Mr.Volker Leisse(ﾍﾞﾙｷﾞｰ) Associate

課題９ ケーブルテレビ網でのＩＰ音声・映像アプリケー
ション

Mr.Edward Miller(米)

Mr.Jean Francois Mule(米) Associate
Mr.Volker Leisse(ﾍﾞﾙｷﾞｰ) Associate

課題１０ ホームネットワークへのケーブルサービスの拡張 Mr.James Dahl(米)
中村　直義氏(ＮＨＫ) Associate
Mr.Steve Saunders(米) Associate

課題１１ ＩＰネットワークでの音声・テレビ配信の要求条件
と方法（ウェブキャスティング）

宮地　悟史氏(KDDI)

課題１２ 光アクセス系多チャンネル・アナログ／デジタル映
像信号伝送

後藤　良則氏(NTT)

課題１３ ＩＰ技術を用いたストリーム映像・音声や大容量映
像/音声ファイルの素材伝送、一次分配

宮地　悟史氏(KDDI)

課題１４ マルチメディアサービスの客観的・主観的評価方法 Mr.Arthur Webster(米)
Mr.David Hands(英) Associate
Mr.Chulhee Lee(韓) Associate

課題１５ 大画面ディスプレイ画像の伝送 Mr.Paolo Zaccarian(伊)
Ms.Wendy Aylsworth（米）Associate

松本　修一氏(KDDI) Associate
Mr.Charles Sandbank(英) Associate

図４-１　SG9審議体制



 

  

 

次世代ネットワーク委員会の活動状況報告 

 

１ 次世代ネットワーク委員会の活動状況 

(1) はじめに 

次世代ネットワーク委員会は、ＳＧ１１（信号要件及びプロトコル）及びＳＧ１３（ＮＧ

Ｎ－アーキテクチャ、展開及び融合）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

次世代ネットワーク委員会は、今会期開始以降、次のとおり５回の会合を開催した。 

・第１回会合  平成１７年３月１日 

第１回ＳＧ１３全体会合及び第１回ＳＧ１１全体会合の結果報告が行われた。 

・第２回会合  平成１７年４月１２日

第２回ＳＧ１３全体会合及び第２回ＳＧ１１全体会合への対処方針案及び寄書案につ

いて検討が行われた。検討の結果、ＳＧ１１へ１件、ＳＧ１３へ１件の寄書が提出され

ることとなった。 

・第３回会合  平成１７年６月１４日 

第２回ＳＧ１３全体会合及び第２回ＳＧ１１全体会合の結果報告が行われた。 

・第４回会合  平成１７年８月４日 

  第３回ＳＧ１３全体会合及び第３回ＳＧ１１全体会合への対処方針案及び寄書案につ

いて検討が行われた。検討の結果、ＳＧ１３へ１３件の寄書が提出されることとなった。 

・第５回会合  平成１７年１０月１８日 

  第３回ＳＧ１３全体会合及び第３回ＳＧ１１全体会合の結果報告が行われた。 

 

２ ＳＧ１１の活動状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１１は、「信号要件及びプロトコル」に関する課題を研究対象とし、インテリジェント

ネットワーク（ＩＮ）、ベアラ非依存呼制御（ＢＩＣＣ）等について検討を行っている。 

ＳＧ１１には、現在８の課題が設定されており、これらの関連課題を総合的に審議するた

め３つのＷＰが設置されている。ＳＧ１１における検討体制を図５－１に示す。 

 

(2) 会合の開催状況 

・第１回全体会合  平成１６年１２月６日～１２月１０日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：１８か国、１機関、７５名（うち日本から７名出席） 

・第２回全体会合  平成１７年５月２日～５月６日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

  

 



 

出席国及び出席者数：２１か国、１機関、７０名（うち日本から８名出席） 

・第３回全体会合  平成１７年９月５日～９月９日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：１８か国、１機関、７０名（うち日本から７名出席） 

 

(3) 検討状況 

 平成１６年１０月から平成１７年１２月までに、郵便投票又は代替承認手続き（AAP）に

て承認された勧告はない。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア 機能アーキテクチャとアプリケーション制御 

 機能アーキテクチャ関連では、NGN のサービス制御アーキテクチャに関する検討が進め

られており、アプリケーション制御関連では、アプリケーションサーバで実行されるサー

ビスのサービストリガ制御の検討が進められた。 

 

イ セッション、ベアラ、リソース制御 

 セッション制御では、狭帯域シグナリングシンタックス(Q.1980.1)におけるセキュリテ

ィ、インターワークに関する検討が進められることとなっている。国際緊急呼関連では、

信号要求条件、プロトコルの拡張に関する検討が進められている。ベアラ制御関連では、

MPLS と ATM・FR とのインターワークに関して議論が行われている。リソース制御に関して

は IP-QoS サポートのための信号要求条件の検討が進められ承認されたことから、具体的プ

ロトコルとして、Call/session レイヤとベアラ制御プレーン間のインタフェースにおける

リソース制御プロトコル、ネットワーク間のインタフェースにおけるリソース制御プロト

コルの検討が開始されることとなった。 

 

ウ アタッチメント制御 

 ネットワークアタッチメント制御における信号要求条件やアーキテクチャ、セキュリテ

ィ、アクセスネットワーク技術における現状の検討課題について固定し、NGN 関連文書の

体系化が明確になるまでその範囲内で検討を行うこととしている。また、日本よりネット

ワーク RFID 検討に関するアプローチとネットワークレイヤへの注力について寄書提案を

行い、基本的に了承され、作業項目に追加された。 

 

３ ＳＧ１３の活動状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１３は、「ＮＧＮ－アーキテクチャ、展開及び融合」に関する課題を研究対象とし、４

つのＷＰを設置して検討を行っている。ＳＧ１３における検討体制を図５－２に示す。 

 

 

  

 



 

(2) 会合の開催状況 

・第１回全体会合  平成１６年１２月７日～１２月１７日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：２４か国、２機関、１４９名（うち日本から１３名出席） 

・第２回全体会合  平成１７年４月２５日～５月６日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：２４か国、１機関、１８５名（うち日本から２０名出席） 

・第３回全体会合  平成１７年８月２９日～９月９日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：２６か国、１機関、２０２名（うち日本から１９名出席） 

 

(3) 検討状況 

平成１６年１０月から平成１７年１２月までに、郵便投票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）

にて承認された勧告は、新規２件、改訂２件となっている。 

なお、ＮＧＮの検討状況は次のとおりである。 

 

 ＳＧ１３は、今会期の検討課題として、次世代ネットワークに関するアーキテクチャ、既

存網からの移行、将来の統合の観点から、フレームワーク、機能アーキテクチャ、信号要求

条件を対象としている。また、ＩＴＵ－Ｔ全体のＮＧＮ活動の総合調整を実施している。 

また、ＮＧＮに関する検討については、ＳＧを越えた枠組みでの検討も不可欠との認識の

もと、平成１６年５月にＩＴＵ－Ｔ内にＮＧＮフォーカスグループ（ＦＧＮＧＮ）が設立さ

れ、ＮＧＮのリリース１の勧告群の検討が進められてきた。ＦＧＮＧＮは平成１７年１１月

のＦＧＮＧＮ第９回会合が最終会合となり、ＮＧＮリリース１のスコープ（標準化対象範囲）、

要求条件、アーキテクチャ、セキュリティ要求条件、移行シナリオ等の主要文書の承認をも

って活動を終了した。ＦＧＮＧＮの成果物は平成１８年１月開催のＳＧ１３第４回会合に遅

延寄書として提出されたが、勧告化については、ＩＴＵ－Ｔ全体の勧告リリース規定の観点

から文書の位置づけが明確にされるとともに、内容の精査が行われた結果コンセントは見送

られ、平成１８年７月に開催予定のＳＧ１３第５回会合において勧告化に向けたコンセント

が行われる見込みとなっている。 

ＦＧＮＧＮ終了後の集中検討の活力を維持するため、ＩＴＵ－ＴにおけるＮＧＮの関連課

題について同時期、同場所で合同会合を開催することにより検討を進めることとし、これを

ＮＧＮ－ＧＳＩ(NGN Global Standard Initiative)と呼ぶことがＳＧ１３第３回会合で合意さ

れた。なお、ＮＧＮ－ＧＳＩ体制の具体化については、日中韓の提案をベースに継続検討と

なり、平成１８年７月開催のＳＧ１３第５回会合前に体制を明確化することとしている。 

 また、ＮＧＮ－ＧＳＩ会合として、平成１８年４月に神戸で関連ＳＧの合同ラポータ会合

が、ＮＧＮと光伝達網に関するワークショップとともに、開催されることとなっている。 

  

 



 

 

表５－１ ＳＧ１３会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１６年１０月～平成１７年１２月） 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

Y.2001 

(Y.NGN-Overview) 
NGN の総括 

WP1 

Q.1 
新規 

第 1 回会合

郵便投票 

Y.1711 (2004) 

Corr. 1 

MPLS ネットワークにおける OAM（ネット

ワークの運用状態を試験する機能）メカニズ

ム 

WP3 

Q.3 
改訂 

AAP 

2005.2.12 

Y.1413 Cor. 1 TDM-MPLSネットワークの相互作用－ユーザ

ーレベルでの相互作用 
WP2 

Q.5 
改訂 

AAP 

2005.10.13

Y.1711 Amend.1 MPLSネットワークにおけるOAM（ネットワ

ークの運用状態を試験する機能）メカニズム

WP3 

Q.3 
新規 

AAP 

2005.10.13

 

 

 

  

 



ＳＧ１１：信号要件及びプロトコル
議　長 ：平松　幸男（大阪工大）
副議長 ：Mr. A. Le Roux (仏)
副議長 ：Mr. L. Graf (豪)
副議長 ：Mr. J. Humphrey（英）
副議長 ：Mr. A. Koucheriavy（露）
副議長 ：Mr. H-H. Lee（韓）
副議長 ：Mr. F. Wei（中）

ＷＰ１：機能アーキテクチャとアプリケーション制御
議　長 ：Mr. J. Humphrey（英）
副議長 ：Mr. H-H. Lee（韓）

課題1 NGN環境におけるネットワークシグナリングと制御機能 Mr. B. Chatras(仏)
アーキテクチャ Ms. D. Qian(中)Associate

課題2 アプリケーションの制御とシグナリング要求条件及びプロトコル Mr. S. Norreys(英)
Mr. R. Munch(独)Associate

ＷＰ２：セッション、ベアラ、リソース制御
議　長 ：Mr. A. Le Roux (仏)
副議長 ：Mr. F. Wei（中）

課題3 セッションの制御とシグナリング要求条件とプロトコル Mr. R. Munch(独)
Mr. S. Norreys(英)Associate

課題4 ベアラの制御とシグナリング要求条件とプロトコル Mr. I. Rytina(豪)
Mr. T. Walsh(米)Associate

課題5 リソースの制御とシグナリング要求条件とプロトコル Ms. T. Tsou(中)

ＷＰ３：ハンドブック、アタッチメント制御、試験
議　長 ：Mr. L. Graf (豪)
副議長 ：Mr. A. Koucheriavy（露）

課題6 パケットベースのネットワーク導入のためのハンドブックの準備 Mr. K. Mainwaring(米)

課題7 NGN環境におけるネットワーク接続手順をサポートする Mr. A. Jae-Yong(韓)
シグナリング要求条件とプロトコル

課題8 NGNのためのプロトコル試験仕様 Mr. D. Tarasov(露)

図５－１　ＳＧ１１の構成



ＳＧ１３：ＮＧＮ－アーキテクチャ、展開及び融合
議　長 ：Mr. B. W. Moore (英）
副議長 ：Mr. H. Chedyak(シリア)
副議長 ：Mr. L. Jiang (中)
副議長 ：Mr. C.-S. Lee（韓）
副議長 ：Mr. O. Le Grand（仏）
副議長 ：森田　直孝氏（NTT）
副議長 ：Mr. H. Schink（独）
副議長 ：Mr. N. Seitz（米）
副議長 ：Mr. J. Zebarth（加）

ＷＰ１：プロジェクト管理と調整
議　長 ：Mr. J-Y. Cochennec(仏)

課題1 NGNのプロジェクト連携とリリース計画 Mr. K. Y. Hong(米)
Mr. L. Mo （米）Associate
Mr. S. Alexander （英）Associ
Mr. N. Li(中)Associate

課題11 一般的ネットワーク用語 Mr. G. Song(中)

課題13 公衆データネットワーク Mr. L. Jiang(中)
Mr. B. He（中）Associate

ＷＰ２：機能アーキテクチャとモビリティ
議　長 ：Mr. C.-S. Lee（韓）

課題3 NGNの原則と機能アーキテクチャ Mr. K. Knightson(加)
Mr. S. Brim（米）Associate
Mr. Z. Luo （中）Associate

課題6 NGNのモビリティ及び固定と移動連携 Mr. B. Zhang (中)
Mr. T. J. Hock（米）Associate

課題9 NGNに与えるIPv6の影響 Mr. H. J. Kim (韓)
Mr. E. Liu（中）Associate

課題10 地上網並びにNGNと衛星網との相互接続性 Mr. T. Ors(米)
Mr. M. Neibert （米）Associate

課題15 NGNセキュリティ Mr. I. Faynberg(米)

ＷＰ３：サービス要求要件とシナリオ
議　長 ：森田　直孝氏（NTT）

課題2 NGNにおける早期実現サービスの要求条件とインプリメント Mr. M. Carugi(仏)

課題7 NGN環境でのネットワークインタワーキングとサービス Mr. G. Koleyni（加）
インタワーキング

課題8 NGNのサービスシナリオと展開モデル Mr. H. Chung(韓)
Mr. J. Tu（中）Associate

課題12 フレームリレー Mr. R. Cherukuri(米)

課題14 マルチサービスデータネットワーク（MSDN)のための Mr. S. Yu （中）
プロトコルとサービスメカニズム Mr.M. Ji (中）Associate

ＷＰ４：QoS及びOAM
議　長 ：Mr. N. Seitz（米）

課題4 NGNのためのQoSの要求条件とフレームワーク Mr. H-L Lu（米）
Mr. D. Chen （中）Associate
Mr. H. Kim (韓）Associate

課題5 NGNのOAMと網管理 Mr. Gilles Joncour(仏)

図５－２　ＳＧ１３の構成



 

 

 

伝達網・品質委員会の活動状況報告 

 

１ 伝達網・品質委員会の活動状況 

(1) はじめに 

伝達網・品質委員会は、ＳＧ１２（性能及びサービス品質）及びＳＧ１５（光及びその他

の伝達網）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

伝達網・品質委員会は、ＷＴＳＡ－０４（２００４年１０月）以降、次のとおり７回の会

合を開催した。 

・第１６回会合  平成１６年１１月２日 

第１回ＳＧ１５全体会合への対処方針案及び寄書案について検討が行われた。検討の

結果、２４件の寄書が提出されることとなった。 

・第１７回会合  平成１６年１２月１６日 

第１回ＳＧ１２全体会合への対処方針案及び寄書案について検討が行われた。検討の

結果、１７件の寄書が提出されることとなった。 

・第１８回会合  平成１７年２月２３日 

第１回ＳＧ１２全体会合及び第１回ＳＧ１５全体会合の結果報告が行われた。 

・第１９回会合  平成１７年４月２０日

第２回ＳＧ１５全体会合への対処方針案及び寄書案について検討が行われた。検討の

結果、１８件の寄書が提出されることとなった。 

・第２０回会合  平成１７年７月６日

第２回ＳＧ１５全体会合の結果報告が行われた。 

・第２１回会合  平成１７年９月２６日 
第２回ＳＧ１２全体会合への対処方針案及び寄書案について検討が行われた。検討の

結果、９件の寄書が提出されることとなった。そのうち、マルチメディア品質評価法等   

に関する寄書３件が日本寄書として提出されることが了承された。 

・第２２回会合  平成１７年１１月２８日 
第２回ＳＧ１２全体会合の結果報告が行われた。 

 

２ ＳＧ１２の活動状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１２は、「性能及びサービス品質」に関する課題を研究対象とし、３つのＷＰを設置し

て検討を行っている。また、サービス品質検討に関するリードＳＧである。ＳＧ１２におけ

る検討体制を図６－１に示す。 

 

 



 

(2) 会合の開催状況 

・第１回全体会合  平成１７年１月１８日～１月２７日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：２３か国、１機関、７９名（うち日本から４名） 

・第２回全体会合  平成１７年１０月１７日～１０月２１日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：２４か国、１機関、８２名（うち日本から６名） 

 

(3) 検討状況 

平成１６年１０月から平成１７年１２月までに、郵便投票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）

にて承認された勧告は、新規７件、改訂４件となっている。また、第２回会合において、課

題２０の新設及び課題１８の削除が承認された。 

なお、主な項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア テレフォノメトリー及び端末 

 自動車内ハンズフリー通信は欧州を中心に関心が高く、これらの端末の特性規定・測定法に

関する新勧告 P.CARHF の草案が提案され審議が開始された。検討は自動車関連産業と密接な連

携により進めていくこととしており、ワークショップでの検討内容紹介、及びラポータ会合（関

連機関を招待）の開催等により検討を進め、今会期中に草案第１版を作成することとしている。 

 

イ 音声品質評価技術 

前会期は、音声品質客観評価法として広く用いられている勧告 P.862（音声品質の知覚的

評価（PESQ）法）について、広帯域音声評価への対応、PESQ 使用上の信頼性向上などの

勧告化に向けた検討が行われた。第２回会合において、P.862 の利用上の注意喚起を目的と

したアプリケーションガイドとなる新勧告草案が審議され、日本より提案した勧告草案に修

正が加えられ最終草案が P.862.3 としてコンセントされた。また、P.862 が対象としている音

声信号帯域は電話帯域に限定されているが、広帯域音声への品質評価に対応する Wideband 

PESQ について、日本からの寄書も含めて検討が行われ、新勧告 P.862.2 としてコンセント

された。 

 

ウ ＩＰ上のマルチメディア通信サービス品質 

   ＩＰネットワーク上でのマルチメディア通信サービスに対する要求条件と品質評価法に関

する標準化が検討されてきている。第２回会合において、データ通信アプリケーションを主

な対象としたエンドエンド品質推定法を規定する新勧告 G.1030、ネットワーク遅延やネット

ワークパケット損失率からエンドエンドのトランザクション時間を推定する手法に関する新

勧告 G.1040、ネットワークシミュレーションモデルに関する新勧告 G.1050 がそれぞれコン

セントされた。 

 

 



 

３ ＳＧ１５の活動状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１５は、「光及びその他の伝達網」に関する課題を研究対象とし、光その他の伝送網、

システム及び設備に関する研究を行っている。 

ＳＧ１５は、アクセス網及び光技術のリードＳＧとして、現在１４の課題が設定されてお

り、これらの関連課題を総合的に審議するため３つのＷＰが設定されている。 

ＳＧ１５における検討体制を図６－２に示す。 

 

(2) 会合の開催状況 

・第１回全体会合  平成１６年１１月２９日～１２月３日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：２４か国、１機関、２２２名（うち日本から３５名出席） 

・第２回全体会合  平成１７年５月１６日～５月２７日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：２４か国、１機関、２５９名（うち日本から３８名出席） 

 

(3) 検討状況 

平成１６年１０月から平成１７年１２月までに、郵便投票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）

にて承認された勧告は新規３７件、改訂２７件となっている。 

主な項目の検討状況は次のとおりである。 

 

ア アクセス網 

（ア）光アクセスシステム関連 

Ｂ－ＰＯＮ（G.983 シリーズ）とＧ－ＰＯＮ（G.984 シリーズ）を中心に光アクセスシステ

ムの検討を行っている。共に基本仕様の勧告化が終了しており、現在は互換性向上に向けた

改版及び改訂や、サービス収容仕様の勧告化が検討されている。 

 

（イ）メタリックアクセスシステム関連 

ＡＤＳＬ（G.992 シリーズ）及びＶＤＳＬ（G.993 シリーズ）を中心としてメタリックアク

セスシステムの検討が行われている。ＡＤＳＬの検討はほぼ完了しているが、ＶＤＳＬは一

層の高速化及び長延化を目指したＶＤＳＬ２の勧告化に向けた検討が盛んに行われている。 

 

イ 光伝達網(Optical Transport Network : OTN) 

（ア）制御系 

伝達網の信号構造、インタフェースに関して、イーサネット関連勧告(G.8011 シリーズ、

G.8012)、10GbE-LANPHY 収容方式、MPLS Transport NNI 関連勧告 G.motnni、GFP はじめ、SDH/PDH

収容・拡張に関する勧告(G.7041,G.7042 等)の検討が進められている。10GbE-LANPHY は、今

後広域イーサネット網を構築する上で重要な方式となるものであり、日本として早期勧告化

 



 

を目指して積極的に寄与することとしている。 

 

（イ） 物理系 

DWDM（高密度波長分割多重）の標準化について、第２回会合において、新勧告G.698.1(単

一チャネルＩＦを有する多チャンネル DWDM アプリケーション)及び G.696.1(長手方向互

換のドメイン内 DWDM アプリケーション)がコンセントされている。G.698.1 は、DWDM

システムにおけるマルチベンダインタフェースをＩＴＵ－Ｔとして初めて勧告化したこと

で、今後の DWDM システム勧告のベースになるものと期待されている。 

 

 

表６－１ ＳＧ１２会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１６年１０月～平成１７年１２月） 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

G.107 Ｅモデル－伝送計画に用いる計算モデル WP2 

Q8 
改訂 

AAP 

2005.2.28 

P.311 
広域帯(150-7000Hz)デジタルハンドセット

電話の伝送特性 

WP1 

Q3 
改訂 

AAP 

2005.6.5 

P.341 
広域帯(150-7000Hz)デジタルハンズフリー

電話端末の伝送特性 

WP1 

Q3 
改訂 

AAP 

2005.6.5 

G.1030 
ＩＰネットワークにおける End-to-End 性

能評価 

WP3 

Q13 
新規 

AAP 

2005.11.28 

G.1050 
ＩＰネットワークにおけるマルチメディア

伝送性能の評価モデル 

WP3 

Q13 
新規 

AAP 

2005.11.28 

P.57 耳モデル WP1 

Q5 
改訂 

AAP 

2005.11.28 

P.505 音質品質測定結果の表示方法 WP1 

Q6 
新規 

AAP 

2005.11.28 

P.862 Annex 
A 

勧告P.862,P.862.1及びP.862.2の参照方

法及び適合試験 
WP2 

Q9 
新規 

AAP 

2005.11.28 

P.862.2 
(P.WBPESQ) 

電話網及び音声符号等に関する勧告

P.862の広域帯への拡張 
WP2 

Q9 
新規 

AAP 

2005.11.28 

P.862.3 
P.862,P862.1 及び P.862.2 に基づいた品質

測定のアプリケーションガイド 

WP2 

Q9 
新規 

AAP 

2005.11.28 

Y.1221(2002) 

Amd.2 

ＩＰ網におけるトラフィック制御及び輻輳

制御 

WP3 

Q16 
新規 

AAP 

2005.11.28 

 



 

表６－２ ＳＧ１５会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１６年１０月～平成１７年１２月） 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

G.650.2 シングルモードファイバ及びケーブルの非線形及

び統計的 Attribute 試験法及び定義 

WP2 

Q.5 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G.664 

Amd. 1 

光伝送システムの安全性機能と要求条件 WP2 

Q.6 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.665 (ex 

G.raman) 

ラマン増幅器とラマン増幅サブシステムに関する

一般特性 
WP2 新規 

AAP 

2005.1.12 

G.671 光部品の伝送特性 WP2 

Q.7 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G.691 

Amd. 1 

STM-64等光アンプを用いる SDHシステムにおけ

るシングルチャネル光インタフェース 

WP2 

Q.6 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.692 

Amd. 1 

光アンプ多チャンネルシステムの光インタフェー

ス 

WP2 

Q.6 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.693 イントラオフィスシステムの光インタフェース WP2 

Q.6 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G.695 (ex 

G.capp) 

低密度波長分割多重(CWDM)アプリケーションの

ための光インタフェース 

WP2 

Q.6 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G.806 

(2004) 

Corr. 2 

伝送装置の特性－手法及び一般機能の記述 
WP3 

Q.9 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G.872 

Corr. 1 

OTN のアーキテクチャ WP3 

Q.12 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G.957 

Amd. 2 

SDHに関する装置及びシステムの光インタフェー

ス 

WP2 

Q.6 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.983.1 受動光ネットワーク(PON)にもとづく広帯域光ア

クセスシステム 

WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G.983.2 

(2002) 

Amd. 2 

B-PON の ONT 管理及び制御インタフェース仕様
WP1 

Q.2 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.983.4 

(2001) 

Corr. 1 

ダイナミック帯域割当(DBA)を用いてサービス能

力の増加した広帯域光アクセスシステム 
WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

 



 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

G.985 

(2003) 

Corr. 1 

100Mbps の PtoP 型イーサネット光アクセスシス

テム 
WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G991.2 

(2003) 

Amd.2 

ＳＨＤＳＬトランシーバー 
WP1 

Q.4 
新規 

AAP 

2005.2.21 

G.992.3 ADSL2 送受信機 WP1 

Q.4 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G.992.5 ADSL 送 受 信 機 － ADSL2 の 帯 域 幅 の 拡 張

（ADSL2+） 

WP1 

Q.4 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G.994.1 

(2003) 

Amd. 3 

DSL 送受信機のハンドシェーク手順 
WP1 

Q.4 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.997.1 

(2003) 

Amd. 2 

DSL 送受信機の物理層での管理手法 
WP1 

Q.4 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.998.1 

(G.bond1

) 

ATM 上でのマルチペア接続 
WP1 

Q.4 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.998.2 

(G.bond2

) 

イーサネット上のマルチペア接続 
WP1 

Q.4 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.998.3 

(G.bond3

) 

時分割多重を利用したマルチペア 
WP1 

Q.4 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.7041/Y.

1303 

(2003) 

Corr.1 

ジェネリックフレーミング手順(GFP) 

WP3 

Q.11 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G.7041/Y.

1303 

(2003) 

Amd. 3 

ジェネリックフレーミング手順(GFP) 

WP3 

Q.11 
新規 

AAP 

2005.1.12 

 



 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

G.7042/Y.

1305 

(2004) 

Amd.1 

バーチャルコンカチネーション信号を用いたリン

ク量調整方法(LCAS) WP3 

Q.11 
新規 

AAP 

2005.2.21 

G.7043/Y.

1343 

(2004) 

Amd. 1 

PDH（Plesiochronous Digital Hierarchy）信号の仮

想連結 WP3 

Q.11 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.8040/Y.

1340(200

4) Corr.1 

PDH 信号へマッピングする GFP フレーム 
WP3 

Q.11 
改訂 

AAP 

2005.1.12 

G.8040/Y.

1340 

(2004) 

Amd. 1 

PDH 信号へマッピングする GFP フレーム 

WP3 

Q.11 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.8080/Y.

1304(200

1)Amd.2 

ＡＳＯＮに関するアーキテクチャ 
WP3 

Q.12 
改訂 

AAP 

2005.2.21 

G.8110/Y.

1370 (ex 

G.mta) 

MPLS レイヤーのネットワークアーキテクチャ 
WP3 

Q.12 
新規 

AAP 

2005.1.12 

G.7718/Y.

1709 (ex 

G.fame) 

ASON 管理のためのフレームワーク 
WP3 

Q.14 
新規 

AAP 

2005.2.12 

G.9954 

(G.pnt3) 

電話網用トランシーバ WP1 

Q.4 
新規 

AAP 

2005.2.12 

G.652 シングルモード光ファイバ及びケーブルの特性 WP2 

Q.5 
改訂 

AAP 

2005.6.28 

G.698.1 

(ex 

G.dapp) 

単一チャネルＩＦを有する多チャンネルＤＷＤＭ

アプリケーション 
WP2 

Q.6 
新規 

AAP 

2005.6.28 

 



 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

G.780/Y.1

351 

(2004) 

Amd.1 

ＳＤＨ網の用語と定義 

WP3 

Q.9 
新規 

AAP 

2005.6.28 

G.803 

(2000) 

Amd. 1 

SDH上のトランスポートネットワークアーキテク

チャ 
WP3 

Q.12 
新規 

AAP 

2005.6.28 

G.813 

(2003) 

Corr.1 

SDH 装置のスレーブクロックのタイミング特性 
WP3 

Q.13 
改訂 

AAP 

2005.6.28 

G.870/Y.1

352 

(2004) 

Amd.1 

OTN の役割及び定義 

WP3 

Q.9 
新規 

AAP 

2005.6.28 

G.984.4 

(2004) 

Amd. 1 

G-PON OMCI 規定 
WP1 

Q.2 
新規 

AAP 

2005.6.28 

G.7041/Y.

1303 

ジェネリックフレーミング手順 WP3 

Q.11 
改訂 

AAP 

2005.8.21 

G.7042/Y.

1305 

(2004) 

Amd.2 

バーチャルコンカチネーション信号を用いたリン

ク量調整方法(LCAS) WP3 

Q.11 
新規 

AAP 

2005.8.21 

G.7714/Y.

1705 

一般的なディスカバリ機能 WP3 

Q.14 
改訂 

AAP 

2005.8.21 

G.8011/Y.

1307(200

4) Amd.1 

イーサネット・サービス・フレームワーク 
WP3 

Q.11 
新規 

AAP 

2005.8.21 

G.8011/Y.

1307 

(2004) 

Corr.1 

イーサネット・サービス・フレームワーク 

WP3 

Q.11 
改訂 

AAP 

2005.6.28 

 



 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

G.8011.1/

Y.1307.1 

(2004) 

Corr.1 

イーサネット・プライベートライン・サービス 

WP3 

Q.11 
改訂 

AAP 

2005.6.28 

G.8011.2/

Y.1307.2 

イーサネット・バーチャル・プライベートライン・

サービス 

WP3 

Q.11 
新規 

AAP 

2005.9.21 

G.8040/Y.

1340 

PDH 信号のバーチャルコンカチネーション WP3 

Q.11 
改訂 

AAP 

2005.9.5 

X.85/Y.13

21 (2001) 

Corr. 1 

LAPS を使用したＳＤＨ上のＩＰ 
WP3 

Q.11 
改訂 

AAP 

2005.6.28 

G.662 光ファイバ増幅器及び同サブシステムの一般特性
WP2 

Q.7 
改訂 

AAP 

2005.7.13 

G.666 (ex 

G.pmdc) 

偏波モード分散補償器及び偏波モード分散補償受

信器の特性 

WP2 

Q.7 
新規 

AAP 

2005.7.13 

G.696.1 

(ex 

G.IaDI) 

長手方向互換のドメイン内ＤＷＤＭアプリケーシ

ョン 
WP2 

Q.6 
新規 

AAP 

2005.7.13 

G.707/Y.1

322(2003

) 

Corr.2 

SDH ネットワークノードインターフェース 

WP3 

Q.11 
改訂 

AAP 

2005.8.21 

G.783 

(2004) 

Amd. 1 

SDH 装置の機能的ブロック特性 
WP3 

Q.9 
新規 

AAP 

2005.7.13 

G.808.1 

(2003) 

Amd.1 

一般的なプロテクション交換－リニアトレイル及

びサブネットワークプロテクション 
WP3 

Q.9 
新規 

AAP 

2005.7.13 

G.983.2 B-PON のためのＯＴＮ管理及び制御インターフ

ェース仕様 

WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.7.13 

G.983.3 

(2001) 

Amd.2 

波長分配を用いてサービス能力の増加した広帯域

光アクセスシステム 
WP1 

Q.2 
新規 

AAP 

2005.7.13 

 



 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

G.984.3 

(2004) 

Amd. 1 

ギガビット容量をもつ受動光ネットワーク

(GPON)：伝送収束層仕様 
WP1 

Q.2 
新規 

AAP 

2005.7.13 

G.991.2(2

003) 

Amd.3 

一対メタリック高速ＤＳＬ送受信機 
WP1 

Q.4 
新規 

AAP 

2005.9.5 

G.992.3(2

005)Amd.

1 

ADSL 送受信機 2 
WP1 

Q.4 
新規 

AAP 

2005.9.21 

G.992.5(2

005)Amd.

1 

ADSL 送受信機-ADSL2 の帯域幅の拡張 

（ADSL2+） 
WP1 

Q.4 
新規 

AAP 

2005.7.13 

G.997.1(2

003)Amd.

4 

DSL 送受信機の物理層管理 
WP1 

Q.4 
改訂 

AAP 

2005.9.5 

Y.1720 

(2003) 

Amd.1 

MPLS ネットワークにおける切り替え機能 
WP3 

Q.9 
新規 

AAP 

2005.8.21 

Y.1720 

(2003) 

Corr.1 

MPLS ネットワークにおける切り替え機能 
WP3 

Q.9 
改訂 

AAP 

2005.7.13 

 

 



ＳＧ１２：ネットワーク及び端末のエンド・トゥ・エンド伝送性能
議　長 ：Mr. J-Y. Monfort  (仏）
副議長 ：Mr. K. P. F. Adler(独)
副議長 ：Mr. P. Coverdale(加)
副議長 ：Mr. C. A. Dvorak (米)
副議長 ：Mr. J-J. Massima Landji(ガボン)

ＷＰ１：端末機器の電気音響特性と測定法
議　長 ：Mr. R. Ceruti(伊)

課題３ 固定回線交換網、移動網及びパケット交換(IP)網の音声端末の Mr. R. Ruhala(米)
音声伝送特性

課題４ 自動車内ハンズフリー通信 Ms. H-W. Gierlich(独)
Mr. K. Derrick（米）

課題５ ハンドセット及びハンドセット端末の通話品質測定法 Mr. L. Madec(ﾃﾞﾝﾏｰｸ)

課題６ 音声強調技術及びハンズフリー電話に対するアプリケーション Mr. H-W. Gierlich(独)
を含んだ複雑な測定信号を用いた分析手法

課題７ 音声及び音響品質の主観評価のための手法、ツール、実験計画 Mr. P. Usai（ETSI）
Ms. C. Quinquis（仏）

ＷＰ２：マルチメディアの主観品質と客観評価法、伝送計画
議　長 ：Mr. K. P. F. Adler(独)

課題８ Eモデルの拡張 Mr. U. Jekosch(独)
Mr. S. Moeller（独）

課題９ 音声、オーディオ、ビデオ通信サービスのための知覚ベース Mr. J. Berger(ｽｲｽ)
客観品質評価法

課題10 音声帯域、データ及びマルチメディアサービスの伝送計画 Mr. V. Sypli(独)
と性能

課題12 音声技術に基づいたサービスの性能評価 Mr. S. Moellerl(独)
Mr. A. Raake(独)

課題14 音声伝送性能に関するインサービス非侵入型評価 Mr. V.Barriac(仏)

課題20 ネットワーク上での会話音声品質の客観評価 Mr. J. Pomy(独)

ＷＰ３：IP-QoSとリソース管理
議　長 ：Mr. P. Coverdale(加)

課題２ パケット交換（IP）網と接続する端末及びゲートウェイ Mr. U. Brunner(独)
の音声伝送特性及び測定方法

課題11 網間のQoSインターワーキングと性能パラメータ値の配分 Mr. J. Pomy(独)
Mr. R. Wohlert(米)

課題13 マルチメディアQoS/QoE性能の要求条件と評価手法 高橋 玲氏（NTT)
Mr. P. Coverdale(加)

課題16 ブロードバンド及びIPに関連したリソース管理 Mr. D. Mustill(英)

課題17 IP網の性能 Mr. A. Morton(米)
Mr. H. Kim(韓)

課題19 呼処理性能 未定

課題１ 作業計画、定義、ハンドブック、ガイド及びチュートリアル Mr. J-Y. Monfort  (仏）
Mr. J. Pomy (独）
Mr. J-J. Massima Landji(ガボン)

課題15 QoSと性能の調和 Mr. C. Dvorak (米)

図６－１　ＳＧ１２の構成



ＳＧ１５：光及びその他の伝達網
議　長 ：前田　洋一氏(NTT)
副議長 ：Mr. G. Bonaventura (伊)
副議長 ：Mr. A. Nunn (英)
副議長 ：Mr. S. J. Trowbridge(米)
副議長 ：Mr. S. Yu(中)

ＷＰ１：光及びメタリックアクセス網
議　長 ：Mr. A. Nunn (英)

課題１ アクセス網標準化の調整 Mr. J. A. Jay (米）

課題２ アクセス網における光システム Mr. D. Faulkne(独)

課題４ メタリック電話線によるアクセス伝送装置(xDSL)及び宅内 Mr. R. L. Stuart(米)
ネットワーク用送受信器(PNT)

ＷＰ２：ネットワーク信号処理
議　長 ：Mr. G. Bonaventura (伊)

課題５ 光ファイバ及びケーブルの特性と試験法 Mr. T. Hanson(米)

課題６ 陸上伝達網における光システムの特性 Mr. P. Stassar(米)

課題７ 光部品とサブシステムの特性 Mr. J. Matthews III(米)

課題８ 光ファイバ海底ケーブルシステムの特性 大橋 正治氏（NTT）

課題10 ビル、家庭内アクセス網用光ファイバ Mr. P. Matthijsse(ｵﾗﾝﾀﾞ)

ＷＰ３：光伝達網（OTN ）の構造
議　長 ：Mr. S. J. Trowbridge  (米)

課題３ 光伝達網の一般的特性 太田 宏氏（NTT）

課題９ 伝達装置と網の切替／復旧 Mr. G. Abbas(独）

課題11 伝達網の信号構造、インタフェース及びインタワーキング Mr. M. L. Jones(米)

課題12 伝達網アーキテクチャ Mr. M.Betts(加)

課題13 網同期及び時刻配信の品質 Mr. J-L. Ferrant(仏)

課題14 伝送システム及び装置の管理と制御 Mr. H. K. Lam(米)

図６－２　ＳＧ１５の構成



 

 

 

マルチメディア委員会の活動状況報告 

 

１ マルチメディア委員会の活動状況 

(1) はじめに 

マルチメディア委員会は、ＳＧ１６（マルチメディア端末、システム及びアプリケーショ

ン）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

マルチメディア委員会は、今会期開始以降、次のとおり４回の会合を開催した。 

・第１２回会合  平成１６年１０月２２日 

第１回ＳＧ１６全体会合への対処方針案及び寄書案について検討が行われた。この結

果、１１件の寄書が提出されることとなった。そのうち、メタデータフレームワーク最

終勧告草案提案寄書１件、電気通信アクセシビリティガイドライン検討・作成提案寄書

１件が日本寄書として提出することが了承された。 

・第１３回会合  平成１７年２月１０日 

第１回ＳＧ１６全体会合の結果報告が行われた。 

・第１４回会合  平成１７年７月４日

第２回ＳＧ１６全体会合への対処方針案及び寄書案について検討が行われた。この結

果、７件の寄書が提出されることとなった。そのうち、電気通信アクセシビリティガイ

ドライン案の修正提案寄書１件が日本寄書として提出されることが了承された。 

・第１５会合  平成１７年９月３０日 

第２回ＳＧ１６全体会合の結果報告が行われた。 

 

２ ＳＧ１６の活動状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１６は、「マルチメディア端末、システム及びアプリケーション」に関する課題を研究

対象とし、３つのＷＰを設置して検討を行っている。また、ＳＧ１６は、ＩＴＵ－Ｔにおけ

る「マルチメディア端末、システム及びアプリケーション」及び「ユビキタスアプリケーシ

ョン」の審議に関するリードＳＧでもある。 

ＳＧ１６における検討体制を図７－１に示す。 

 

(2) 会合の開催状況 

・第１回全体会合  平成１６年１１月１６日～１１月２６日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：２５か国、１機関、１２５名（うち日本から１０名出席） 

・第２回全体会合  平成１７年７月２６日～８月５日 

 



 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：２１か国、１５５名（うち日本から１７名出席） 

 

 (3) 検討状況 

平成１６年１０月から平成１７年１２月までに、郵便投票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）

にて承認された勧告は、新規４６件、改訂４０件となっている。 

なお、重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

 ア 電気通信アクセシビリティ 

   情報通信技術の発展により、高齢者・障害者による IT 利用機会も急増し、このような利

用者が電気通信機器及びサービスを円滑に利用していくことが重要な課題となっている。

このような状況から、第１回会合に電気通信機器及びサービスに関して、高齢者・障害者

等へのアクセシビリティ配慮設計のガイドラインの検討・作成について日本寄書により提

案を行い、議論が開始された。中間会合及び第２回会合において日本からの提案等により

ガイドライン案の充実が図られ、勧告として第３回会合で完成される予定である。 

 

 イ カラーファクシミリ 

カラーファクシミリの更なる普及を目指し、デジタルカメラ等の画像を簡単に送受信で

きるよう、カラーファクシミリに使用する色空間として、従来の CIELAB に加えて新たにデ

ジタルカメラで使用されている色空間 sYCC を追加するための検討が日本を中心としてＳ

Ｇ１６において前会期より行われてきており、これまで T4,T30,T42 改訂,T44 改訂が承認

されてきている。ファクシミリの伝送手順を規定した T.30 では、T.44 の使用の際に従来

の Lab 色空間のみが許されていたが、T.44 に sYCC 色空間が加えられたことに対して、T.44

の使用の際に sYCC 色空間も使うことができるよう第２回会合に日本より提案し、T.30 改

訂が承認された。 

 

 ウ 高度映像符号化技術 

前会期に、勧告 H.264（汎用視聴覚サービスのための高度映像符号化）が承認されたこ

とを受けて、日本においては 2006 年 4 月 1 日より携帯機器向けの地上デジタルテレビ放送

（ワンセグ放送）の開始が予定されている。ＳＧ１６の技術的なサブグループとして、MPEG

との共同研究グループである JVT(Joint Video Team)や画像符号化方式の検討グループで

ある VCEG(Video Coding Experts Group)があり、VCEG においては H.264 の拡張と H.264 を

超える次世代規格に向けた技術調査が行われている。日本からも画像圧縮効率向上の方式

を紹介するなど、次世代規格策定に積極的に参加していくこととしている。 

 

 エ メタデータ技術 

   ＴＶ会議システム、遠隔医療、遠隔教育などの発展に伴い、リアルタイムサービスだけ

でなく、レコーディング、アーカイブ化、データの再利用及び配信のような他のサービス

 



 

にもコンテンツ利用の必要性が生じてきた。ＳＧ１６では、前会期よりネットワーク上の

コンテンツ流通のためにメタデータを利用する検討が行われてきている。日本から、マル

チメディアコンテンツをネットワークに配信する場合に必要となるメタデータフレームワ

ークを規定する勧告草案をＡＰＴ（アジア・太平洋電気通信共同体）共同提案及び日本寄

書として提案してきたところ、第１回会合において勧告草案 F.750 として AAP コンセント

に付され、AAP により承認された。 

 

 オ 災害救援通信 

 ＳＧ１６では前会期より、災害時等において一定のユーザが使用する国際緊急マルチメ

ディア通信のサービス要件を規定する勧告案 F.706 が検討されてきている。２００４年末

のインド洋津波災害後は、Early Warning（早期警戒）情報の伝達の重要性が強調され、Ｓ

Ｇ１６においても、既存勧告の該当部分の整理、message broadcasting のための H.460.mb

など新たな規定の追加など、ツールレベルの作業を予定している。 

 

 

 



 

表７－１ ＳＧ１６会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１６年１０月～平成１７年１２月） 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

H.222.0 (2000) 

Corr. 3 

情報技術－動画像及び付属した音声情報の汎

用符号化システム 

WP2 

Q.1 
改訂 AAP 

2005.1.7 

H.222.0 (2000) 

Amd. 4 

ディスクリプタにおける ISAN,V-ISAN の使用 WP2 

Q.1 
新規 AAP 

2005.1.7 

H.222.0 (2000) 

Amd. 5 

新しいオーディオプロファイルとレベルシグ

ナリング 

WP2 

Q.1 
新規 AAP 

2005.1.7 

H.224 H.221 LSD/HSD/HLP チャネルを使用してい

る単一なアプリケーションのための即時制御

プロトコル 

WP2 

Q.1 
改訂 

AAP 

2005.1.7 

H.235 (2003) Corr. 

1 

勧告 H シリーズ(勧告 H.323 及び他の勧告

H.245 ベース)のマルチメディア端末のセキュ

リティと暗号化 

WP2 

Q.25 
改訂 AAP 

2005.1.7 

H.235 Annex G MIKEY 鍵管理手法による SRTP 暗号化を

H.235 に用いるための仕様 

WP2 

Q.25 
新規 AAP 

2005.1.7 

H.241 (2003) 

Amd. 1 

勧告 H.300 シリーズ端末のための拡張された

画像手順及び制御信号 

WP2 

Q.1 
新規 AAP 

2005.1.7 

H.245 V11 マルチメディア通信のための制御プロトコル WP2 

Q.2 
改訂 AAP 

2005.1.7 

H.248.2 ファクシミリ、文字会話及び電話の識別パッケ

ージ 

WP2 

Q.3 
改訂 

AAP 

2005.1.7 

H.248.9 次世代オーディオサーバーパッケージ WP2 

Q.3 
改訂 AAP 

2005.1.7 

H.248.23 拡張アラーティングパッケージ WP2 

Q.3 
改訂 AAP 

2005.1.7 

H.248.26 (2003) 

Amd. 1 

機能強化したアナログラインパッケージ WP2 

Q.3 
改訂 AAP 

2005.1.7 

H.248.29 

(H.248.ICASC) 

ＣＡＳ強制記録信号パッケージ WP2 

Q.3 
新規 AAP 

2005.1.7 

H.248.32 

(H.248.DCC) 

輻輳報告パッケージ WP2 

Q.3 
新規 AAP 

2005.1.7 

H.248.33 

(H.248.PCMSB) 

PCM フレーム予備ビットパッケージ WP2 

Q.3 
新規 

AAP 

2005.1.7 

 



 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

H.248.34 

(H.248.STIMAL) 

スティミュラス・アナログライン・パッケージ WP2 

Q.3 
新規 

AAP 

2005.1.17 

H.248.35 

(H.248.coin) 

コインパッケージ WP2 

Q.3 
新規 

AAP 

2005.1.7 

H.263 低ビットレート通信の映像符号化 WP3 

Q.6 
改訂 AAP 

2005.1.12 

H.310 (1998) Corr. 

1 

広域帯オーディオビジュアル通信システム及

び端末 

WP2 

Q.1 
改訂 AAP 

2005.1.7 

H.321 (1998) Corr. 

1 

H.320テレビ電話端末のB-ISDN環境への適合 WP2 

Q.1 
改訂 AAP 

2005.1.7 

H.323 Annex Dv3 H.323 システム上のリアルタイム ファクシ

ミリ：RTP を用いたファクシミリ信号の伝送

WP2 

Q.2 
改訂 AAP 

2005.1.7 

H.323 Annex M.4 H.323 用の狭帯域信号構文におけるトンネリ

ング 

WP2 

Q.2 
新規 AAP 

2005.1.12 

H.324 (2002) 

Amd. 1 

低ビットレートマルチメディア通信端末 WP2 

Q.1 
新規 

AAP 

2005.1.7 

H.460.16 複数メッセージ解放時確認手順 WP2 

Q.2 
新規 AAP 

2005.1.7 

T.38 (2004) Amd. 1 IP 網上でのリアルタイム G3 ファクシミリ通

信手順 

WP1 

Q.14 
新規 AAP 

2005.1.7 

T.44 ラスターコンテントの混成（ＭＲＣ） WP1 

Q.14 
改訂 AAP 

2005.1.7 

T.801 (2002) Corr. 

3 

JPEG2000 画像符号化システム：拡張 WP3 

Q.23 
改訂 AAP 

2005.1.7 

T.802 JPEG2000 画像符号化システム Part3: JPEG 

2000 Part 3: 動画の JPEG 2000 

WP3 

Q.23 
新規 AAP 

2005.1.7 

T.808 JPEG2000画像符号化システムPart 9: 相互ツ

ール、ＡＰＩ、プロトコル 

WP3 

Q.23 
新規 

AAP 

2005.1.7 

V.61 (1996) Corr. 1 P to P における２本の電話回線を使用する際

の音声・データ同時通信モデム（音声あり時

4.8Kbps、音声なし時 14.4Kbps） 

WP1 

Q.11 
改訂 AAP 

2005.1.7 

V.70 (1996) Corr. 1 P to P における２本の電話回線又は公衆アナ

ログ電話網を使用する際の音声・データ同時通

信手順 

WP1 

Q.11 
改訂 

AAP 

2005.1.7 

 



 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

V.75 (1996) Corr. 1 DSVD 端末コントロール手順 WP1 

Q.11 
改訂 AAP 

2005.1.7 

V.76 (1996) Corr. 1 V.42 LAPM-based における汎用回線多重化装

置の使用手順 

WP1 

Q.11 
改訂 AAP 

2005.1.7 

V.140 64kbit/s 又は 56kbit/s におけるオーディオ端末

間での接続のための手順 

WP2 

Q.1 
改訂 AAP 

2005.1.7 

V.150.1 (2003) 

Amd. 1 

IP網上でのVシリーズにもとづくDCE間での

エンド-エンド接続のための手順 

WP1 

Q.11 
改訂 AAP 

2005.1.7 

V.152 (V.VBD) ＩＰネットワーク上での音声域データサポー

トのための手順 

WP1 

Q.11 
新規 

AAP 

2005.1.7 

F.750(F.MDH) メタデータ フレームワーク 
WP2 

Q.22 
新規 

AAP 

2005.2.12 

H.264 汎用視聴覚サービスのための次世代映像符号

化 

WP3 

Q.6 
新規 

AAP 

2005.2.28 

H.264.1 H.264 コーデック適合仕様 WP3 

Q.6 
新規 

AAP 

2005.2.28 

H.264.2 H.264 コーデック用参照ソフトウェア WP3 

Q.6 
新規 

AAP 

2005.2.28 

G.722.1 フレーム損失の少ないシステムにおけるハン

ズフリー向け24kbps及び32bps符号化方式 

WP3 

Q.10 
改訂 

AAP 

2005.5.13 

G.726 (1990) 

Corr.1 

勧告H.245シグナリングのためのパッケット

フォーマット、性能識別子、性能パラメータ 

WP3 

Q.10 
改訂 AAP 

2005.5.13 

G.727 (1990) 

Corr.1 

「固定量子化されたPCM音声入出力のための

G.727の拡張」に関する修正 

WP3 

Q.10 
改訂 AAP 

2005.5.13 

T.801 (2002) 

Amd.2 

マーカーセグメントの拡張能力 WP3 

Q.23(E) 
改訂 

AAP 

2005.5.13 

F.724 (F.VTIP) IPネットワーク上におけるビデオ電話サービ

スの定義と要求条件 

WP2 

Q.22 
新規 AAP 

2005.9.12 

F.733 (F.MMCIP) ＩＰネットワーク上におけるマルチメディア

会議サービスの定義と要求条件 

WP2 

Q.22 
新規 AAP 

2005.9.12 

F.741 (F.AVoD) オーディオビジュアルオンデマンドサービス

に対する定義と要求条件 

WP2 

Q.22 
新規 AAP 

2005.9.12 

 



 

勧告番号 勧告名 

関連ＷＰ 

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

備考 

F.742 (F.DL) 遠隔学習サービスの定義と要求条件 WP2 

Q.22 
新規 AAP 

2005.9.12 

G.191 Annex A 利用可能なソフトウェア一覧 WP3 

Q.10 
改訂 AAP 

2005.9.12 

G.722.2 Cor. 1 AMR-WBを用いた16kbps程度の広帯域音声符

号化 

WP3 

Q.10 
改訂 AAP 

2005.9.12 

H.221 Amd. 1 オーディオビジュアル電話サービスにおける

帯域幅64～1920kbpsのフレーム構造 

WP2 

Q.1 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.222.0 Corr. 4 情報技術 - 動画と関連する音情報の一般化符

号：システム 

WP2 

Q.1 
改訂 

AAP 

2005.9.12 

H.235.0 H.323セキュリティフレームワーク：Hシリー

ズ (H.323やH.245ベースの他勧告)マルチメデ

ィアシステム 

WP2 

Q.25 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.235.1 H.323セキュリティフレームワーク：ベースラ

インセキュリティ特性 

WP2 

Q.25 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.235.2 H.323セキュリティフレームワーク: 署名セキ

ュリティ特性 

WP2 

Q.25 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.235.3 H.323セキュリティフレームワーク：ハイブリ

ッドセキュリティ特性 

WP2 

Q.25 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.235.4 H.323 セキュリティフレームワーク：条件付

きコールセキュリティ 

WP2 

Q.25 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.235.5 H.323セキュリティフレームワーク：共有秘密

情報を使ったＲＡＳにおけるセキュリティ認

証のフレームワーク 

WP2 

Q.25 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.235.6 H.323 セキュリティフレームワーク：

H.235/H.245 鍵管理を用いた音声暗号特性 

WP2 

Q.25 
新規 

AAP 

2005.9.12 

H.235.7 H.323セキュリティフレームワーク：H.235シ

ステムにおけるSRTPに対する鍵管理プロト

コルMIKEYの使用 

WP2 

Q.25 
新規 AAP 

2005.9.12 

 



 

H.235.8 H.323セキュリティフレームワーク：セキュア

シグナリングチャンネルを用いたSRTPに関

する鍵交換 

WP2 

Q.25 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.235.9 H.323セキュリティフレームワーク:H.323用

セキュリティゲートウェイサポート 

WP2 

Q.25 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.239 ①勧告H.300シリーズ端末のためのメディア

チャネルの役割管理及び追加 

②役割管理とH.300シリーズ端末に対する追

加メディアチャンネル 

WP2 

Q.1 
改訂 AAP 

2005.9.12 

H.241 ①勧告H.300シリーズ端末のための拡張され

た画像手順及び制御信号 

②拡張ビデオプロシージャとH.300シリーズ

端末に対する制御信号 

WP2 

Q.1 
改訂 AAP 

2005.9.12 

H.242 Amd. 1 2Mbpsまでのデジタル回線を用いたオーディ

オビジュアル端末間の通信システム 

WP2 

Q.1 
新規 

AAP 

2005.9.12 

H.246 Amendment 

1 

一般化オーディオビジュアルサービスに対す

る改良ビデオ符号化 

WP2 

Q.2 
新規 

AAP 

2005.9.12 

H.248.1 Version3 ゲートウェイ制御プロトコル：バージョン３ WP2 

Q.3 
改訂 

AAP 

2005.9.12 

H.248.8 ゲートウェイ制御プロトコル：誤り符号及びサ

ービス変更理由記述 

WP2 

Q.3 
改訂 AAP 

2005.9.12 

H.248.36 

(H.248.hangterm) 

ゲートウェイ制御プロトコル：終点探知パッケ

ージ 

WP2 

Q.3 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.248.37 ゲートウェイ制御プロトコル：IP NAPT 横断

パッケージ 

WP2 

Q.3 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.264 Cor. 1 汎用視聴覚サービスのための次世代映像符号

化 

WP3 

Q.6 
改訂 AAP 

2005.9.12 

H.264.1 Cor. 1 H.264改良ビデオ符号化の特性 WP3 

Q.6 
改訂 

AAP 

2005.9.12 

H.324 低ビットレートマルチメディア通信端末 WP2 

Q.1 
改訂 AAP 

2005.9.12 

H.460.17 H.323 RAS伝送としてのH.225.0シグナリング

接続使用 

WP2 

Q.5 
新規 AAP 

2005.9.12 

 



 

H.460.18 

(H.460.fantas) 

NATやファイヤーウォールを通過するH.323

シグナリング 

WP2 

Q.5 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.460.19 

(H.460.ma) 

NATやファイヤーウォールを通過するH.323

メディア 

WP2 

Q.5 
新規 AAP 

2005.9.12 

H.460.20 

(H.460.location) 

H.323システムでの地域番号 WP2 

Q.5 
新規 

AAP 

2005.9.12

T.30 一般交換電話網における文書ファクシミリ伝

送手順 

WP1 

Q.14 
改訂 AAP 

2005.9.12 

T.38 IP網上でのリアルタイムG3ファクシミリ通信

手順 

WP1 

Q.14 
改訂 AAP 

2005.9.12 

T.800 Amd. 1 情報技術---JPEG2000イメージ符号化システ

ム：コア符号化システム：デジタル映画アプリ

ケーション特性 

WP3 

Q.23(E) 
新規 

AAP 

2005.9.12 

T.851 T.31に基づく相互計算符号を使ったイメージ

符号 

WP3 

Q.23(E) 
新規 AAP 

2005.9.12 

V.152 Cor. 1 IPネットワーク上での音声帯域データのサポ

ート手法 

WP1 

Q.11 
改訂 

AAP 

2005.9.12 

H.230 Amd. 1 デジタル視聴覚システムの制御と特性に関す

る勧告 

WP2 

Q.1 
新規 AAP 

2005.10.6 

H.243 ISDN等デジタル回線を用いた1920kbpsまで

の帯域幅をサポートするテレビ電話・テレビ会

議システムに関する勧告 

WP2 

Q.1 
改訂 AAP 

2005.10.6 

H.245 Version 12 マルチメディア通信の用語、定義、構文規則等

を定める勧告 

WP2 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.10.6 

H.264.2 Cor. 1 H.264に適合するデータ変換と、参照ソフトウ

ェア（添付ファイルの起動を行うソフトウェア

等）に関する勧告 

WP3 

Q.6 
改訂 

AAP 

2005.10.21

 

 

 



ＳＧ１６：マルチメディア端末、システム及びアプリケーション
議　長 ：Mr. P. A.Probst (スイス）
副議長 ：内藤 悠史氏（三菱電機）
副議長 ：Mr.P.Barrett（英）
副議長 ：Ms.C.Lamblin（仏）
副議長 ：Mr.I.Sebestyen（独）

ＷＰ１：モデム、ファクシミリ及び通信装置
議　長 ：内藤 悠史氏（三菱電機）
課題11 音声帯域モデム：仕様及び特性評価 Mr. K. Chu(米)
課題14 ファクシミリ端末 田村 博氏（リコー）
課題15 回線多重化装置及びシステム 内藤 悠史氏（三菱電機）
課題16 信号処理ネットワーク装置における音声強調 Mr. B. Reeves（英）
課題17 音声ゲートウェイ装置 Mr. T. Trump （ｽｳｪｰﾃﾞﾝ）
課題18 信号処理ネットワーク装置の相互作用アスペクト Mr. H. Kullmann（独）

ＷＰ２：マルチメディアシステム及び端末
議　長 ：大久保　榮氏(早大)
議　長 ：Mr.I.Sebestyen（独）
課題1 マルチメディアシステム、端末及びデータ会議 Mr. P. Luthi(ﾉﾙｳｴｰ)
課題2 パケット網上のリアルタイム音響、ビデオ及びデータ通信 Mr. P. Jones(米)
課題3 マルチメディアゲートウェイ制御アーキテクチャ及びプロトコル Mr. C. Groves(豪)
課題4 ITU-Tが規定するマルチメディアシステムプラットフォーム 大久保　榮氏（早大）

上の高度サービス機能
課題5 H.300シリーズマルチメディアシステムのためのNAT/ Mr. P. Jones(米)

ファイアウォール越え制御
課題21 マルチメディアのアーキテクチャ Mr. B. Lamer（仏）

Mrs. S. Mingjun（中）Associate
課題22 マルチメディアのアプリケーションとサービス Mr. N. Luo（中）
課題24 マルチメディアシステムにおけるエンド－エンドのQoS Mr. S. Jeong（韓）

及びエンド・エンド特性
課題25 NGNにおけるマルチメディアセキュリティ Mr. M. Euchner(独)
課題27 マルチメディアアプリケーション及びサービスの災害復旧通信側面 大野　浩之氏（NICT）
課題28 e-healthアプリケーションのためのマルチメディアフレームワーク Mr. V. Traver（西）
課題29 マルチメディアシステム及びサービスのモビリティ Mr. L Lehmann(ｽｲｽ)

ＷＰ３：メディア符号化
議　長 ：Mr.P.Barrett（英）
議　長 ：Ms.C.Lamblin（仏）
課題6 映像符号化 Mr. G. Sullivan(米)

Mr. T. Wiegand(独)Associate
課題9 音声信号の可変ビットレート符号化 Mr. J. Gibbs（英）
課題10 信号処理標準化活動のためのソフトウェアツール及び Ms. C. Lamblin（仏）

既存の符号化標準のメンテナンス
課題23 メディア符号化 Mr. D. Lindbergh(米)

課題20 メディアコム 未定

課題26 マルチメディアシステム及びサービスのアクセシビリティ Mr. B. Pechey（米）Acting

図７－１　ＳＧ１６の構成



 

 

 

セキュリティ・言語委員会の活動状況報告 

 

１ セキュリティ・言語委員会の活動状況 

(1) はじめに 

セキュリティ・言語委員会は、ＳＧ１７（セキュリティ、言語及び電気通信ソフトウェア）

を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

セキュリティ・言語委員会は、ＷＴＳＡ－０４（２００４年１０月）以降、次のとおり４

回の会合を開催した。 

・第１回会合  平成１７年３月９日 

第１回ＳＧ１７会合の対処方針が審議された。審議の結果、日本寄書２件をＳＧ１７

会合へ提出することとなった。また、セキュリティ・言語委員会はＳＧ１７の対処を所

掌することが確認された。さらに、セキュリティ・言語委員会の下にセキュリティＷＧ

を設置することが確認された。 

・第２回会合  平成１７年５月２４日 

  第１回ＳＧ１７会合の結果が報告された。セキュリティマネジメントやテレバイオメ

トリクスに関する審議の進捗について質疑応答がなされた。 

・第３回会合  平成１７年９月１２日 

第２回ＳＧ１７会合の対処方針が審議された。審議の結果、日本寄書４件をＳＧ１７

会合へ提出することとなった。 

・第４回会合  平成１７年１２月６日 

  第２回ＳＧ１７会合の結果が報告された。また、２００６年１月に開催されるＳＧ１

７ＷＰ２会合への対処方針が審議された。審議の結果、日本寄書３件をＳＧ１７ＷＰ２

会合へ提出することになった。 

 

２ ＳＧ１７の状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１７は、電気通信セキュリティ並びに言語及び記述技術に関する課題について検討を

行っている。 

ＳＧ１７には、現在１７の課題が設定されており、これらの関連課題を総合的に審議する

ため３つのＷＰが設置されている。ＳＧ１７における検討体制を図８－１に示す。 

 

(2) 会合の開催状況 

・第１回全体会合  平成１７年３月３０日～４月８日 

開催地：モスクワ（ロシア） 

 



 

出席国及び出席者数：１６か国、１国際機関、９０名（うち日本から９名） 

・第２回全体会合  平成１７年１０月５日～１０月１４日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：２４か国、１国際機関、１１４名（うち日本から８名） 

 

(3) 検討状況 

平成１６年１０月から平成１７年１２月までに、決議１及び勧告 A.8 の適用により郵便投

票又はＡＡＰにて承認された勧告は、表８－１に示すとおり、新規２件、改訂１７件となっ

ている。 

また、この第２回ＳＧ１７会合で課題１６（国際化されたドメイン名）及び課題１７（ス

パム対策）の新設がＳＧ１７内で合意された。 

なお、主な重点項目は次のとおりである。 

  

ア セキュリティマネジメント 

  ＷＰ２課題７のセキュリティマネジメントでは、前会期勧告化した X.1051（通信事業者用

の情報セキュリティマネジメントシステム(ISMS-T)）の改訂作業を行っている。第２回ＳＧ

１７会合で、X.1051 は現行の要求事項からガイドラインの位置づけに変更することが合意さ

れた。改訂後の X.1051 では、情報セキュリティマネジメントに関する電気通信事業者特有の

事項をより一層充実させる必要があり、その方向に向けて審議が継続されている。 

 

イ ＳＧ１３との連携 

  ＳＧ１３の課題１５でＮＧＮのセキュリティに関する検討が行われている。２００６年１

月には、ＷＰ２会合をＳＧ１３会合と同時期に開催し、ＮＧＮセキュリティに関わる連携を

より強化することとなった。 

 

ウ 今会期からのセキュリティ課題 

  ＷＰ２課題６のサイバーセキュリティは今会期からの新規課題である。近年のインターネ

ットにおける新たな脅威から通信システムを保護するための具体的な技術対策を研究するこ

とを目的としている。また、第２回ＳＧ１７会合において課題１７（スパム対策）が正式に

承認され、活動を開始した。 

 

エ その他のセキュリティ課題 

  ＷＰ２課題８のテレバイオメトリクスでは、スイスからの提案であるＴＭＭＦ（バイオメ

トリクスの遠隔からの計測単位）、日本からの提案であるＴＳＭ（遠隔通信におけるバイオメ

トリクスを利用した本人認証システムの機構）、及び韓国からの提案であるＴＰＰ（遠隔通信

におけるバイオメトリクスデータの保護仕様）の３つのテーマを課題として審議が行われて

いる。ＷＰ２課題９では、安全な通信サービスの構築を目指して、ホームネットワークセキ

ュリティ、モバイルセキュリティ、ＲＦＩＤに関するセキュリティ、Ｐ２Ｐネットワークに

 



 

おけるセキュリティ、Ｗｅｂサービスセキュリティ等の検討が行われている。 

   

オ セキュリティワークショップ 

  第２回ＳＧ１７会合に先立ち、ＩＴセキュリティの標準化作業を促進させ、標準化機関の

間での協力関係を推進することを目的として、平成１７年１０月３日と４日にセキュリティ

ワークショップが開催された。その結果、ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１７として、以下の行動を検討す

ることになった。 

 ・ワークショップに参加した他の標準化機関の代表者と連携して、セキュリティの専門家の

ネットワークを構築する。 

 ・セキュリティに関連した標準の一覧（ロードマップ）を作成中であるが、初版をできるだ

け早く出版する。 

 

 



 

表８－１ ＳＧ１７会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１６年１０月～平成１７年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

X.501(1997) 

Corr. 3 
ディレクトリ：モデル 

WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.5.13 

X.501(2001) 

Corr. 1 
ディレクトリ：モデル 

WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.5.13 

X.511(1997)  

Corr. 3 
ディレクトリ：抽象サービス定義 

WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.5.13 

X.511(2001)  

Corr. 1 
ディレクトリ：抽象サービス定義 

WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.5.13 

X.518(2001) 

Corr. 1 
ディレクトリ：分散型処理手順 

WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.5.13 

X.680(2002) 

Corr. 1 
ＡＳＮ．１：基本表記詳細 

WP3 

Q.10 
改訂 

AAP 

2005.5.13 

X.691(2002) 

Corr. 1 

ＡＳＮ．１：エンコーディングルール：

ＰＥＲ詳細 

WP3 

Q.10 
改訂 

AAP 

2005.5.13 

X.692(2002) 

Corr. 1 

ＡＳＮ．１：エンコーディングルール：

符号化制御記法(ECN)仕様 

WP3 

Q.10 
改訂 

AAP 

2005.5.13 

X.891 ＡＳＮ．１の一般的なアプリケーショ

ン： 

インフォセット 

WP3 

Q.10 
新規 

AAP 

2005.5.13 

X.892  ＡＳＮ．１の一般的なアプリケーショ

ン： 

ウェブサービス高速化 

WP3 

Q.10 
新規 

AAP 

2005.5.13 

X.911 解放型分散処理：リファレンスモデル－

企業言語－ 

WP3 

Q.15 
改訂 

AAP 

2005.5.13 

X.952  

Corr.1 

オープン分散処理(ODP)－取引機能－

ＯＳＩディレクトリサービス利用時取

引機能の提供 

WP3 

Q.15 
改訂 

AAP 

2005.7.13 

X.525 ディレクトリ：応答 
WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.8.28 

X.530 
ディレクトリ：ディレクトリ管理のため

のシステム管理の利用 

WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.8.28 

 



 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

X.501(2001) 

Corr.2 
ディレクトリ：モデル 

WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.11.28 

X.511(2001) 

Corr.2 
ディレクトリ：抽象サービス定義 

WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.11.28 

X.520(2001) 

Corr.2 
ディレクトリ：属性タイプ 

WP1 

Q.2 
改訂 

AAP 

2005.11.28 

X.691(2002) 

Corr.2 

ＡＳＮ．１：エンコーディングルール：

ＰＥＲ詳細 

WP3 

Q.10 
改訂 

AAP 

2005.11.28 

X.694 

Corr.1 

ＡＳＮ．１：エンコーディングルール：

Ｗ３Ｃ ＸＭＬスキーマ定義 

WP3 

Q.10 
改訂 

AAP 

2005.11.28 

 

 



ＳＧ１７：セキュリティ、言語及び電気通信ソフトウェア
議　長 ：Mr. Herbert Bertine (米)
副議長 ：Mr. Byoung-Moon Chin (韓)、Mr. Jianyong Chen(中)、

　Mr. Ostap Monkewich (加)、Mr. Arve Meisingset (ﾉﾙｳｪｰ)、
　Mr. A Kremer(露)、渡辺 裕氏（宇都宮大学/KDDI)

ＷＰ１：オープンシステム技術
議　長 ：Mr. Byoung-Moon Chin(韓)

課題１ QoS管理機能を持つエンドツーエンドでの Mr.Shin-Gak Kang(韓)
マルチキャスト通信

課題２ ディレクトリサービス、ディレクトリシステム Mr.Erik Andersen(ﾃﾞﾝﾏｰｸ)
及び公開鍵/属性証明書

課題３ OSI (不在)

課題16 国際化されたドメイン Mr. Andrzej Bartosiewicz(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ）

ＷＰ２：電気通信セキュリティ
議　長 ：渡辺　裕氏(宇都宮大学/KDDI）

課題４ 通信システムセキュリティプロジェクト Mr. Mike Harrop(加)

課題５ セキュリティ体系及びフレームワーク Mr. Zachary Zelstan(米)
武智 洋氏(横河電機）Associate
Mr. KangMeng Chow(ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ)Associate

課題６ サイバーセキュリティ Mr. Abbie Barbir(加)

課題７ セキュリティマネジメント 中尾　康二氏（KDDI)

課題８ テレバイオメトリクス Ms. Shuling Liu(中)
磯部 義明氏（日立)Associate
Mr. Hakil Kim(韓）Associate

課題９ セキュア通信サービス Mr. Heung-Youl Youm(韓)

課題17 スパム対策 Mr. Jianyong Chen(中)

ＷＰ３：言語及び電気通信ソフトウェア
議　長 ：Mr. Ostap Monkewich(加)

課題10 ASN.1及び他のデータ言語 Mr. John Larmouth(英)

課題11 仕様及び実装言語 Mr. Rick Reed(英)
Mr. Joachim Fischer（独、ｱｿｼｴｲﾄ）

課題12 要求言語 Mr. Daniel Amyot (加)

課題13 システム技術言語のフレームワーク及びＵＭＬ Mr. Thomas Weigert(米)

課題14 テスト言語、方法論及びフレームワーク Mr. Dieter Hogrefe(独)
Mr. Sungwon Kang（韓、ｱｿｼｴｲﾄ）

課題15 開放型分散処理（ODP） Mr. Arve Meisingset(ﾉﾙｳｪｰ)

図８－１　ＳＧ１７の構成



 

  

 

移動通信ネットワーク委員会の活動状況報告 

 

１ 移動通信ネットワーク委員会の活動状況 

 (1) はじめに 

移動通信ネットワーク委員会は、ＳＧ１９（移動通信ネットワーク）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

移動通信ネットワーク委員会は、ＷＴＳＡ－０４（２００４年１０月）以降、次のとおり

７回の会合を開催した。 

・第１５回会合  平成１６年１１月２６日 

   ＷＴＳＡ－０４の結果が報告された。また、第１回ＳＧ１９会合の対処について、検

討が行われた。審議の結果、セクターメンバーからの寄書１件をＳＧ１９会合へ提出す

ることとなった。 

・第１６回会合  平成１７年２月２５日 

      第１回ＳＧ１９会合の結果が報告された。ＩＭＴ－２０００ハンドブックや勧告案

Q.FNAB についての質疑応答がなされた。 

    ・第１７回会合  平成１７年４月１８日 

    第２回ＳＧ１９会合の対処について審議が行われた。３月に開催された電子ラポータ

会合について等の質疑応答がなされた。 

  ・第１８回会合  平成１７年６月２０日 

    第２回ＳＧ１９会合の結果が報告された。勧告案 Q.FNAB や移動性管理についての質

疑応答がなされた。 

・第１９回会合  平成１７年８月２２日 

    第３回ＳＧ１９会合の対処について審議が行われた。移動性管理の議論の方向性につ

いて等の質疑が行われた。 

・第２０回会合  平成１７年１２月２日 

    第３回ＳＧ１９会合の結果が報告された。勧告案 Q.1741.5 について等の質疑応答が

なされた。 

・第２１回会合  平成１７年１２月２２日 

    第４回ＳＧ１９会合の対処について審議が行われた。ＳＧ１３やＳＧ１７との連携に

ついて等の質疑応答がなされた。 

    

２ ＳＧ１９会合の状況 

(1) はじめに 

ＳＧ１９は、ＩＴＵ電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）において「ＩＭＴ-２０００及び

将来の移動通信並びにモビリティ」に関する課題を研究対象としている。 

 



 

ＳＧ１９には、現在５つの課題が設定されている。ＳＧ１９における検討体制を図９－１

に示す。 

 

(2) 会合の開催状況 

  ・第１回全体会合  平成１６年１２月１３日～１６日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：１８か国、１国際機関、４０名（うち日本から５名） 

   ・第２回全体会合  平成１７年５月３日～６日 

    開催地：ジュネーブ（スイス） 

    出席国及び出席者数：１５か国、１国際機関、４０名（うち日本から５名） 

   ・第３回全体会合  平成１７年９月５日～９日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：２０か国、１国際機関、４１名（うち日本から４名） 

 

(3) 検討状況 

平成１６年１０月から平成１７年１２月までに、決議１及び勧告 A.8 の適用により郵便投

票又は代替承認手続き（ＡＡＰ）にて承認された勧告は、表９－１に示すとおり、新規２件

となっている。 

なお、重点項目の検討状況は次のとおりである。 

 

ア Q.2/19、Q.5/19、Q.6/13 合同会合 

ＦＭＣ及びモビリティに関する議論を行うため、ＳＧ１９の課題２、課題５及びＳＧ１

３の課題６に関する合同会合が、第１回ＳＧ１９会合期より行われている。議長はＳＧ１

９Ｑ．２ラポータ Khatbi 氏、副議長はＳＧ１９Ｑ．５ラポータ Hollander 氏及びＳＧ１３

Ｑ．６ラポータ Baofeng Zhang 氏が務めている。第３回ＳＧ１９会合期の合同会合で、移

動性管理の長期的な目標については、System Beyond IMT-2000 と NGN で本質的な相違は

ないことが合意された。ＦＭＣについては、両方のフレームワーク上、重要な項目である

ことが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

表９－１ ＳＧ１９会合等において承認（削除）された勧告一覧 

（平成１６年１０月～平成１７年１２月） 

 

勧告番号 

 

勧告名 

関連ＷＰ

関連研究

課題 

新規/ 

改訂/ 

削除 

 

備考 

Q.1742.4 

ANSI-41 発展形コア網＋CDMA2000 ア

クセス網への IMT-2000 参照（2004 年 6

月 30 日承認） 

Q.3 新規 
AAP 

2005.5.5 

Q.1741.4 

GSM 発展形 UMTS コア網＋UTRAN ア

クセス網のリリース６への IMT-2000 参

照 

Q.3 新規 
AAP 

2005.10.28 

 

 

 



ＳＧ１９：ＩＭＴ－２０００及び将来の移動通信並びにモビリティ研究関連
議　長 ：Mr. John Visser (加)
副議長 ：Mr. Maurice Ghazal(ﾚﾊﾞﾉﾝ)

：Mr. Kiritkumar Lathia(伊)
：Mr. Young Kyun Kim（韓)
：田村　基（NTTﾄﾞｺﾓ)
：Mr. Bruno Ramos（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ）
：Mr. Konstantin Trofimov(露)
：Mr. Patrick F. Masambu(ｳｶﾞﾝﾀﾞ）

課題１ サービス及びネットワーク能力の要求条件並びに Mr. Bruno Ramos(ﾌﾞﾗｼﾞﾙ)
ネットワークアーキテクチャ

課題２ 移動性管理 Mr. Farrokh Khatibi(米)

課題３ 既存及び発展するIMT-2000システムの確認 Mr. Ilkka Hyvarinen(ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ)

課題４ IMT-2000ハンドブックの準備 Mr. Maurice Ghazal(ﾚﾊﾞﾉﾝ)

課題５ 発展する固定網と発展するIMT-2000システムの融合Mr.Kees den Hollander(韓)

図９－１　ＳＧ１９の構成



 

 

 

作業計画委員会の活動状況報告 

 

１ 作業計画委員会の活動状況 

(1) はじめに 

作業計画委員会は、ＴＳＡＧ（電気通信標準化アドバイザリグループ）を担当している。 

 

(2) 会合の開催状況 

作業計画委員会は、今会期開始以降、次のとおり４回の会合を開催した。 

・第１４回会合  平成１７年２月２３日 

第１回ＴＳＡＧ会合及びＩＰＲアドホック会合への対処方針について審議が行われた。 

審議の結果、日本寄書１件及びセクターメンバーからの寄書１件をＴＳＡＧ会合へ提出

することとなった。 

・第１５回会合  平成１７年６月６日 

第１回ＴＳＡＧ会合の結果報告が行われ、ＳＧ再編や今後の方針等に関する質疑応答

が行われた。また、作業計画委員会の下に作業計画ワーキンググループを設置すること

が合意された。 

・第１６回会合  平成１７年１０月１９日 

第２回ＴＳＡＧ会合及びＩＰＲアドホック会合への対処方針について審議が行われた。 

審議の結果、日本寄書３件及びセクターメンバーからの寄書２件をＴＳＡＧ会合へ提出

することとなった。 

   ・第１７回会合  平成１７年１２月２０日 

     第２回ＴＳＡＧ会合の結果報告が行われ、勧告承認手続きやネットワークＲＦＩＤの

検討に関する質疑応答が行われた。 

 

２ ＴＳＡＧ会合の状況 

(1) はじめに 

ＴＳＡＧは、ＩＴＵ電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）における標準化活動の優先事項、

計画、運営、財政及び戦略について検討し、ＩＴＵ電気通信標準化局長に助言を行う機関で

ある。 

ＴＳＡＧには課題が設置されていないが、４分野のテーマについて検討を行うために４つ

のＷＰが設置されているほか、必要に応じアドホックグループを設置して審議を行っている。 

また、ＴＳＢ局長主催のＩＰＲ（知的財産権）アドホックグループを設置して、ＴＳＡＧ

会合に先立ち、特許関係、ソフトウェア著作権関係等について検討を行っている。ＴＳＡＧ

及びＩＰＲアドホックグループの検討体制を図１０－１に示す。 

 

 (2) 会合の開催状況 

 



 

・第１回全体会合  平成１７年３月１４日～１８日 

開催地：ジュネーブ（スイス） 

出席国及び出席者数：３７か国、４機関、１２６名（うち日本から１４名） 

・第２回全体会合  平成１７年１１月７日～１１日 

    開催地：ジュネーブ（スイス） 

    出席国及び出席者数：３５カ国、１機関、１３５名（うち日本から１５名） 

 

 (3) 検討状況 

平成１７年１月から平成１７年１２月までに、承認された勧告はない。 

重点項目ごとの検討状況は次のとおりである。 

 

ア 次世代ネットワーク検討体制 

  ＷＴＳＡ－０４により編成された次世代ネットワーク（ＮＧＮ）標準化検討体制につい

ては、２００６年までに見直すこととされていることから、第２回ＴＳＡＧ会合において、

今後の体制について議論されたが、日本、英国の主張のとおり、現状のＳＧ体制を維持し

て、ＮＧＮ－ＧＳＩ（Global Standards Initiative）として審議を継続・強化することで

合意された。 

 

イ ホームネットワークの標準化 

     情報家電のネットワーク化の推進を図るためのホームネットワークの標準化体制につ

いては、従来の調整（ＪＣＡ：Joint Coordination Activity）活動を継続するとともに、

DSＬフォーラムなど外部のホームネットワーク関係組織との連携強化を図ることと外部へ

のアピールのために「ホームネットワーク・イニシアチブ」という呼称を用いること、「ホ

ームネットワーク・アーキテクチャ」及び「ＱｏＳ及び Terminology」の二つのタスクグ

ループを設置することが第２回ＴＳＡＧ会合で合意された。 

 

ウ ネットワークＲＦＩＤの標準化 

ネットワークＲＦＩＤについては、日本提案をきっかけにネットワークＲＦＩＤについ

ての、ＩＴＵにおける標準化項目を具体化すべく、コレスポンデンスグループでメールベ

ースの審議を継続･強化することで合意した。この審議において、日本と韓国が取りまとめ

役となっており、両国で連携して検討を推進することとしている。なお、平成１８年２月

にネットワークＲＦＩＤに関するワークショップが開催され、ＩＴＵ内外の関係者から、

現在の取り組みが紹介された。我が国からは、政府及び民間の取り組みを紹介し、検討の

促進を図った。 

   

エ ＩＴＵ－Ｔの戦略計画 

    ＩＴＵ戦略計画のＩＴＵ－Ｔ関連部分は、第１回ＴＳＡＧ会合ではＷＰ４（戦略計画）

で審議されたが、ＷＰ２とＷＰ４が統合され、第２回ＴＳＡＧ会合からは、ＷＰ２で審議

 



 

されることとなった。戦略計画では、ＩＴＵ－Ｔのミッションステートメント、７つの

Objectives、Objectives と Output とのリンケージ、Output の優先度付けの案を作成し、２

００６年の理事会に提出予定である。 

 

オ 特許関係（ＩＰＲアドホックグループ） 

    第１回ＴＳＡＧ会合時にＩＰＲアドホックグループ会合において、Reciprocity や

Royalty の定義も含め、全ての特許宣言書の改訂が行われた。また、標準に多数の必須特

許が含まれるような、複雑な特許問題に関しては、日本のセクターメンバーから解決方法

を提案し、継続して審議が行われている。 

 
カ 手続き関連 

規制・政策に関係しないＩＴＵ－Ｔ標準（勧告）については、電子的な手段による承認

手続き（ＡＡＰ）が導入されており、２００４年に開催された世界電気通信標準化総会（Ｗ

ＴＳＡ－０４）において、二か国以上の反対がない限り承認されるように手続きが改正さ

れた。 

改正に反対していた米国はＷＴＳＡ－０４後も、加盟国主権の制約にあたるなど様々な

理由を挙げて、改正前と同様に一国でも拒否できるようにすべきと強く主張し、大きな議

論となった。この一国拒否権問題（Single Member State Veto）について、第２回会合で

は、ＴＳＢ局長、ＴＳＡＧ議長を中心に主要各国が妥協案を探り、規制・政策的意味合い

が含まれる疑いがあると一国でも加盟国が懸念を示した場合には、郵便投票（ＴＡＰ）又

はＡＡＰのやり直しに移る仕組みを追加することで合意に達した。本件は現在、郵便投票

の手続き中である。 

 

 



ＴＳＡＧ：電気通信標準化アドバイザリグループ
議　長 ：Mr. Gary Fishman(米)
副議長 ：Mr. Jacques Boulvin(仏)

：Mr. Nabil Kisrawi(ｼﾘｱ)
：Mr. Andrea Macchioni(伊)
：Mr. Oleg Mironnikov(露)
：岡村　治男（SCAT）
：Mr. Aboubakar Zourmba(ｶﾒﾙｰﾝ)

ＷＰ１：作業方法
議　長 ：Mr. Jacques Boulvin(仏)

ＷＰ２：作業計画、計画管理及び戦略
議　長 ：岡村　治男（SCAT）

ＷＰ３：電子的作業方法、公開方針
議　長 :Mr. Stephen J.Trowbridge(米)

ＷＰ４：外部機関との標準化協力、先端技術調査
議　長 ：Mr. Andrea Macchioni(伊)

ＩＰＲ Ad Hoc Group：知的財産権アドホックグループ
議　長 ：Mr. Houlin Zhao電気通信標準化局長(中)

図１０－１　ＴＳＡＧ及びＩＰＲアドホックグループの構成



 
 
 
 
 
 
 
 

３ ＩＴＵ－Ｔ部会審議状況報告概要 



 
 
 
 
 
 
 
 

３ ＩＴＵ－Ｔ部会審議状況報告概要 



ＩＴＵ－Ｔ部会の任務と構成

「国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）の活動へ

の対処について」（電気通信技術審議会諮問第２号）

「国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）の活動へ

の対処について」（電気通信技術審議会諮問第２号）

Ⅰ ITU-Tの活動のうち技術に関する事項について、我が国の主張あるい

は意見を取りまとめるとともに、的確な対処を行うための審議を行う。

Ⅱ 世界電気通信標準化総会(WTSA)に提出される勧告案等に対する評価

及びITU-Tの研究課題の望ましい作業計画について審議を行う。

○審議事項

○具体的な任務

○構成

ＩＴＵ－Ｔの研究委員会（ＳＧ）構成に応じて、ＩＴＵ－Ｔ部会の下に１０の委員会

を設置し審議。



○日本メンバーからの提出寄書件数（平成１６年１０月～平成１７年１２月)
全体１７５８件のうち１６６件 （うち日本寄書３６件） （全体の９．４％）

○ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ等会合への延べ参加者数(平成１６年１０月～平成１７年１２月)
全体２９１４名のうち日本から３０３名（全体の１０．４％）

○承認された勧告数

新規１１６件、改訂１２３件、削除１件

（うち電子的手続きＡＡＰにより迅速に承認されたもの 新規１１３件、改訂１１８件）

○ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ等における日本からの役職者数

ＳＧ議長 ２名、 ＳＧ副議長 ８名、 ＷＰ議長 ７名、 ラポータ等 ２５名

ＩＴＵ－Ｔ部会の審議概要

ＷＴＳＡ－０４（平成１６年１０月）以降、ＩＴＵ－Ｔの今研究会期（平成２０年までの４年間）の１

年目である昨年末までの期間では、次世代ネットワーク（ＮＧＮ）、光伝達網、セキュリティ等

をはじめとして、幅広く我が国の対処を各委員会において審議。これらの結果に基づき、以

下のとおり、多数の寄書を提出するなど貢献してきたところ。

この間、各委員会は合計４６回の会合を、またＩＴＵ－Ｔ部会は２回の会合を開催。

ＷＴＳＡ－０４（平成１６年１０月）以降、ＩＴＵ－Ｔの今研究会期（平成２０年までの４年間）の１

年目である昨年末までの期間では、次世代ネットワーク（ＮＧＮ）、光伝達網、セキュリティ等

をはじめとして、幅広く我が国の対処を各委員会において審議。これらの結果に基づき、以

下のとおり、多数の寄書を提出するなど貢献してきたところ。

この間、各委員会は合計４６回の会合を、またＩＴＵ－Ｔ部会は２回の会合を開催。



主な検討項目の審議概要（１） ～番号の越境利用（ＳＧ２）～

移動体端末の識別のために使用される移動体通信用国番号(MCC)に関して、移動体端末に他国のMCCを付与した
事例がカリブ海諸国の一部において判明しており、SG2では、番号の越境利用により生じる様々な問題について、

検討が行われている。 （サービス・ネットワーク運用委員会）

携帯電話では、ダイヤルされた電話番号を移動体端末識別番号に変換してルーチングを行う。国際移動体端末識別番号(IMSI)は、移動
体通信用国番号(MCC)、当該国内での移動体通信網識別番号(MNC)及び移動体端末識別番号(MSIN)から構成されており、ルーチングの
際に移動体端末を国際的に一意に特定するために利用されている。（MCCについては、勧告E.212で規定。）

ＳＧ２では、移動体通信用国番号の越境利用の事例について照会する回章を各国に配布し、関係国以外からも寄書を募り、引き続き議
論を行い、第３回ＳＧ２会合（平成１８年５月）までに一定の整理を図る予定。

図１：IMSIの構造とフォーマット

MCC MNC MSIN

３桁 ２～３桁 最大１０桁

IMSI:最大１５桁

IMSI International Mobile Subscriber Identity

MCC Mobile Country Code

MNC Mobile Network Code

MSIN Mobile Subscriber Identification Number

A国
B国

他国で自国の設備・端末識別番号を利用可能

440 05 123467890

図２：越境利用の概念図

制御局
A国のIMSIを使用

IMSIを使用

A国と直結した設備



主な検討項目の審議概要（２）～ホームネットワークにおけるＥＭＣ(ＳＧ５)～

ＳＧ５では、 ＷＴＳＡ-04においてホームネットワークが重要課題とされたことを受けて、ホームネットワーク
におけるＥＭＣ（電磁的両立性）の検討が開始され、第２回ＳＧ５会合（平成１７年６月）で、テクニカルセッ
ションが開催されるなど、積極的な審議が行われている。 （電磁防護・屋外設備委員会）

高速な通信機器が家電品をはじめ多くの機器に組み込まれることにより、ホームネットワークでは多数の妨害源と多数
の影響を受ける装置が非常に近接した状態に設置される。このため、以下の点を中心として議論が開始されている。

①住宅における電磁環境についてのデータの収集

②ＥＭＣ規定の適用方法

③ＥＭＣ問題が発生した場合の責任範囲と管理方法

なお、本課題のラポータは日本が務めている。

配電システム

光ファイバまたは
メタリックケーブル

ONU 又は

モデム

ゲートウェイ

ゲーム

コントローラ

家電

AV機器

避雷器

サーバ DB

アクセスネットワーク

Data,
Recipe

インターネットへの容易
なアクセス

・多種類の無線・有線通信が使用される
・伝送周波数が高周波側へシフト

システムが相互に近接する

多数の機器が相互に接続される

““システムが問題なく動作するようにシステムが問題なく動作するように””
-- ホームネットワークでホームネットワークでEMC EMC 問題問題による誤動作が無いような規定による誤動作が無いような規定
-- EMCEMC対策方法の確立が必要対策方法の確立が必要

““他のシステムへの妨害を発生しない他のシステムへの妨害を発生しない””
-- 装置への適切なエミッション規定装置への適切なエミッション規定
-- 特に無線システムへの妨害を発生させないような対策が特に無線システムへの妨害を発生させないような対策が

必要必要

既存配線の再利用

不要放射の増加
→放送無線等への影響



主な検討項目の審議概要（３） ～超高解像度大画面映像の伝送方式（ＳＧ９）～

ＳＧ９において、大規模スクリーンを対象とするＨＤＴＶを超える解像度の画像（拡張ＬＳＤＩ）の符号化伝送
方式が検討されてきた結果、第２回ＳＧ９会合（平成１７年１０月）にて勧告案が採択され、平成１７年１１月
に勧告J.601として承認された。 （ケーブル網・番組伝送委員会）

• 4Kx2K, 8Kx4Kの画像フォーマットに対応
• 符号化コーデックとしては，H.264, JPEG2000を基本とし，並列MPEG-2にも対応
• 伝送媒体は，IP/non-IP双方に対応（TS, TS over IP, RTP over IP等）
• ITU-R SG6では、次回ＳＧ会合において、拡張ＬＳＤＩの画像フォーマットの勧告化に合意の見込み。

IP Network

IP Network

Content
Server

Studio

Primary
Distribution

Digital Cable Television Network

Optical Fiber

Studio

Archiver

Home

Museum
Theatre

Home

HallTheatre

Home

Digital
Cinema
Content
Server



主な検討項目の審議概要（４） ～次世代ネットワーク（ＮＧＮ）の標準化（ＳＧ１３等）～

現在の電話網に代わる次世代のオールIP型ネットワークである次世代ネットワーク（NGN）は、
ITU-Tの今研究会期における最も重要な標準化課題。SG13を中心にSG11等の関連SGが連携し

て、段階的に標準化を推進している。 （次世代ネットワーク委員会）

NGN
リリース3

NGN
リリース2

(*)

対象とするサービス

NGN リリース1
End of 2005

IMS(IP Multimedia 
Subsystem)
の技術をﾍﾞｰｽとす
る
→3GPPで標準化

された第３世代移
動通信システム
（UMTS）のコア

網制御技術

具備する能力
（機能）

End of 2006 (TBD)

(*) リリース１の対象サービス

・インタラクティブ（リアルタイム音声、映像、マルチメディア会議、データ通信 等）
・非インタラクティブ（遠隔操作、ブロードキャスト／マルチキャスト 等）
・その他（ＶＰＮ、緊急通信（ＥＴＳ） 等）

FGFG--NGNNGNによる検討
■ FG-NGN

NGN検討の加速化を目的として平成16年5
月にNGNフォーカスグループ(FG-NGN)を
設置。NGNリリース１の検討を推進。

NGNNGNリリース１勧告化リリース１勧告化

■ FG-NGN最終会合（平成17年11月）にお
いてNGNリリース１の主要文書（スコープ、
要求条件、アーキテクチャ、セキュリティ
要求条件、移行シナリオ等）に合意

■ 次回SG会合（平成18年7月開催予定）に
おいてリリース１勧告化の見込み

NGNNGN--GSIGSIによる検討による検討
■ NGN-GSI

平成18年からは、NGNの関連ＳＧが同時
期に会合を開催するNGN-GSI（NGN 
Global Standard Initiative）体制により検
討が推進される。

■NGN-GSI神戸会合：
平成１８年４月２２日～２７日

ＮＧＮワークショップ（神戸）：
平成１８年４月２０日～２１日

※フォーカスグループ(FG)
SGの特定課題の検討を加速するため、参加メンバや開催頻度など
柔軟な検討の場を提供する時限の検討体制。各種フォーラム活動
の検討結果を円滑にITU-Tに盛り込むことが可能。



10Gbイーサネットサービスにおいて、10GbE-LANPHY転送方式をベースとした広域転送サービスが
進展する中、ＳＧ１５では、10GbE-LANPHY信号を次世代光ネットワーク（OTN: Optical Transport 
Network）に直接収容することが可能な新規ビットレートによる完全トランスペアレントな転送方式
について、早期勧告化を目指して検討を行っている。 （伝達網・品質委員会）

E-NNI

10GbE-
LANPHY

通信事業者A 通信事業者B

OTN網

10GbE-LANPHY信号を特別な処理を行わず（完全トランスペアレント）にＯＴＮ
に直接収容して、通信事業者間の接続性を確保し、光広域イーサネット網にお
けるＥnd-Endのサービスを普及させるためには国際標準化が必須。

10GbE-
LANPHY

OTN網

10GbE-LANPHYの

OTNへの直接収容

通信事業者間の相

互接続性の確保

10GbE-LANPHY： IEEE802.3aeとして標準化された転送速度毎秒
10Gbのイーサネット物理層に関する規格の一つ。

主な検討項目の審議概要（５） ～ 10GbE-LANPHY転送方式の標準化（ＳＧ１５）～



主な検討項目の審議概要（６） ～電気通信アクセシビリティ（ＳＧ１６）～

ＳＧ１６では、高齢者・障害者によるIT利用機会も急速に増えていることから、障害や心身の機能

の状態にかかわらず利用者が電気通信機器及びサービスを円滑に利用できるようにしていくため、
日本の先導により「電気通信アクセシビリティガイドライン」の勧告化作業が進められている。

ＳＧ１６第３回会合（平成18年4月）

「電気通信アクセシビリティガイドライン」の勧告化を予定

ＳＧ１６第３回会合（平成18年4月）

「電気通信アクセシビリティガイドライン」の勧告化を予定

高齢者や障害者を含め誰もが容易にＩＣＴを利用

できるよう情報通信アクセシビリティを確保・向上

させるためのガイドラインを作成

高齢者や障害者を含め誰もが容易にＩＣＴを利用高齢者や障害者を含め誰もが容易にＩＣＴを利用

できるよう情報通信アクセシビリティを確保・向上できるよう情報通信アクセシビリティを確保・向上

させるためのガイドラインを作成させるためのガイドラインを作成

ＳＧ１６第２回会合（平成17年7月）

ガイドライン案の内容の充実を図るため、日本寄書「高齢
者・障害者に対する電気通信アクセシビリティガイドライン
案の修正提案」に基づき審議

ＳＧ１６第２回会合（平成17年7月）

ガイドライン案の内容の充実を図るため、日本寄書「高齢
者・障害者に対する電気通信アクセシビリティガイドライン
案の修正提案」に基づき審議

課題２６中間会合（平成17年4月）

日本寄書をベースにガイドラインの内容充実を図り、改訂
版を作成

課題２６中間会合（平成17年4月）

日本寄書をベースにガイドラインの内容充実を図り、改訂
版を作成

ＳＧ１６第１回会合（平成16年11月）

日本寄書「電気通信機器及びサービスに関する高齢者・
障害者等へのアクセシビリティ配慮設計ガイドラインの検
討・作成についての提案」により検討が開始される

ＳＧ１６第１回会合（平成16年11月）

日本寄書「電気通信機器及びサービスに関する高齢者・
障害者等へのアクセシビリティ配慮設計ガイドラインの検
討・作成についての提案」により検討が開始される

（マルチメディア委員会）



主な検討項目の審議概要（７） ～ネットワークセキュリティ関連（ＳＧ１７）～

ＳＧ１７ではＷＰ２においてセキュリティ関連の７つの課題が審議されている。特に、今研究会
期からサイバーセキュリティの課題６、スパム対策の課題１７が設定されるとともに、課題７では
通信事業者用の情報セキュリティマネジメントシステムの改訂作業が行われており、高まるセキュ
リティの重要性に対応していく予定。 （セキュリティ・言語委員会）

ＷＰ２ セキュリティ Ｑ４ 通信システムセキュリティプロジェクト（他の活動との連携等）

Ｑ５ セキュリティアーキテクチャ等（次世代の体系化等）

Ｑ６ サイバーセキュリティ（サイバー攻撃対策等）

Ｑ７ セキュリティマネジメント（セキュリティリスク管理等） ラポータ：ＫＤＤＩ 中尾氏

Ｑ８ テレバイオメトリクス（生体認証ＰＫＩ等）

Ｑ９ セキュア通信サービス（モバイルセキュリティ等）

Ｑ１７ スパム対策

議長：ＫＤＤＩ渡辺氏

アソシエートラポータ：横河電機 武智氏

アソシエートラポータ：日立 磯部氏

課題６検討事項
・ぜい弱性情報の標準化
・スパイウェア、ワーム、Botsなどの対策規格
・インシデントマネジメント技術規格

等

課題７検討事項
・X.1051（通信事業者用の情報セキュリティマネ

ジメントシステム(ISMS-T))の改訂作業



平成１７年３月 ＴＳＡＧ第１回会合において、幅広く課題の抽出を行い検討の

進め方を議論するため、SG15のWP議長をリーダとし各SG議長

をメンバーとするJCA-HN（Joint Coordination Activity on 

Home Networking）を結成。

平成１７年１０月 ワークショップを開催（前田SG１５議長がコーディネータとして

参加）

平成１７年１１月 外部へのアピールとしてHNI (Home Network Initiative)という呼

称を用い、他標準化との連携を推進することに合意。

平成１７年３月 ＴＳＡＧ第１回会合において、RFIDに関する取組みを検討する

コレスポンデンスグループ（CG)を設置

平成１７年１１月 ・ 第２回会合にてCGの継続を決定

・ 次回TSAG会合までに作成する報告文書のテーマを決定

「標準化課題の検討」（エディタ：YRPユビキタス研究所 越塚助教授）

「ビジネスモデルとサービスシナリオ」（エディタ：日立製作所 櫻井部長）

平成１８年２月 ワークショップおよびＣＧの会合を開催。報告文書作成。

主な検討項目の審議概要（８） ～新しい標準化課題への対応（ＴＳＡＧ）～

TSAGにおいて、ネットワークRFID及びホームネットワークという既存のＳＧの領域をまたがる新
たな標準化課題への対応について審議中。また、NGNの検討体制については、現状のＳＧ体制を

継続することで合意。 （作業計画委員会）

ネットワークRFID

ホームネットワーク

実績 ・ TSAGへ寄書提出

・ ワークショップを

リード

今後 ・ ITU-T/SGの課題

を明確化

・ 標準化の推進

日本の対応

実績 ・ リードＳＧに関して

国内議論

・ ワークショップに

参加

今後 ・ ＩＴＵ-Ｔ/SGの課題

を明確化（国内コン

センサスの形成）

・ 標準化の推進

日本の対応



今後の対応

ＩＴＵ－Ｔがグローバルな標準化機関として中核的な役割を果たし続けるために、引き続き作業方法の
改善に係る提案、ネットワークＲＦＩＤやホームネットワークなど新たな標準化課題への取組みに係る
提案等を行い、ＩＴＵの効率化・活性化がさらに進められるよう、積極的に寄与していく予定。

１．ＩＴＵ－Ｔの標準化活動に関わる課題への対応

２．ＳＧ、ＷＰ等への対応

ユビキタスネット社会の基盤となるＮＧＮ、光伝達網、セキュリティなど、様々な標準化課題について、
ＩＴＵ－Ｔ部会各委員会における調査を通して、今後も引き続き各ＳＧ、ＷＰ等における審議に積極的
に寄与していく予定。

３．ＩＴＵ－Ｔ局長選挙への対応

本年１１月のＩＴＵ全権委員会議でのＩＴＵ－Ｔ局長選挙に井上友二氏が立候補しており、ＳＧ、ＷＰ等に
おける標準化活動へのなお一層の積極的な参画を通じて支持獲得に協力していく予定。



ＩＴＵ－Ｔの活動

国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）では、電気通信を世界的

規模で標準化するために、技術、運用及び料金についての研究を行っている。

これらの研究は、分野ごとに分かれた研究委員会（ＳＧ：Ｓｔｕｄｙ Ｇｒｏｕｐ）によ

り実施される。また、４年間を１つの研究会期としており、研究会期毎に具体

的な研究課題を各ＳＧに割り当てて、研究を実施している。

国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）では、電気通信を世界的

規模で標準化するために、技術、運用及び料金についての研究を行っている。

これらの研究は、分野ごとに分かれた研究委員会（ＳＧ：Ｓｔｕｄｙ Ｇｒｏｕｐ）によ

り実施される。また、４年間を１つの研究会期としており、研究会期毎に具体

的な研究課題を各ＳＧに割り当てて、研究を実施している。

各ＳＧで研究された成果は、ＩＴＵ－Ｔ勧告として採択され、電気通信に関す

る国際標準となる。全世界の電気通信システムは、基本的に、国際標準で

あるＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠したものとなっている。

このため、非常に優れた技術が開発された場合であっても、ＩＴＵ－Ｔにおい

て勧告として採択されて国際標準にならなければ、世界的に通用しない状況

となる。

ＩＴＵ－Ｔにおける国際標準

別紙１



ＩＴＵ－Ｔの構成

SG2 サービス提供、ネットワーク及び性能の運用側面

サービス定義、ナンバリング、ルーティング関連

SG4 電気通信管理

ＴＭＮ（電気通信管理網）関連

SG5 電磁的環境影響に対する防護

電磁環境の影響に対する防護関連

SG6 屋外設備及び関連屋内装置

腐蝕及び他の破損からの防護等の屋外設備及び屋内装置関連

SG9 統合型広帯域ケーブルネットワーク及び映像・音声伝送

ケーブルテレビ網による放送・通信サービス並びに有線によるテレビ・音声番組の素材伝
送及び分配関連

SG11 信号要件及びプロトコル

信号及びプロトコル、ＩＮ(インテリジェント・ネットワーク)関連

SG3 電気通信の経済的及び政策的事項を含む料金と会計原則

計算料金制度改革、清算原則関連

SG17 セキュリティ、言語及び電気通信ソフトウェア

電気通信セキュリティ並びに言語及び記述技術関連

SG12 性能及びサービス品質

性能及びサービス品質関連

SG13 ＮＧＮ アーキテクチャ、展開及び融合

ＮＧＮ及び衛星関連

SG15 光及びその他の伝達網

アクセス網及び光技術関連

SG19 移動通信ネットワーク

ＩＭＴ－２０００を含む将来の移動通信及びモビリティ研究関連

SG16 マルチメディア端末、システム及びアプリケーション

マルチメディア端末、システム、プロトコル及び信号処理を含むマルチメディ
ア・サービス及びアプリケーション関連

TSAG 電気通信標準化アドバイザリグループ

ITU-Tの活動の作業方法、優先事項、計画について審議･検討

全権委員会議ＰＰ
最高意思決定機関

世界電気通信標準化総会 WTSA
研究課題設定、勧告の承認

研究委員会 ＳＧ

（４年毎に開催）

（４年毎に開催）
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ＩＴＵ－Ｔ部会名簿 別紙３



情報通信審議会

情報通信技術分科会

ＩＴＵ－Ｔ部会

（会長：庄山 悦彦 ㈱日立製作所社長）

（部会長：酒井 善則 東京工業大学教授）

（分科会長：宮原 秀夫 大阪大学総長）

ＩＴＵ－Ｔ部会の構成

サービス・ネットワーク運用委員会（担当：ＳＧ２）

網管理システム・保守委員会（担当：ＳＧ４）

電磁防護・屋外設備委員会（担当：ＳＧ５、ＳＧ６ ）

移動通信ネットワーク委員会（担当：ＳＧ １９）

作業計画委員会（担当：ＴＳＡＧ）

（主査：相田 仁 東京大学教授）

（主査：加藤 聰彦 電気通信大学助教授）

（主査：日髙 邦彦 東京大学教授）

（主査：竹中 豊文 日本大学教授）

（主査：平松 幸男 大阪工業大学教授）

伝達網・品質委員会（担当：ＳＧ１２、ＳＧ１５ ） （主査：三谷 政昭 東京電機大学教授）

次世代ネットワーク委員会（担当：ＳＧ１１、ＳＧ１３ ） （主査：淺谷 耕一 工学院大学教授）

（主査：相澤 清晴 東京大学教授）マルチメディア委員会（担当：ＳＧ１６ ）

（主査：松本 修一 ㈱ＫＤＤＩ研究所取締役）

セキュリティ・言語委員会（担当：ＳＧ１７ ） （主査：小松 尚久 早稲田大学教授）

ケーブル網・番組伝送委員会（担当：ＳＧ９ ）
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寄書提出状況(H16.10-H17.12) 別紙５



ＳＧ会合等出席者数 別紙６



勧告化の状況 別紙７



ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ等における日本からの役職者（敬称略） 別紙８



ＩＴＵ－Ｔと主な標準化機関／フォーラムとの連携 参考

[地域/国内標準化機関］ [フォーラム等］

ＩＥＥＥ

ＤＳＬフォーラム

ＯＡＳＩＳ

Ｗ３Ｃ

ＩＰｖ６フォーラム

ＩＳＯＣ/ＩＥＴＦ

SMPTE

ＣＣＳＡ（中国）

ＥＴＳＩ（欧州）

ＴＴＡ（韓国）

ＴＴＣ（日本）

NIST（米）

ＥＣＭＡ（欧州）

ＡＲＩＢ（日本）

ＪＣＴＥＡ（日本）

ＡＴＩＳ（米）
ＴＩＡ（米）

ＩＴＵ－ＴＩＴＵ－Ｔ

ＡＴＭフォーラム

ＤＳＬ

Ｇｂイーサネット

インターネット

映像

ＴＣＰ/ＩＰ

ＷＷＷ

ＸＭＬ

ＡＴＭ

ＮＧＮ等幅広く情報交換・文書参照
について協力関係を構築

分野毎に情報交換・文書参照について
協力関係を構築



 
 
 
 
 
 
 
 

４ 参考資料 用語解説 

 



 

用語解説 

 

サービス・ネットワーク運用委員会（ＳＧ２関連） 

ＥＮＵＭ 

 

【Telephone Number Mapping】電話番号を用いてインターネット上の

様々なアプリケーション（電話、電子メール等）のアドレス情報を結

びつけるための仕組み。 

ＩＭＳＩ 【International Mobile Subscriber Identity】移動加入者識別番号。

携帯電話網において個々の端末を識別するために利用される最大１５

桁の電気通信番号。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．２１２で規定されている。 

ＭＣＣ 【Mobile Country Code】移動国番号。ＩＭＳＩのうち先頭の３桁を指

し、国を識別するコード。日本は 440 あるいは 441 

ＭＮＣ 【Mobile Network Code】移動ネットワークコード。ＩＭＳＩのうちＭ

ＣＣに続く２～３桁で事業者を識別するコード。 

ＩＤＮ 【Internationalized Domain Name】国際化ドメイン名。世界各国の言

語の文字で標記されるドメイン名、またはそのようなドメイン名を使

用可能にするための技術仕様。 

網管理システム・保守委員会（ＳＧ４関連） 

ＴＭＮ 【Telecommunications Management Network】電気通信管理網。電気通信

ネットワークを正常に保って運用するための概念。 

ｅＴＯＭ 【Enhanced Telecom Operations Map】テレコム事業者の業務プロセスを

分析し、業務ブロックに分類したマップを定義・図示したＴＯＭに関し、

カバーする範囲を大きく拡張したもの。通信網管理技術を検討するＴＭＦ

（TeleManagement Forum）が提案している。 

ＨＭＩ 【Human Machine Interface】人間と機械を取り持つインターフェース。

電磁防護・屋外設備委員会（ＳＧ５、ＳＧ６関連） 

ＥＭＣ 【Electromagnetic Compatibility（電磁的両立性）】 

電子機器等により発生する電磁波が他の機器等に影響を及ぼしたり、逆に他

の機器等からの電磁波により当該機器等が誤動作したりしない能力。 

ＶＤＳＬ 【Very high speed digital subscriber line】 

既存の電話線を使用し、双方向で最大速度 15Mbps/0.6km、最大距離

1.5Km/1Mbps(いずれも理論値)の通信を可能にする技術。ITU-T G.993.1 に規

定されている。 

インサービス 通信サービスを中断することなく、定期的に光パルス試験を実施し、光ファイバ

伝送特性の異常を検知しアラーム情報を表示するサービス 

ＱＲコード バーコードと比べ表示面積が小さくても情報量を多くすることができる２次元コ

ード。ISO/IEC18004,JIS-X-0510 として規格化。 

ハイパワー通信路 高い光レベルを扱う通信路のこと。波長分割多重(WDM)等によって、波長を密



集化した高密度波長多重通信を行う際に用いる。 

ケーブル網・番組伝送委員会（ＳＧ９関連） 

ケーブルモデム ケーブルテレビの回線を使ってインターネットに接続するための装置。電

話回線におけるモデムの役割を果たすため、ケーブルモデムという。シリ

アルポートを使う通常のモデムとは異なり、パソコンとはイーサネットを

通じて接続する。 

ＡＰＩ 【Application Program Interface】あるプラットフォーム(OS やミドルウ

ェア)向けのソフトウェアを開発する際に使用できる命令や関数の集合の

こと。また、それらを利用するためのプログラム上の手続きを定めた規約

の集合をいう。 

ＬＳＤＩ 【Large Screen Digital Imagery】大画面デジタル画像。劇場等での大画

面の高精細映像全般を称す。 

ＤＯＣＳＩＳ 【Data Over Cable Service Interface Specification】米国ケーブルラ

ボが中心となって制定しているケーブル網上でデータ伝送を行うための

インターフェース仕様。 

ＳＴＢ 【Set Top Box】テレビに接続して様々なサービスを受けられるようにす

る機器の総称。テレビの上に置いておくことが多いことからこう呼ばれ

る。ケーブルテレビ網に接続して番組を受信するものや、電話回線に接続

してインターネット接続や通信カラオケを提供するものなど、様々な種類

がある。 

次世代ネットワーク委員会（ＳＧ１１、ＳＧ１３関連） 

ＮＧＮ 【Next Generation Network】次世代ネットワーク。現在の電話網に代わ

る次世代のオールＩＰ型ネットワーク。 

ＩＮ 【Intelligent Network】通信網の中に散在する交換機やサービス制御ノ

ード、網内制御用データベースを共有信号網やデータ信号網を介して有機

的に結合するもの。これにより、多様な通信サービスをコンピュータの力

を借りながら柔軟に提供でき、しかも保守運用が容易になる。 

ＢＩＣＣ 【Bearer Independent Call Control】ベアラ非依存呼制御。呼制御とベ

アラ（伝達）制御用シグナリングプロトコルを別々に伝送する方法。ＩＰ

ネットワークのようなパケット網上で電話網をエミュレートする際に使

用する。 

ＭＰＬＳ 【Multi Protocol Label Switching】IETF（インターネット技術の標準化

組織）が標準化を進めている、ラベルスイッチング方式を用いたパケット

転送技術。フレームやパケットの前方にラベルと呼ばれる識別子を付加し

て転送を行うことにより、通信の高速化及び機能の付加を図る。 

ＯＡＭ機能 【Operations Administration and Maintenance 機能】 

直訳すると運用、管理及び保守であり、ネットワークの保守運用機能を示

す。機能としては、故障の監視、予備系への切替制御、品質のモニタなど。



伝達網・品質委員会（ＳＧ１２、ＳＧ１５関連） 

テレフォノメトリ

ー 

【telephonometry】通話品質測定法 

ＰＳＱＭ 【Perceptual Speech Quality Measurement】知覚的音声品質尺度法。勧

告 P,861 で規定されている音声品質客観評価法。 

ＰＥＳＱ 【Perceptual Evaluation of Speech Quality】音声品質の知覚的評価。

勧告 P.862 で規定されている音声品質客観評価法。 

ＡＤＳＬ 【Asymmetric Digital Subscriber Line】既設の電話線を使って、電話の

音声を伝える周波数よりも高い周波数帯を使ってデータ通信を行なう

xDSL 技術の一種。「非対称(Asymmetric)」の名の通り、通信方向によって

最高速度が異なる。 

ＶＤＳＬ 【Very high-bit-rate Digital Subscriber Line】xDSL 技術の一種で、ADSL

と同じ非対称速度型であり、伝送速度は電話局→利用者方向(下り)が

13Mbps～52Mbps で、利用者→電話局方向(上り)が 1.5～2.0Mbps。最大伝

送距離は 300m(下り 52Mbps)～1.4km(下り 13Mbps)。集合住宅などで建物内

の電話回線網を利用して高速な通信サービスを提供する場合などに利用

される。その際、高速性を生かすために外線(建物から電話局までの回線)

に光ファイバを組み合わせることが多い。 

ＯＴＮ／ＳＤＨ 【Optical Transport Network/Synchronous Digital Hierarchy】光伝達

網／同期デジタル・ハイアラーキ。光ネットワーク上におけるデジタル伝

送の階層多重方式の国際規格。SDH という名称は主にヨーロッパで用いら

れ、北アメリカでは SONET の名称で知られる。 

ＡＳＯＮ 【Automatic Switched Optical Network】自動切替光ネットワーク。OTN/SDH

網に IP 的な自律分散制御の考え方を適用し、その運用性を高めたネット

ワークシステム。 

ＰＯＮ 

 

【Passive Optical Network】局内伝送装置(OLT)と加入者伝送装置

(ONU)間に光スプリッタを設置し、1 本の光ファイバを複数のユーザで

共有することを特徴とするネットワーク構成。伝送速度 622Mbps の伝

送が可能なＢ－ＰＯＮ（広帯域ＰＯＮ）、ギガビットクラスの高速なＧ

－ＰＯＮ（Gigabit ＰＯＮ)などがある。 

ＷＤＭ 【Wavelength Division Multiplex】波長分割多重。波長の異なる複数の

光信号を 1本の光ファイバーで同時に利用する技術。 

ＤＷＤＭ 【Dense Wavelength Division Multiplexing】高密度波長分割多重方式。

波長の異なる光ビームは互いに干渉しないという性質を利用して、WDM を

より高密度化したもの。この技術により、光ファイバ上の情報伝送量を飛

躍的に増大させることができる。 

１０ＧｂＥ－ＬＡ

ＮＰＨＹ 

【10Gigabit Ethernet LANPHY】2002 年に IEEE802.3ae として標準化され

た通信速度 10Gbps のイーサネット物理層に関する規格の通称。 



マルチメディア委員会（ＳＧ１６関連） 

メタデータ 【metadata】データのためのデータと呼ばれるもので、コンテンツの場合

には、コンテンツの内容に関する記述や制作者、著作権などに関する情報

データ。 

アクセシビリティ 【accessibility】情報やサービス、ソフトウェアなどが、どの程度広

汎な人に利用可能であるかをあらわす語。特に高齢者や障害者などハ

ンディを持つ人にとって、どの程度利用しやすいかという意味で使わ

れることが多い。 

色空間 色を表現するためのモデル。 

代表的なものとして、RGB 、CMYK などがある。RGB は赤（R）、緑（G）、青

（B）の 3色の階調、CMYK はシアン（C）、マゼンタ（M）、黄色（Y）、黒（K）

の 4色の階調により特定の色を表現する。 

ＣＩＥＬＡＢ CIE(Commission Internationale de I’Eclairage / 国際照明委員会)に

よって定義された理論上の色空間。 

LAB は、明度(Lightness)の(L 軸)と、緑から赤の範囲の色差(a 軸)及び青

から黄の範囲の色差(b 軸)という３本の軸を使って表現される色モデル。

ｓＬＣＣ 【standard Lightness–Chroma-Chroma color space】 

輝度とふたつの色度（Cb、Cr。それぞれ青色度と赤色度）で表現される色

モデルで、sRGB とマッチングするように設計。 

Ｌａｂ 

 

明度(Lightness)の(L 軸)と、緑から赤の範囲の色差(a 軸)及び青から

黄の範囲の色差(b 軸)という３本の軸を使って表現される色モデル。 

ＭＰＥＧ 【Moving Picture Experts Group】映像データの圧縮方式の一つ。ISO（国

際標準化機構）により設置された専門家組織の名称がそのまま使われてい

る。画像の中の動く部分だけを検出し保存するなどしてデータを圧縮して

いる。MPEG-1 から MPEG-4 までの各規格が定められており、再生品質は

MPEG-1 が VTR 並み、MPEG-2 がハイビジョンテレビ並みである。 

ＪＶＴ 【Joint Video Team】2001 年に ITU-T の VCEG と ISO の MPEG が立ち上げた

共同標準化組織であり、動画圧縮方式等を検討している。 

ＶＣＥＧ 【Video Coding Expert Group】ビデオ符号化専門家グループ。ITU-T SG16

の下部組織で、画像符号化方式を検討するグループ。 

セキュリティ・言語委員会（ＳＧ１７関連） 

テレバイオメトリ

クス 

オープンなネットワーク環境において身体的特徴又は身体的特性を用い

て個人を自動的に特定する技術、またはその応用。 

Ｐ２Ｐ 【Peer to Peer】 不特定多数の個人間で直接情報のやりとりを行うイン

ターネットの利用形態。 

ボット コンピュータウイルスの一種。感染すると、インターネットを通じて外部から操る

ことが可能となり、感染後は攻撃者がさまざまな命令を与えることにより、自由

に操作することができる。 



ＩＳＭＳ－Ｔ 通信事業者用の情報セキュリティマネジメントシステム。 

移動通信ネットワーク委員会（ＳＧ１９関連） 

ＩＭＴ－２０００ 【International Mobile Telecommunication 2000】第３世代の移動通信

方式。 

ＦＭＣ 【Fixed Mobile Convergence】移動体通信と有線通信を融合した通信サー

ビスの形態。 

作業計画委員会（ＴＳＡＧ関連） 

ＡＡＰ 【Alternative Approval Process】政策又は規制への影響を伴わない技術

的事項に関するＩＴＵ勧告案について電子的手段により実施されるＴＡ

Ｐ（注４）に替わる代替承認手続き。 

ＴＡＰ 【Traditional Approval Process】従来からのＩＴＵ勧告承認手続き。 

ＩＰＲ 【Intellectual Property Rights】知的財産権 
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